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支配者の野蛮なユウワク








　





　ここは瀬せ戸と内ない海かいに浮うかぶ小さな島。


　人口は五百人にも満たないが、風ふう光こう明めい媚びでのどかな島だ。オレ――高たか宮みや陸りくは五歳のときにこの島に連れてこられて以来、ずっとここで暮らしている。


　父さんと母さんを事故で亡なくし、じいちゃんに引き取られたんだ。そのじいちゃんも去年亡くなり、今は叔お父じさんの家に居い候そうろうしながら、家業である漁業を手伝っている。この春に中学を卒業したばかりで、まだ一人前の漁師とは言えないけど、それでも自分ができることは頑がん張ばってると思う。


　そんなある日のことだ。


　オレは波止場に停とめてある叔父さんの船を掃そう除じしていた。漁師見習いだから、いろいろ雑用が多いんだ。これが済んだって、まだたくさんすることはある。


「陸兄ちゃん！」


　オレは自分を呼ぶ声に気がついて、デッキブラシを持つ手を止め、振ふり返った。


「お客さんだよ！」


　防ぼう波は堤ていでランドセルを背負った遼りよう子こがにっこり笑って手を振っている。遼子は叔父さんの娘むすめ、つまりいとこなんだ。


　遼子の後ろに、背の高い男がいた。


　濃こいグレーのスーツを着ていて、ネクタイもきちんと締しめている。なんとなくオレは銀行員を思い浮かべてしまった。今は十月だけど、けっこう暑い日が続いているのに、スーツを着た若い男は汗あせひとつかいてなくて、涼すずしい顔をしていた。


「あんた、誰だれ？」


　お客さんというなら、オレの知り合いのはずじゃないのか。だけど、こんな顔、全然覚えがない。


　歳としは二十代後半くらいか。顔は色白で、一見、優男風だったけど、なんだか冷たい目をしている。薄うすい唇くちびるは微ほほ笑えんでいたものの、瞳ひとみの印象が強すぎて、あんまりいい人には見えなかった。


「君が高宮陸君……高宮総そう一いち郎ろう氏の息子むすこだね？」


「そうだけど。で、あんた、誰なの？　父さんの知り合い？」


「いや、そうではないが、総一郎氏を探すように命令された者だ」


　命令って、どういうことなんだろう。父さん、何か悪いことでもしたんだろうか。で、この人は刑けい事じさんだとか。……いや、そんなふうには全然見えないけど。


「父さんはもう十年も前に死んでるよ。墓参りでもする？」


「墓参りまでは命令されていない。それは私の仕事ではないからね」


　なんだかいちいちカンに障さわる言い方をする人だな。仕事だか命令だか知らないけど、こっちだって忙いそがしいのにさ。


「じゃあ、さっさと帰ってくれる？　オレ、早く掃除してしまわないといけないし」


　オレは男に背を向けて、デッキブラシを動かした。


「総一郎氏のことについては、私もいろいろ調べさせてもらった。彼の子供は君だけなんだろう？」


　調べたって、一体何を？　なんにしても、やっぱりカンに障る男だ。話してるだけで、オレはムカムカしてくるのを抑おさえられなかった。


「子供がオレだけだったら、何か都合の悪いことでもあるのか？　だいたい、あんたは名乗りもしないで……！」


「ああ、そうだったね。失礼」


　男はふわりと微笑んだ。冷たい瞳が瞬しゆん間かん、柔やわらかくなる。


「私はアルフレッド・フジワラ」


「アル…フレッド？　えっと、もしかして、日本人じゃない？」


　容よう貌ぼうは日本人みたいに見える。いや、少し違ちがう。髪かみと瞳の色が薄茶だし、顔立ちも彫ほりが深い。


「日系アメリカ人だ。日本には一ヵ月前からいる」


　オレは驚おどろいて、フジワラさんを見つめる。


　よく見ると、男の人なのにずいぶん綺き麗れいな人だな。色白だからそう思うのかもしれないが、くっきりとした眉まゆやスッと伸のびた鼻、それから形のいい唇……。ただ目はなんだか冷たい雰ふん囲い気きが漂ただよっていて、オレはあんまり好きじゃない。


「日系アメリカ人って……みんな、そんなに日本語上手うまいの？」


「いや……。これは教育の結果だ。私は七ヶ国語が話せる」


　オレは今までそんな人に会ったことがない。というか、英語すら喋しやべれる人はたぶんこの島にはいないからな。


　だけど、なんでその日系アメリカ人とやらが、オレの父さんのことではるばるこんな島までやってきたんだろう。


「え、えーと、一ヵ月の間に、父さんのことを調べたっていうのか？」


「調べたのはプロだ。私は報告書を受け取り、ここへやってきた。君に会うために」


「オレに会うために……？」


　父さんを探すように命令されてた人が、どうしてオレに会わなきゃいけないんだろう。なんだか、もうさっぱり判わからないよ。


「オレに会って、どうするわけ？　仮に父さんがあんたの上司に借金してたって、オレはそんなの知らないよっ」


　父さんが借金していたとは思わないけど、フジワラさんがここにわざわざ来た理由がさっぱり判らないから、そう言ってみる。


　フジワラさんはふっと笑った。


「君は両親と祖父を亡くした。そして、今は叔父さんの家で暮らしている。高校にも行かずに、叔父さんの仕事の手伝いをしている」


「それがなんだよっ？」


　高校にも行かずに……と言われたことにムッとする。叔父さんの家には遼子の他ほかに小学生の子供が二人いる。叔父さんがオレを高校なんかに行かせられるような経済状じよう況きようじゃないってことくらいは判ってるし、だいたい居候は働くべきだろう。


　それに、オレは高校に行くような頭を持ってなかった。じいちゃんは細々と畑で野菜を作っていたが、オレは小さい頃ころから勉強もせずに、じいちゃんの畑仕事の手伝いばかりしていたからだ。


「君は一生ここで暮らすつもりか？　広い世界には出ずに、この島の中だけで」


「……何が言いたいんだよ？　オレがどこで何をしようが勝手だろっ。あんたなんかに関係ないはずだ」


　初対面の男に、なんでそんなことを言われなきゃいけないんだろう。まるで、島の中だけで暮らすのが、卑ひ怯きようなことのように言ってさ。


　アメリカから来たんだか、なんだか知らないが、オレのことなんか詮せん索さくするなって言いたい。探したかったのは、オレの父さんで、オレにはなんの関係もないじゃないか。


「そう。関係ない。だが、私の上司は孤こ児じとなった君の面めん倒どうを見たいと言っている」


「はあ？　あんたの上司がなんでオレの面倒なんか見なくちゃいけないんだ？」


「彼は総一郎氏に命を救われた。その恩返しをしたいと言っている。総一郎氏がこの世にいないのならば、その遺族に」


「恩返し……」


　オレは父さんのことはそれほど覚えてない。うっすらとした記き憶おくの中にしかいない人なんだ。その人がフジワラさんの上司の命を助けたから、今頃その恩返しがしたいって言われても、ピンと来ない。


「そんなの、噓うそだろう？　あんた、本当は何者なんだ？　オレを誘ゆう拐かいしようっていうんじゃないだろうな？」


　オレがそう言ったら、フジワラさんは口元に冷笑を浮かべた。


「君を誘拐して、なんになるんだ？」


「う……」


　そう言われてみれば、オレなんか誘拐しても、なんの得にもならない。もちろん身代金なんか取れないし、どこかに売り飛ばすにしても、女の子じゃないからあんまり価値がないかも。


　それに、わざわざこんな島までオレに会いにきてるけど、そんな手て間ま隙ひまかけてまで、オレを誘拐するメリットなんか、どこにもないってことだ。


「信じてもらえたかな？」


　フジワラさんは傲ごう然ぜんと腕うでを組んでオレを見下ろした。


　言葉の内容はともかくとして、その言い方や態度が気に食わない。なんだって、そんなに偉えらそうなんだろう。


「判った。けど、オレはその人の世話になんかならない。オレは誰かの世話にならなくても、ここで暮らしていけるんだから……」


「君は叔お父じさんの家に世話になっている。叔父さんの仕事の手伝いをしながらね。それは『誰かの世話になる』こととは違うのか？」


　いきなり、フジワラさんは痛いところを突ついてきた。それはいつだって気にしてることだ。叔父さんは優やさしくて、そんなこと気にしなくていいって言ってくれてる。


　でも……。


　叔父さんの家はそれほど裕ゆう福ふくじゃない。別に貧びん乏ぼうってほどじゃないけど、いとこ達が大きくなれば、もっと金だってかかるだろう。


　それを思うと、この居い候そうろう生活が正しいこととは思えない。もちろん漁師として一人前になれば、恩返しするつもりだけど。


「君はこのままだと、一生この島で叔父さんの家の従業員として終わることになる。自分の船も持てない。かといって、どこかに働きに行くとしても、高校も出ておらず、なんの資格も持たないのなら、充じゆう分ぶんな給料も得られないだろう」


「よ……世の中、金がすべてじゃないだろうっ？」


　オレの言葉に、フジワラさんはただ冷たい笑いを返しただけだった。


　確かに、金がありさえすればいいってもんじゃないはずだ。だけど、金がなければ、生きていけないのが現実だった。


　オレは自分の将来について、今までなんにも考えてこなかった。毎日ちゃんと食べられて、寝ねるところがあれば充分だって、じいちゃんも言ってたし。オレも叔父さんの家で暮らしてれば、食うのも寝るところにも困らないから、これで幸せなんだって思ってた。


　オレはフジワラさんの言ったことを考えた。


　もし、このままこの島でずっとこの暮らしが続くとしたら、一生、オレは叔父さんに頭を下げていかなきゃならないのかな。


　叔父さんはいい人だけど、それでいいんだろうか。


　オレは……。


「私の上司は君を引き取り、教育して、一人前の男にしてやりたいと言っている。どの世界にも通用するような立派な男にしてやる。その先、君がこの島に戻もどりたければ戻ればいい。君がどの道を選ぼうが自由だ」


　教育……か。


　オレは勉強が苦手だし、大だい嫌きらいだった。だけど、勉強しないと、オレの現状を変えることはできないんだ。


　このまま船の掃そう除じをして暮らすのか。それとも、苦手な勉強をして、広い世界に出ていくのか……。


　それより、初対面の男を信じて、ついていっていいのかどうかも判わからなかった。


「さあ、どうする？」


「オレは……判らない。だって、あんたと初めて会ったんだし、いきなりそう言われても……。もう少し時間をくれよ」


　フジワラさんはちらっと腕時計を見た。


「私は最終のフェリーで帰る。あと二時間ほど。その間に考えるんだな」


「そんな……！」


「荷物はいらない。私と来るのか来ないのか、二時間で決めろ。フェリーの発着場で待っている」


　そう言い捨てると、フジワラさんは防ぼう波は堤ていを振ふり返りもせずに去っていく。


　二時間で決めろなんて、無茶苦茶だ。そんなこと、できるわけないじゃないか。一生の問題なのに。


「陸兄ちゃん……どっかに行っちゃうの？」


　遼子が心細そうな顔でオレを見ているのに気がついた。オレは明るく笑いかけて、遼子を安心させてやる。


「どこにも行かないさ。あんな失礼な奴やつのところなんかに」


　そう言いながらも、フジワラさんの言った言葉が、オレの頭の中でぐるぐると回っていた。


　オレはもう一年も叔父さんの家にお世話になっている。それを考えたら、それこそ恩返しが必要だ。


　オレを食わせて中学を卒業させてくれた。家族同様にオレに優しくしてくれた。


　もし、オレが立派な男になって、金を稼かせげるようになったら、そのときにオレは初めて叔父さんに恩返しができるんじゃないかな。


「遼子、ここは危ないから、家に戻ってろよ。兄ちゃん、すぐに掃除を終わらせて帰るから」


「うん！」


　遼子はランドセルを背負った姿で家のほうに向かって駆かけていった。








　オレはデッキブラシで掃除を始めた。あと二時間であの男についていくのかどうか決めないといけない。


　どうするのが一番いいんだろう。オレは自分の将来のことなんて、今まで真しん剣けんに考えたことがなかった。漠ばく然ぜんと漁師になると決めていたけど、自分の船を持つとか、叔父さんの従業員だとか、金のことなんか……。


　オレはこの島でずっと暮らしていたから、島以外の場所なんかほとんど記憶にない。それでも、うっすらと父さんと母さんと暮らしていた頃ころのことを覚えている。


　オレはマンションに住んでいたんだ。エレベーターで上がっていって……そう、すごく高かった。毎日、父さんはフジワラさんみたいにスーツを着て会社に行ってた。母さんはオレを車で保育園に送っていって、それから仕事に行ってたっけ。


　じいちゃんが言ってたな。父さんは頭がよかったんだって。だから、奨しよう学がく金をもらって、大学まで行ったんだ。そのまま都会で就職して、結けつ婚こんして、オレが生まれた。


　父さんと母さんが事故に遭あったときのことを、オレはよく覚えてない。同じ車に乗っていながら、父さんと母さんは死に、オレだけが生き残った。


　じいちゃんは繰くり返しオレに言ってた。


　おまえは幸せになるために生まれてきたんだって。


　オレはじいちゃんと暮らしていて、ずっと幸せだって思っていたから、オレの幸せがどういうことなのか、真ま面じ目めに考えたことなんかなかった。


　この島で魚を採って暮らすことは幸せかもしれない。けれど、フジワラさんの言うように、もっと広い世界で仕事をする男になるのも、幸せなんじゃないかな。


　父さんのように……。


　綺き麗れいに船を掃除し終わって、オレはその足で山のほうへと向かった。そこには先祖代々の墓があるんだ。


　草をかき分けて山道を進む。そうして、オレは墓の前で手を合わせた。


　オレはフジワラさんについていくから。これは父さんがくれたオレへのチャンスだと思う。これを逃のがしたら、オレはずっとこのままでいなきゃいけない。


　それが嫌いやなわけじゃない。


　でも、違ちがう世界に行って、自分の力を試してみたいんだ。


　オレは父さんみたいになって、いつか戻ってくるから。


　それから走って山を下りると、叔父さんの家に向かう。


　家に戻ると、叔お母ばさんが心配そうな顔でオレを待っていた。


「今日、変な男が陸ちゃんを訪ねてきてたけど……。その人が陸ちゃんをどこかに連れていくような話をしてたって、遼子が……」


「うん。叔母さん、オレ、その人についていくことにしたから」


「陸ちゃん！　私達、陸ちゃんのことを本当の子供のように思ってるんだよ！　そんな、わけの判らない人についていくなんて言わないで」


　叔母さんはオレの腕うでをしっかりとつかんだ。


「うん。判ってる。叔母さんはいっぱい優やさしくしてくれた。今までありがとう」


　オレがにっこりと笑って、フジワラさんについて説明していると、叔お父じさんが血相を変えて家に入ってきた。


「今、遼子に聞いたが、変な男がおまえを連れていくって……」


　そんなに心配してもらえるなんて嬉うれしい。オレはホロリとしながらも、叔父さんに決心を伝えた。


「だが……そんな正体の知れない男についていくなんて。高校なら、俺がなんとか行かせてやれるぞ。金のことなんか心配ないから」


　オレは首を横に振った。


　だって、オレが高校に行ったことで、いとこ達が高校に行けなくなったら大変じゃないか。叔父さんや叔母さんがいくら本当の子供のようにオレのことを思ってくれていても、やっぱりオレはただの親しん戚せきなんだ。


　ホントの子供だって思えない。そこまで世話にはなれない。


「最終フェリーでその人が帰るのに、オレはついていくよ。いつか一人前の男になったら、必ず帰ってくる。だから……」


　叔父さんはオレの肩かたをつかんだ。


　漁師を長年やってきた力強い腕だ。対するオレの腕はまだ細くて力もあまりない。


「行くな。俺はじいさんからおまえをちゃんと育ててやってくれと頼たのまれてる。そんな変な男に大事なおまえを預けられない。死んだ兄さんにも顔向けできなくなる」


「叔父さんの気持ち、嬉しいけど、オレ、広い世界で自分の力を試してみたいんだ。その人は……オレにそのチャンスをくれるって言った」


「そいつはヤクザな男かもしれん。おまえを連れていって、悪い道に引き込もうとしてるかもしれんぞ」


　叔父さんはオレが思ったのと似たようなことを言った。


　同じ家で暮らしてると、考え方も似てくるのかな。そう思うと、オレはちょっと笑ってしまった。


「そんな変な人じゃないよ。それに、オレを悪い道に引き込むために、わざわざこんな島まで来ないって」


「陸！」


「落ち着いたら連れん絡らくする。もう……時間がないから」


　時計を見ると、フェリーの時間は迫せまっている。オレは叔父さんの手を振り払はらって、奥の部屋へと行くと、タンスの中から手当たり次第に自分の着き替がえを出してスポーツバッグに詰つめ込んだ。荷物はいらないなんて言われたけど、着替えくらい持っていかないわけにもいかないし。


　そして、忘れずに、父さんと母さんの写真、それからじいちゃんの写真を入れる。


「陸……本当に行くのか？」


　叔父さんは途と方ほうに暮れたような顔をしていた。


　海の男らしいガッチリした体格の叔父さんで、オレはいつだって叔父さんにはかなわないと思っていたのに、今はなんだかすごく頼たよりなく見える。


「うん。今までありがとう。本当の子供みたいに叱しかってくれたり、優しくしてくれたり……」


　そんな別れをしていると、涙なみだが出てきそうになる。だけど、オレはぐっと堪こらえた。ここで泣いたりしたら、まだ子供なんだって思われてしまう。


「陸ちゃん、これ、持っていきなさい」


　叔母さんはオレの手にお札を握にぎらせてくれた。


「こんなにたくさん……」


「いいから。その代わり、何かあったら、すぐに帰ってくるのよ」


「うん。ありがとう！」


　オレは叔父さんと叔母さん、それから遼子やその下のやんちゃ坊ぼう主ず達に頭を下げた。


「じゃ、行ってくる！　みんな、元気でねっ」


　そろそろフェリーが島に着く頃だ。うかうかしていたら、港を出ていってしまう。


　オレは家を飛び出すと、走って港へ向かった。フェリーはもう見えている。息が苦しいけど、立ち止まるわけにはいかないんだ。


　オレは息を乱しながら、発着場の待合室に飛び込んだ。


「間に合ったな」


　フジワラさんはベンチから立ち上がると、冷たい笑えみを浮うかべた。


「オレ……あんたについていくことに決めたから……っ」


　心臓が飛び出しそうな勢いで動いている。オレは胸を押さえつつ、頭を下げた。


「これから、よろしくお願いしますっ」


「上司が日本に来るまでは、私が君の面めん倒どうを見ることになるだろうからね。不本意だが、私もよろしくと言っておこう」


　フジワラさんはそう言いながら、目をオレの荷物に向けた。


「それはここに置いていきなさい」


「えっ、だって……着替えとか」


「一切必要ない。すべてこちらで用意する」


　フジワラさんはオレの服装を値ね踏ぶみするような目で見た。


　つまり、オレが今まで着ていたような服はいらないって言ってるんだ。確かに、オレはＴシャツとかジーパンとか、そういうのばっかりで、少なくともフジワラさんの横にいて恥はずかしくない服とは言えない。


　オレはカッと頰ほおが熱くなるのを感じた。


　馬ば鹿かにされたんだっていうのは判わかる。でも、オレはそういうフジワラさんと同じ世界に行くんだから仕方ないんだ。


「判った……。あ、でも、写真だけ持っていく。父さんや母さんの……」


　あわててファスナーを開けて、写真を取り出そうとするオレの手を、フジワラさんは制した。


「すべて置いていきなさい。君は振ふり返ってはいけない」


「そんな……！」


　オレはすがるようにフジワラさんの目を見た。が、フジワラさんは自分の意見を翻ひるがえすつもりはないようだった。


　オレは写真を元に戻もどして、ファスナーを閉めた。そして、発着場の掃そう除じをしている顔見知りのおばちゃんに、荷物を叔父さんのところに届けてくれるように頼んだんだ。


「陸ちゃん、どこかに行くのかい？」


「うん……」


「気をつけて行っておいで」


　着の身着のままで島を出ていくオレは、すぐに帰ってくるようにしか見えないだろう。


　フジワラさんはオレに切きつ符ぷを渡わたしてくれた。


「お客さん、もうすぐ出ますよ」


　声をかけられて、オレとフジワラさんはフェリーに乗った。


　もう日は暮れかかっていて、東の空は暗くなっている。西の空だけがわずかに明るい。


　昨日まで……いや、ほんの二時間前までは、こんなふうに島を出ていくなんて、考えもしなかった。


　まして、初めて会った人と一いつ緒しよに。


「私は中に入るが、君は……」


「オレは外にいる。しばらく島に戻ってこられないんだし」


　フジワラさんはふっと笑って、オレの肩に手を置いた。もっとも、冷たい瞳ひとみのままだから、ちっとも笑っているようには見えない。


「今のうちに感傷に浸ひたっておくがいい。君は教育しがいがありそうだから、そのときになって、ホームシックで泣かなくて済むようにな」


　嫌いや味みな言い方をして、フジワラさんはオレの傍そばから去っていった。


　フェリーが動き出し、海風がオレの髪かみを撫なでていく。オレは手すりから身を乗り出すようにして、徐じよ々じよに離はなれていく桟さん橋ばしを見つめた。


　十年ずっとオレはこの島で育ってきた。


　学校に通い、畑仕事を手伝い、山の中を遊び回って、船に乗って漁にも出た。オレのかけがえのない生活が島の中にあった。


　それでも、オレは島を出ていくことを選んだんだ。


　必ず一人前になって帰ってくるから。オレ、そのためだったら、なんでもする。苦しいことだって我が慢まんするから。


　いろんな人の顔が頭に浮かんだ。


　どんなに我慢しようとしても涙が出てきて、島が見えなくなる。オレはうつむいて目をこすった。


「陸兄ちゃーん！」


　かすかに聞こえた声に、オレはハッと顔を上げた。


　島のほうじゃない。船だ。叔お父じさんの船が近くまで来ていた。わざわざ船を出して、見送りに来てくれたんだ。


　オレは夢中で手を振った。もうあたりは薄うす暗ぐらいけど、まだオレの姿が見えるだろうか。


　船の甲かん板ぱんの上で、みんなが手を振り返している。


　オレはちぎれるほどに手を振りながら、みんなに別れを告げる。


　そうして、オレは島を離れたんだ。








　フェリーを乗り継つぎ、さらに港からタクシーに乗った。広島市内のホテルに着いたのは、もう夜遅おそい時間だった。


　フジワラさんによると、ここで一いつ泊ぱくして、明日の朝、飛行機で東京に向かうらしい。


　ホテルというと、オレは修学旅行でしか泊とまったことはない。だけど、このホテルは、そういう観光ホテルとは、ちょっと違ちがう趣おもむきのあるところみたいだ。


　外観もさることながら、正面玄げん関かんからして、なんかやたらと豪ごう華かなんだ。きちんとした制服を着たボーイが、フジワラさんに挨あい拶さつをする。


　なんとなく気き後おくれしてしまって、オレは堂々とロビーを横切るフジワラさんの後を、コソコソとついていった。別に悪いことはしてないつもりだけど、ボーイがオレをやたらとジロジロ見るから気になるんだ。


　汚きたない作業用のＴシャツとジーパン姿って、やっぱりおかしいかな。ところどころ汚よごれてるし、それで、オレのこと、嫌な目で見るんだろうか。


　人間は着てるもんがすべてじゃないだろうって言いたいけど、そんなこと、ここじゃ通用しないのかもしれない。


　ロビーのソファに座っていた男が、フジワラさんを見て、にこやかに立ち上がった。


「お帰りなさい。お疲つかれになったでしょう」


　え、この人、フジワラさんの知り合いの人？


　ひょっとして、この人がフジワラさんの上司……なのかな。フジワラさんより、年上に見えるし。でも、フジワラさんに敬語使ってるよね。


　そういえば、フジワラさんもオレと同じで手ぶらだから変だと思ったんだ。この人が荷物を持って、ホテルに部屋を取る役目だったのかもしれない。


「例のものは揃そろえたか」


「はい、揃えておきました。お屋や敷しきのほうにも連れん絡らくを入れておきましたから、明日、向こうにお着きになるまでには、必要なものはすべて揃います」


「よし。ご苦労だった」


　フジワラさんはオレのほうを振り返った。


「紹しよう介かいしておこう。私の秘書の北きた沢ざわだ」


「秘書……？」


　オレは目を丸くして、北沢さんの顔を見つめた。


　北沢さんはまだ子供のオレに頭を下げた。


「よろしくお願いします。陸様」


「えっ……」


　今、なんかオレの名前に『様』がついてたような気がするんだけど。気のせい……だよなあ。もしくは聞き違いかも。


　なんで、フジワラさんの秘書の人が、オレに『様』なんてつけるんだよ。


「君は挨拶もできないのか？　よろしくと言われて、ボンヤリするのが、あの島の礼れい儀ぎか？」


　フジワラさんの言葉に、オレはあわてて北沢さんに頭を下げる。


「こ、こっちこそ、よろしくお願いしますっ！」


「あなたが私にそんなふうに頭を下げる必要はありませんよ」


　北沢さんは怒おこった様子もなく、ニコニコと笑っている。


「この子を甘やかすな。子供は優やさしくすれば付け上がる」


「はい。肝きもに銘めいじておきます」


　そう言いながらも、北沢さんはオレに対して優しい目をしてくれてる。笑っていても目が冷たいフジワラさんとは大違いだ。


「では、お部屋にご案内します。こちらです」


　北沢さんに案内されて、オレとフジワラさんはエレベーターで三十階へと上がる。廊ろう下かに立派な絨じゆう毯たんが敷しいてあって、靴くつを脱ぬがなくて歩いていいのかって、オレは思ってしまった。


「こちらのお部屋ですよ」


　北沢さんがドアを開けると、中にも絨毯が敷いてある。ていうか、ここって、洋室なんだ。しかも、部屋が二つあって、ひとつはソファやテーブルがあって、大きく開いた扉とびらの向こうには大きなベッドが二つ並んでいた。


　オレは修学旅行で泊まった和室みたいなのを想像していたから、あまりの違いに圧あつ倒とうされて、動けなかった。


「陸様、ドアを閉めますから」


　そう言われて、オレは足を中に踏ふみ入れる。


「あ、あのっ……」


「なんですか？」


「靴は脱がなくていいの？」


　フジワラさんは土足のままどんどん中に入っていくし、たぶん履はいたままでいいと思うんだけど、なんだか自信がない。あまりにすごい部屋だから。


　北沢さんはにっこり笑った。


「脱ぎたければ脱いでいいんですよ。今、スリッパをお出ししますから」


　オレはふと自分の足元を見る。素足に汚いスニーカーを履いていて、なんだか恥はずかしくなった。いや、今までそんなことを恥ずかしいなんて思ったことはなかったけど、こんな豪華な部屋では、オレの価値観のほうが間違ってるって気がしたんだ。


「さあ、こちらに」


　スリッパを履いて、ベッドがある部屋に行くと、そこにフジワラさんがいて、スーツの上を脱いでいた。それを北沢さんは受け取ると、クローゼットを開いて、そこに吊つるす。


　その中にすでにハンガーにかけられてる服があって。フジワラさんや北沢さんの服にしてはサイズがずいぶん小さい。


「これは陸様の服ですよ」


「えっ、オレの？」


　そう言われてみれば、オレの身体からだにはピッタリ合うようなサイズだ。だから、荷物はいらないとフジワラさんは言ったのか。でも、オレに会う前から、こういうものを用意してたんだろうか。


「あちらの引き出しには下着を入れてありますからね」


「あの……オレの服のサイズとか、どうして判わかったんですか？」


「身長や体型について、私が見たところを電話で伝えて、北沢に揃えさせておいたんだ」


　フジワラさんはネクタイを外して、北沢さんに渡わたしながら言った。


　いつの間にそんなことを……。


　恩返しのために、会ったこともないオレの面めん倒どうを見るっていうくらいだから当然かもしれないけど、フジワラさんの上司って、すごい金持ちなのかもしれないな。わざわざオレの荷物を島に置いてこさせて、服を揃えるなんて。


　あれっ、フジワラさんがオレをにらんでる。何か変なこと言ったかな。


　あ、お礼を言ってないからか。


「えっと、わざわざ服まで揃えてもらって、ありがとうございました！」


　オレは北沢さんに頭を下げた。


「私は社長の命令に従っただけです。お礼は社長におっしゃってください」


「えっ、社長って……？」


　どうやらフジワラさんのことらしい。オレは同じことをもう一度言って、フジワラさんに頭を下げた。さっきみたいに「ボンヤリしているのが、島の礼儀か」なーんて言われたくないからね。


「大したことじゃない。そんな格好の君を連れて歩くのは、私が恥ずかしいからな」


　やっぱり、そうなんだ……。


　なんとなくオレだけ浮ういてる気がしてたんだ。でも、それならそう言ってくれれば、オレの手持ちの服の中で一番マシなものを着てきたのに。


「何かご用ようはありませんか？」


　北沢さんがフジワラさんに尋たずねる。


「……そうだな。紅茶でももらおうか」


「かしこまりました」


　北沢さんは電話で紅茶を注文していた。注文すると、部屋まで持ってきてくれるのか。ホテルって、サービスいいんだな。


「あれっ、ベッドが二つしかないけど……。オレ、どこに寝ねればいいの？」


「北沢は別の部屋を取っている。どちらでも好きなほうで寝るがいい」


　うわっ、オレ、フジワラさんと泊とまるんだ。いや、てっきり雰ふん囲い気きの柔やわらかい北沢さんも一いつ緒しよだと思っていたから、厳しいフジワラさんと二人きりで寝るのは、ちょっとね。


　もちろん、それが嫌いやだなんてワガママは言えないけど。


「陸様、外をご覧になってください。夜景が綺き麗れいですよ」


　北沢さんに言われて、オレは窓に駆かけ寄る。


「うわっ、すげー！」


　大きなガラス窓の向こうに、街の明かりがキラキラ宝石みたいに光って見える。ここは三十階だから眺ながめがいいんだな。


　夢中になって見ていると、後ろからフジワラさんが肩かたに手を置いた。


「君がこれから住む東京は、もっと夜景が綺麗だ」


「えっ、本当？」


　これより綺麗って、どんなもんなんだろう。オレには想像もできなかった。


「ああ。だが、君はまだマナーもロクに知らず、教育も受けていない子供だ。向こうに着いたら、しっかり勉強することだな」


「うん……」


「返事はいかなるときも『はい』だ。だいたい、君は目上の人間に対する礼儀がなってない。日本人なら、ちゃんとした日本語を喋しやべりなさい」


「は……はいっ！」


　オレは大きな声で返事をした。


「社長。いきなり、そんなに厳しくなさらなくても」


　北沢さんはオレに助け舟ぶねを出してくれる。


「私は自分の責任において、この子を教育する義務があるんだ」


　ゲッ。フジワラさんって、オレを上司の人のところに連れていくのが仕事だったんじゃないの？　教育とやらも、オレはこの人にされなきゃいけないわけ？


　オレは振ふり向いて、フジワラさんに尋ねた。


「あの……フジワラさんの上司の人って……」


「フジワラさんなんて呼び方はするな」


「じゃあ、なんて呼んだらいいの？」


「アルフレッドと呼べ」


「そんな、呼び捨てなんて……」


　なんか、めちゃくちゃ親しい間あいだ柄がらみたいじゃないか。それとも、アメリカ人って、それが普ふ通つうなのかな。


「まことに不本意なことだが、これから君とは家族同然ということになる。便べん宜ぎ上じよう、上司と言ったが、君の面倒を見たいのは、私の祖父だから」


「え……フジワラさん……じゃなくて、アルフレッドのおじいさん？」


　オレはまばたきをして、アルフレッドの顔を見つめた。


「スティーブン・フジワラ。ニューヨークにある我が社の会長だが、三ヵ月後の七十七歳の誕生日に引退することになっている。そして、引退後は日本に移住する予定だ。私はそのための準備を整えている。つまり、その準備のひとつが君を引き取ることだったというわけだ」


　想像もしてなかったことを告げられ、オレはポカンと口を開いた。


　父さんを恩人だと言うからには、当然、日本人だと思っていたんだ。それに、まさか、そんな会長とかいう偉えらい人だったなんて……。


「だから、社長のアルフレッドの上司がおじいさんなんだ？」


「正確には、日本支社の社長に就任したばかりだ。上司という言葉は適当ではなかったが、私としては、君を家族の一員として迎むかえるより、我が社に役立つ人材に育てるために迎えたいと思っているから、そういう表現をしてみた」


　アルフレッドは言葉を切って、オレを上から下まで眺めた。そして、薄うすい唇くちびるを歪ゆがめて、ふっと笑う。


　オレにはアルフレッドの心の中までは判らないけど、馬ば鹿かにされたんだってことだけは、よーく判った。


「……はっきり言うと、昔の恩にこだわって、こんな小こ汚ぎたない子供を引き取るなんて、そんな馬鹿馬鹿しいことはごめんなんだよ。私は自分にメリットのない行動はしたくない。しかし、祖父がぜひ君の面倒を見たいと言うのでね。だから、君と私はこれから一緒に暮らすことになるが、私がそういうつもりだということだけは、理解しておいてほしい」


　オレは勢いで島から飛び出してきたけど、ひょっとしたら大変なことに足を踏ふみ入れたんじゃないかな。


　いや、それでも、これはオレのチャンスなんだ。家族としての安らぎを求めて、彼についてきたわけじゃないんだから……。


「返事は？」


　アルフレッドの冷たい口調の言葉に、オレはハッと顔を上げる。


　まるでオレの胸の内をすべて見み透すかしてしまうような薄茶の瞳ひとみを、オレはじっと見上げた。


「……はい」


「よろしい。後は風ふ呂ろに入って、休みなさい。明日は朝早くに出発するから、寝ね坊ぼうしないように」


　やっとそんなふうに言われて、ホッとする。学校の先生より怖こわいよ。


　そのとき、部屋のチャイムが鳴る。さっき注文した紅茶が来たらしい。オレはなんだか気が抜ぬけて、ベッドに腰こしを下ろした。


　紅茶のポットやカップを載のせたワゴンを北沢さんが受け取り、向こうのソファがある部屋へと押していく。


「君は紅茶は好きか？」


「よく判わかんない」


「……こっちに来て、一緒に飲みなさい」


　なんだか、また説教されそうな気がしたから、嫌だなあと思ったけど、そんなことは言えない。これも修行だと思って、我が慢まんすることにした。


　アルフレッドと暮らすことになるなら、この先、こんな場面はいくらでも訪おとずれそうだ。そのたびに、嫌だと思っていても仕方ないからさ。


　向こうの部屋には、大きなゆったりと座れるソファがあって、オレはアルフレッドの隣となりにちょこんと腰かける。


　北沢さんが手て馴なれた仕草で二つのティーカップに紅茶を注ぎ分け、それぞれアルフレッドとオレの前に置いた。


「他ほかにご用は？」


「もうない。今日はご苦労だった」


「いえ。……もし何かありましたら、いつでもお呼びください。では、また明日の朝。おやすみなさい」


　北沢さんはアルフレッドに礼をして、オレにも優やさしく笑いかけると、部屋を出ていった。


　オレは堅い雰囲気のアルフレッドとこの部屋に取り残されてしまう。ああ、この部屋に流れる空気までもが、ドアが閉まって、一いつ瞬しゆんにして冷たくなったみたいだ。


「北沢さんって、いい人ですね。オレもああいう人になりたい」


　シーンと静かになった室内に耐たえ切れずに、オレはそう言った。


「君が北沢のようになるまでには、あと十年はかかりそうだな」


　う……。そうかもしれないけどさ。はっきり言うなあ。


　オレはカップを両手に持つと、ちょっと口をつけてみる。まだ熱いか。オレは猫ねこ舌じただから、ふーっとカップの中味に息を吹ふきかけた。


　アルフレッドは咳せき払ばらいをする。もう一回ふーっと吹くと、また咳払いが聞こえる。


　あ……ひょっとして、これ、行ぎよう儀ぎが悪いって言ってるのかも。


　パッと横を見ると、アルフレッドは背筋を伸のばし、ソーサーを左手で持ち上げ、右手でカップの取っ手を持っている。オレみたいに前かがみの姿勢で、カップにみっともなく口をつけてない。


　オレはあわてて姿勢を正して、テーブルの上に残ってるソーサーを手に取った。当然、ふーっと息を吹きかけるなんて、やっちゃいけないことなんだろうなあ、やっぱり。


　オレは無理して熱い液体をすする。


　ズズズと音がして、また咳払いをされる。横を見ると、アルフレッドは優ゆう雅がに音を立てずに飲んでいる。


　音を立てるなって言われても、出ちゃう場合はどうしたらいいんだろう。オレは途と方ほうに暮れてしまった。


「港の近くで食事をしたときも思ったが、君はまったく食事のマナーを知らないようだな」


　食事のマナーって？　ご飯を食べる前は手を洗って、みんな揃そろって「いただきます」を言う……のが、叔お父じさんちのマナーだった。でも、アルフレッドが言うのは、それとは違ちがうみたいだ。


　いわゆる行儀作法ってやつかな。


「これからはきちんと仕付けるから、そのつもりで。祖父には今の山ザルのような君の姿を見せたくない。一ヵ月で基本的なマナーはマスターしてもらうからな」


　山ザルみたいなのか、オレって。そんなにひどいとは思わなかったけど、アルフレッドからすれば、そういうものなのかもしれない。


　なんとか紅茶を飲み干すと、胃のあたりがあったかくなってきて、急に眠ねむくなってくる。


　オレは目をこすった。


「眠いのか？　まるっきり子供だな、君は。先に風呂に入ってきなさい」


「ん……。風呂は……もういい」


　ボンヤリした頭で、それでも礼儀正しくしなきゃいけないってことだけは判っていた。


　オレはアルフレッドに頭を下げた。


「今日はいろいろありがとうございました。じゃ、おやすみなさい」


　そのままベッドに向かおうとしたら、腕うでを強い力でつかまれる。


「風呂はもういいって……まさかそのまま寝ねるつもりじゃないだろうね？」


　そういえば、オレは作業用の服を着ていた。


「パジャマ、あるの？」


「いや、そうじゃなくて。シャワーくらいきちんと浴びなさい。身体からだを清潔にしてからでないと、ベッドに入ってはいけない」


「えー、だって、面めん倒どうくさいし」


　そう言ったら、途と端たんにアルフレッドはものすごい形相になった。眠ねむ気けが吹き飛ぶような目つきでにらまれて、オレは震ふるえ上がった。


「私は風呂好きと言われる日本人以上に、清潔好きなんだ」


「あ……ハイ」


「君みたいな不潔な人間と、一いつ緒しよの部屋に泊とまるなんて、耐えられない！」


　アルフレッドはオレの腕をつかんだまま引きずっていく。このまま廊ろう下かに放り出されるのかと思ったけど、そうではなくて、バスルームに連れていかれたんだ。


　バスルームといっても、洗面台とかと一緒になってる部屋だ。


「脱ぬぎなさい！」


　厳しい声で言われて、オレは服を脱ぎ始める。と、何な故ぜかアルフレッドまで服を脱いでるのに気がついて、ビックリする。


「あの……アルフレッドもシャワー浴びるの？」


　オレの遠えん慮りよがちな質問にも、アルフレッドは冷たい目でにらんだ。


「君を洗ってやるんだ。隅すみから隅までね」


「えっ、オレ、自分の身体くらい洗えるよ。そんなに子供じゃないし」


「シャワー浴びるのさえ面倒くさいという人間の言うことは信用しない。身体中、清潔にしてからでないと、東京には連れていかないからな」


　マズイ。本気で怒おこってるみたいだ。


　オレは自分的にはそれほど不潔だとは思ってなかったけど、特別清潔好きなアルフレッドにしてみれば、我慢ができないレベルなのかもしれない。確かに、潮風に吹かれて、髪かみもベタベタしてるし、汗あせもかいてるもんな。


「アルフレッドがそんなに言うなら、ちゃんと綺き麗れいにする。だから、わざわざ洗ってもらわなくても……」


　だけど、アルフレッドはオレの言うことを信じないことに決めてるらしかった。冷たい目で見られて、仕方なくオレは服を脱ぐ。


　男同士だから、脱いでもどうってことはないはずなんだけど、厳しいアルフレッドの前だと緊きん張ちようしてしまう。ひょっとして、オレの身体を見て、こんな瘦やせた人間は連れていけないなんて言うんじゃないかと思って。


　アルフレッドは値ね踏ぶみするような目つきで、オレの身体を眺ながめた。


「な……何っ？」


「いや……。君は本当にその細い身体で漁師になろうと思っていたのか？」


「オレはまだ成長期だよっ！」


　失礼な。一応、予定では、叔父さんのようなたくましい体格になるはずなんだ。まあ、叔父さんはともかく、父さんは細いほうだったらしいから、これはきっと父さん似の身体なんだと思う。


「まあいい。来たまえ」


　アルフレッドは洗面台の横にあった小さなカゴの中からナイロンタオルを取り出した。そして、それを持って透とう明めいなガラスに囲まれたボックスへと入っていく。その中にはシャワーがあるんだ。


　一人だったらさほど狭せまくないボックスの中だけど、男二人で入ると、やっぱり狭い。しかも、裸はだかの男と一緒だ。見た目だけでも相当暑苦しい。


　アルフレッドはシャワーを出すと、予告もなくオレの頭からかけた。


　そりゃあ、子供みたいに気を遣つかってかけてくれとは言わないけど、なんだか、オレを人間とは思ってないみたいだ。


　そして、一いつ旦たん、シャワーを止めると、シャンプーでオレの髪を洗い始める。


「オレ……子供じゃないのに」


　これじゃ、オレが一番下のいとこを風ふ呂ろに入れてるのと全然変わらない。十五歳にもなって、なんで大人からこんなふうに髪を洗われなきゃいけないんだろう。


　こんなことなら、アルフレッドに言われたときに、さっさと一人でシャワーを浴びておけばよかった。


「君を子供だとはもう思わない。山ザルをペットにしたと思っておく」


　つまり、アルフレッドはペットを洗ってるつもりなんだ。だから、こんなに乱暴なんだな。


　また頭からシャワーをかけ、シャンプーを流す。そして、今度はボディーシャンプーをナイロンタオルにつけて泡あわ立だて始めた。


「痛いっ……！」


　アルフレッドは強い力でオレの身体をこすっていく。


「痛いくらい我が慢まんしろ」


　とにかく、オレの全身を綺麗にしてしまわないと、気が済まないらしい。ペットみたいに身体を洗われてるという惨みじめさも忘れるくらい、アルフレッドの洗い方は乱暴だった。


　アルフレッドは、隅から隅まで洗うと宣言していたが、本当にそんな勢いで、オレの足の裏まで強い力でこすっている。そこまでするほど清潔好きなのかと思うと、オレはこれから絶対、毎日風呂に入って清潔にしようと決心した。


　でなきゃ、こんなふうに痛いくらいに洗われてしまうんだ……。なんだか、オレは本当に躾しつけをされてるような気がした。


　アルフレッドはオレに背中を向けさせ、今度は後ろから洗っていく。もう、ナイロンタオルの痛みにも慣れてしまった。いや、タオルが痛いというより、アルフレッドの洗い方が痛いだけなんだけどさ。


　オシリをゴシゴシ洗われてるときに、ふとアルフレッドはオレの前のほうに手を回した。


「あっ……そこは自分で洗うからっ！」


　アルフレッドの手は、オレの大事な部分に触ふれていた。いくらなんでも、そこを他ほかの部分と同じように乱暴に洗われたら困る。


「君の洗い方は信用できない」


「やだっ……」


　オレは抵てい抗こうしようとしたが、一いつ瞬しゆんそこをギュッと握にぎられて、思わずガラスに手をついて身体を支えた。痛いなんてもんじゃないよ。


「おとなしくしていろ。すぐに済む」


　アルフレッドは新たにボディーシャンプーを手に取ると、オレのその部分を丁てい寧ねいに洗い始めた。


　痛くはなくなったけど、こんなところを他人に洗われるなんて……。


　アルフレッドの指の感かん触しよくがなんだかリアルに感じられる。


「あっ……」


　気がつくと、オレのそこは硬かたくなりかけていた。


　そんなつもりじゃなかったのに。なんで、勃たったりするんだよーっ。


「君は欲求不満か？」


　顔がカーッと熱くなる。


「違ちがうっ！」


「なるほど。あのあばら屋では個室もなかっただろうしな。まして君は居い候そうろうの身だ」


「あっ……もういいだろっ。離はなせよっ」


　アルフレッドはわざとのように、ゆっくりとそこを洗い続ける。


「君は口の利きき方を勉強したほうがいい。今日は君に振ふり回されてばかりだったから、たまには君をいじめて遊んでみるのも悪くない」


　どっちかっていうと、オレがアルフレッドに振り回されっぱなしだったような気がするんだけど。しかも、ずっと嫌いや味みを言われ、いじめられていたような……。


　それとも、アルフレッド的には、オレが振り回していたように思えるんだろうか。


「やだ……やだって……っ」


　アルフレッドの指はもう洗ってるとはとても言えなかった。オレを刺し激げきしていたんだ。いやらしい手つきで。


「やぁ……ぁ……」


「山ザルでも感じるのか」


「ああっ……」


　身体からだを震ふるわせて、イキそうになると、またそこをギュッと握られる。


「ひどいっ！」


「何がひどいんだ？　君は私の手で刺激されてイキたいのか？」


　改めてそう言われると、それがすごく恥はずかしいことのように思える。けれども、感じてるオレが悪いんじゃない。刺激してるアルフレッドが悪いんじゃないか。


　ていうか、なんでオレ、こんなことされてるんだろう……。


　涙なみだが出てくる。


「君の口もこの身体ほど素す直なおになるといい」


　アルフレッドの指の動きに、オレはまた翻ほん弄ろうされていく。


　もう……我慢できない。


　今度はアルフレッドも止めるような意地悪はせず、オレは身体の奥から熱を吐はき出した。


　もう、わけ判わかんないよ……。


　オレはガラスの壁かべに力なくもたれた。








　朝、オレはピピピという電子音で目が覚めた。


　ハッと起き上がって、あたりを見回す。見慣れない室内……叔お父じさんの家じゃない。


　オレは昨日のことを思い出して、溜ため息いきをつく。


　そうだ。ここはホテルなんだ。アルフレッドに連れられて、東京に行く途と中ちゆうで……。


　オレは隣となりのベッドに寝ねているアルフレッドに目をやった。アルフレッドはもぞもぞと起き上がって、手を伸のばし、目覚ましを止める。


　オレは部屋に備え付けの浴衣ゆかたを着ていたけど、アルフレッドは持参のパジャマ姿だ。それも、普ふ通つうのパジャマじゃなくて、ツルツルと光こう沢たくがあるやつだ。さすがに清潔好きを主張するだけあるよな。きっと、家には同じパジャマが何着も置いてあるんだよ。


「何をボンヤリしてるんだ？　目が覚めたのなら早く用意をしたまえ」


「……うん」


「昨日、私はなんと言ったかな？　返事はいかなるときも『はい』だ。それ以外の言葉は聞きたくない」


　いきなりアルフレッドの説教が始まる。この人って、たぶん血圧が高いんじゃないかな。だから、起きていきなり説教ができるんだ。


　オレは仕方なくアルフレッドの言うとおりに返事をしなおした。


　のろのろとベッドから起き上がったら、寝ね相ぞうが悪いせいか、着ていた浴衣の帯が解ほどけて、中の下着が丸見えになっていた。しかも、朝起きたばかりだから、大事なところは元気になっている。


　オレは昨夜のシャワーのことを思い出して、浴衣の前をパッと合わせた。


　アルフレッドはそれを見て、冷ややかに笑う。


「心配しなくても、朝から君の身体を洗おうとは思わない。……それに、言っておくが、私はゲイではないから。もちろんペドフィリアでもない」


「ペド…ナントカって、何？」


「子供を性欲の対象にする者のことだ」


「オレはそれほど子供じゃないよっ」


　いや、別に性欲の対象なんかにしてもらいたくはないけど、子供と言われたことに対して反応してしまう。確かに大人ではないが、あんまり子供扱あつかいされるのも腹が立つ。


「そうだな。私も君のことは子供というより、単なる動物として見ているから……」


　結局、オレのことは山ザルだって言いたいわけだ。


「じゃ、じゃあ、あんたは動物相手にあんなことするのかよっ？」


　オレはすごーくショックを受けて、そのまま寝ちゃったのに。いや、その前に、髪かみを乾かわかしてから寝ろって、アルフレッドがうるさかったから、ドライヤーで乾かした。でなきゃ、またどんなひどい目に遭あうかって、怖こわかったんだ。


「君が欲求不満のようだったから、サービスしてやったまでだ」


「オレはそんな……！」


「気持ちよかったんだろう？」


　そう言われると、返す言葉がない。確かに気持ちよかった。よくなきゃイッたりしない。


「……そういうことだ。君もそんなことは触れ回らないようにね。自分が恥はじをかくだけだから」


　絶対、北沢さんに言ってやると思っていたのを、見み透すかされていたらしい。確かに、冗じよう談だんにしろ、あんなことをしたアルフレッドが悪い。だけど、気持ちよくなってイッてしまったのは、オレだから……。


　なんかスッキリしない。いいように、もてあそばれて、そのまんまなんてさ。


　用意してもらった服を着ると、なんだかいつもと違うから変な感じがする。シンプルなシャツとズボンなんだけど、オレがいつも着てるＴシャツにジーパンとは生き地じの材質や着き心ごこ地ちが違うみたいだ。靴くつもスニーカーじゃなくて革かわ靴ぐつを履はかされてしまった。


「ちょうどいい……」


　アルフレッドはオレの靴のサイズまで見ただけで判ったってことかな。当てずっぽうの部分があるにしても、ピッタリなのにはビックリだった。


「山ザルにも衣い装しようだな」


　アルフレッドはオレの格好を見て、満足したようにうなずく。


　やがて、チャイムが鳴り、北沢さんが現れた。


「さあ、レストランに朝食を食べにいきましょう」


　ちょうど腹が減ってきたところだったんだ。一体、何を食べさせてもらえるんだろう。ホテルだったら、ご馳ち走そうとか出るのかな。


「また君のテーブルマナーが見られるな。楽しみだ」


　アルフレッドの嫌味な言葉に、オレはドキッとする。


　ああ、また、説教を聞きながら食べなきゃいけないのか。どんなにご馳走が並んでいても、アルフレッドに見られながら食事するのは、あんまり嬉うれしくない。だいたい食欲だって、なくなってしまう。


　でも、そういうのも、オレに必要なことなんだろうし……。


　とにかく頑がん張ばるしかないよね。


　オレはちょっとだけ溜息をついた。








　ホテルを出て、タクシーで広島空港に向かう。


　それから、オレは生まれて初めて飛行機に乗った。いや、ひょっとしたら、物心つく前に乗ったかもしれないが、オレの記き憶おくの中では初めてだった。


　機内がめずらしくて、キョロキョロしていたら、アルフレッドにみっともないと叱しかられた。そりゃあ、アルフレッドは飛行機なんか乗り慣れてるかもしれないが、オレは初めてなんだよ。ちょっとくらいキョロキョロしたっていいじゃないか。


　と思ったけど、また山ザルって言われそうだから、黙だまっておくことにした。その代わり、窓の外ばかり見ていたんだ。


　テレビで見たことのあるような真上からの風景が見え、興奮した。そのうちに雲ばかりになって……。そうして、飛行機は羽田に着いた。


　そこの駐ちゆう車しや場じように車を置いていたらしく、北沢さんが運転席に座り、オレとアルフレッドが後部座席に乗る。


　できれば、オレは助手席に乗りたかったけど、アルフレッドにこっちに乗れと言われたから、仕方なくちょこんと座る。いや、車内が広々としすぎてて、変に居心地が悪いんだ。こんなデカい車には乗ったことないから……。トラックには乗ったことあるんだけど、あれはデカいって言っても、ちょっと意味が違ちがうし。


「あの……アルフレッドの家って、どんなところ？」


　行けば判ることだけど、あまりに居心地悪くて訊きいてしまう。ああ、きっと、居心地悪いのは、車のせいじゃなくて、アルフレッドが隣にいるからだ。


「どんなといっても、普通の家だ。君の叔父さんの家よりは大きいがな」


　そういえば、アルフレッドは、叔父さんの家をあばら屋だなんて言ったんだ。ホントに失礼だよな。人んちをあばら屋呼ばわりするのがアメリカ人の礼れい儀ぎかって、言ってやればよかった。


　今度そう言われたら、絶対そう言い返そう。


「ふーん。それで、アルフレッドの家族は何人？　家族の人はオレが行くこと、嫌いやがってない？」


　叔父さんの家に居い候そうろうしていたオレだけど、これからはアルフレッドの家に居候することになる。叔父さんは親しん戚せきだし、昔から知ってるから、居候してても、それほど肩かた身みが狭せまくはなかったけど、アルフレッドは昨日会ったばかりの縁えんもゆかりもない人だからな。


　アルフレッドはオレのことを我が慢まんしてくれても、家族の人は承知してくれてるんだろうか。


「家族は日本にはいない。こっちに来る予定があるのは、祖父だけだ」


「えっ、だって、日本支社の社長になったんだろう？　ずっとこっちに住むんじゃないのか？」


「ああ、当面はそうだ」


　アルフレッドは別になんともないような顔で言った。


「奥さん、可哀かわい想そうだよ。なんで別居すんの？　仲が悪いの？　子供はいないの？」


　オレのたくさんの質問に、アルフレッドは笑い出した。しかも、北沢さんまでハンドルを握にぎったまま笑っている。


「私は独身だ。離はなれて暮らす妻も子供もいない」


「え……そうなんだ……」


　社長というからには、当然、結けつ婚こんしてると思っていたよ。なんだ、独身なのか。でも、この性格じゃ、女の人が寄りつかなくても正解かもね。


　食事のたびに、マナーがどうこうっていう話を延々とされるなんて、耐たえられないよ。


　ふと、オレはある恐おそろしい考えが頭に浮うかんでしまった。


「まさか、おじいさんが来るまで、アルフレッドと二人きりで暮らすんじゃ……」


「冗談じゃない。君と二人きりだなんて、考えただけで頭が痛くなる」


　ずいぶん失礼な言い草だ。マナーのお勉強が必要なのは、アルフレッドのほうじゃないのか。それとも、オレは動物だから、気を遣つかわなくていいことになってるとか。


「でも、家族はいないんだろう？」


「家には住み込みのメイドや料理人がいる。そして、君のために家庭教師がひっきりなしに家に現れる。君と二人きりになることは、あまりない」


「よかった！」


　思わずホッとした声を出したら、アルフレッドににらまれた。


「それは、こっちのセリフだ」


　オレとアルフレッドのやり取りを聞いていた北沢さんは明るく笑った。


「陸様と会話なさってるときは、いつもの社長とは違うんですね」


「どう違うと言うんだ？」


「陸様のペースにハマっておられます。私は社長とまだそれほど長くお付き合いをしているわけではありませんが、社長は感情をあまりお出しになられない方なので、元々、そういう方なのかと思っておりました」


　そういえば、最初会ったときは、ただ冷たいだけの人って感じだったよな。それが、オレの顔を見れば、なんだかんだと絡からんでくるし……。


　アルフレッドは北沢さんの指し摘てきに、顔をしかめた。


「私は子供が嫌きらいなんだ。礼儀知らずでワガママでうるさい。自分のペースを乱されて困る。……君はもう家に着くまで一言も喋しやべるな」


　オレに喋るのを禁止すると、アルフレッドは窓のほうを向いてしまった。


　なんだよ、ワガママなのは、そっちのほうじゃないか。大人として立派に仕事をしてる人だっていうのは判わかるけど、オレにあんまり説教できない人なんじゃないかな。


　それでも、オレはこの人を頼たよって、ここに来たんだし……。


　いや、オレの面めん倒どうを見たいと言ってくれたのは、アルフレッドのおじいさんだ。その人が日本に来るまでの我慢だよ。そして、それまでに、オレはおじいさんに会っても恥はずかしくないような男になるんだ。


　少なくとも、食事のマナーだけはマスターしたい。


　オレはじいちゃんと暮らしていたから、アルフレッドのおじいさんのことは何も知らないけど、おじいさんってだけで、すごくいい人のように思えてくる。


　それに、会ったこともないオレを引き取って面倒見てくれるっていう人が悪い人のはずはない。きっと、とってもいい人なんだよ。


　オレのイメージとしては、サンタクロースみたいな人かな。


「ねえ、アルフレッドのおじいさんって、ヒゲを生やしてる？　サンタクロースみたいな真っ白なヒゲ」


　途と端たんに、アルフレッドは苛いら立だたしげな目をこちらに向けた。


「君は……！　今、喋るなと言ったばかりだろう？」


「あ、そうか」


　北沢さんは笑いを嚙かみ殺しているらしく、肩かたを震ふるわせていた。








　しばらくして、車は住宅街へと入っていく。


　高層ビルを眺ながめるのは楽しかったけど、それとはまた違う風景がめずらしくて、オレは窓の外に釘くぎ付づけ状態だった。


　よく判らないけど、すごく大きな家が建ち並んでいるんだ。まるで外国の城みたいな家ばかりで、圧あつ倒とうされる。昨日からたくさんいろんなものを見ていて、もうこれ以上のめずらしいものはないかと思っていたが、そうじゃないみたいだ。


　アルフレットが言ったように、オレは今まですごく狭い世界にいたんだな。


　やがて車はひときわ立派な門の前で停とまった。


　北沢さんが何かリモコンのようなものを操作すると、門が自動ドアみたいにスライドして開いていく。


　こんなの初めて見た。都会ではみんな、こういう門を家につけてるのかな。


　門の中は広々としていて、車が通れるくらいの道が一直線に続いていた。道の両側には手入れされている木々があって、道のずいぶん向こうに家……というか今まで見た家よりも、もっとお城みたいなお屋や敷しきが見える。


　車はそのまま門の中に入っていき、お屋敷の玄げん関かんの前で停まった。


「……ここがアルフレッドの家？」


「そうだ。降りるぞ」


　アルフレッドはさっさとドアを開けて降りるから、オレもあわてて降りる。玄関といっても、いかめしい雰ふん囲い気きのする頑がん丈じような扉とびらで、何やら装そう飾しよくが施ほどこされていた。


　オレ、マジでこんなところに住むのか……？


　外観や玄関を見ただけで尻しり込ごみするのは情けないが、自分が暮らしていたじいちゃんちや、叔お父じさんちとはあまりにも違ちがいすぎて、こんなところでどうやって生活するのか、想像もできなかった。


　こんなお屋敷じゃ、みんな、あの広島のホテルみたいな暮らしをしてるんだろうか。


　オレは部屋のベッドや、バス・トイレ、それからフォークやナイフを使って食べる料理なんかを思い浮かべた。


　でも、アルフレッドはアメリカの人なんだし、そういうことは考えられる。というか、アルフレッドにしてみれば、それが普ふ通つうの生活なんだろう。


　オレ、一日に一度は魚を食べないと落ち着かないんだけど……。それから、一日に何度も海の匂においを嗅かがないと生きてる気がしないんだけど。


　そんな生活、とてもここでは望めそうになかった。


　オレは本当にここで暮らしていけるんだろうか。なんだか不安で仕方がない。


　扉が開き、中から人のよさそうなおばさんが出てくる。


「お帰りなさいませ、旦だん那な様」


　旦那様って……アルフレッドのこと、だよね？　ということは、この人はここで働いてる人なんだろうな。エプロンをしてるし、お手伝いさんなんだろうか。


　オレはなんかもうビックリして、アルフレッドの顔を見上げた。


「ただいま、登と紀き子こさん。私の留守に何もなかったかな？」


　アルフレッドは女の人には優やさしいみたいだ。オレに対するのとは違う態度で、『登紀子さん』に微ほほ笑えみかけた。


「はい、旦那様。北沢様からご連れん絡らくがあったとおりに、ちゃんとご用意しておりますよ」


「それはご苦労様。……紹しよう介かいしよう。この子がこれからここで暮らすことになる高宮陸。私の祖父が引き取ることになった子だ」


　登紀子さんはオレににっこり微笑んで頭を下げた。


「陸様、私はお手伝いの平ひら野の登紀子でございます。これから陸様のお世話も致いたしますので、よろしくお願いします」


　この人も、北沢さんみたいに『陸様』って呼んでる。オレはただの居い候そうろうなのにな。


　オレはアルフレッドがにらんでるのが判って、あわてて頭を下げた。


「高宮陸です。よろしくお願いします。あの……オレも登紀子さんって呼んでいいですか？」


「もちろんです」


「……できれば、オレもさん付けがいいなあ。なんなら呼び捨てでもいいけど」


　登紀子さんは大げさに両手と首を同時に横に振ふった。


「呼び捨てなんて、とんでもないです。私はここのお手伝いで、陸様は旦那様のご家族同然ですし」


「私はこんな山ザルと家族になりたくはなかったがな」


　アルフレッドは冷ややかにオレを見て言った。


「オレだって、あんたと家族なんかになりたくないよっ。あんたのおじいさんはきっと好きになると思うけど」


　アルフレッドは驚おどろいたように眉まゆを上げた。


「会ったこともないのにか？」


「だって、オレをわざわざ引き取って教育してくれるんだろ？　いい人に決まってる！」


「……まあ、確かに祖父はいい人だろうな。いや、人がいいと言うべきか。縁えんもゆかりもない、ただの昔の恩人の息子むすこを引き取ろうというのだから」


　アルフレッドはトゲのある言い方をした。ひょっとして、アルフレッドはおじいさんのことが嫌いなのかな。


「まあまあ。社長、中に入ってお話になったらいかがですか？　いつまでも陸様とじゃれてないで」


　北沢さんは車のトランクから荷物を出しながら声をかけた。


　じゃれてないでって、猫ねこじゃないんだからさ。


　案の定、アルフレッドもムッとしたような顔をしている。が、北沢さんにそれをぶつけるのはやめにしたみたいだ。登紀子さんが傍そばにいるからかな。


「……おいで。不本意ながら、君はここの住人になるわけだから、一刻も早くこの屋敷の習慣を覚えてもらわなくてはね」


　それでも一言チクッと嫌いや味みを言わなければ気が済まない性格なんだろうなあ、アルフレッドってさ。


　屋敷の中に入ると、登紀子さんがスリッパを出してくれる。


「よかった！　アルフレッドはアメリカ人だし、ホテルみたいに靴くつのまま上がるのかって思ってたから」


　そりゃあ、居候だから、ワガママなんて言えないけど、靴のまま家の中に上がるのは、なんとなく苦手だ。だいたい、家の中って感じがしなくてくつろげないじゃないか。


「君のためにこういう造りにしたわけじゃない。祖父の希望だからこうしたまでだ」


「アルフレッドのおじいさんって、日本に住んでたの？」


「いや、祖父はただの日本贔びい屓きだ。何度も日本に来ては、いろんな場所を観光してきたようだ」


「そのときに、うちの父さんと会ったんだよね。恩人って、父さん、アルフレッドのおじいさんに何したの？」


　オレの質問に、アルフレッドはじろっとにらんだ。


「私は知らない。そんなことは祖父が来てから聞けばいい」


　すぐ機き嫌げんを悪くするんだからなあ。大人のクセに我が慢まんが足りないよ。


　そう思ったが、さすがにそれを口に出したら、アルフレッドの機嫌はもっと悪くなるだろうから黙だまっておく。何しろ、オレはここの居候になるわけだし、ご機嫌そこねて得なことは何もない。


「北沢。荷物を片付けておいてくれ」


「はい」


「陸、キョロキョロせずに私についてきなさい」


　なんだかオレがイメージする普通の家とは違うから、ついキョロキョロ見回したくなってくるんだ。


　玄関の前がやたらと広いスペースになっていて、そこから幅はばの広い階段が二階へと続いている。その階段は絨じゆう毯たんが敷しいてあって、手すりには装飾が施してあり、壁かべには大きな絵がかけてあった。


　アルフレッドがその階段を上っていくから、オレもあわてて後を追う。


「まず、君の部屋から案内しよう」


「オ、オレの部屋？　って、もしかして、オレ一人の部屋ってこと？」


「普通そうだろう？」


　アルフレッドは怪け訝げんな顔をしてオレを振り向いた。


　でも、オレは今まで自分の部屋なんか持ったことはなかったんだ。じいちゃんちは狭せまかったし、叔父さんの家だと、いとこが三人もいたから、自分一人の部屋なんか持てなかった。


　そもそも、オレは居候だったし、それで不満もなかったわけだけど……。


　アルフレッドは二階の一番奥のドアを開く。


「ここが君の部屋だ」


　オレはアルフレッドが開けたドアの中を覗のぞき込んだ。


「えっ、ここ全部、オレの部屋？」


　それにしちゃ、えらく広い。叔父さんちの茶の間と仏間と台所を足したくらいの広さがあって、ベッドと小さなソファとテーブル、それから大きな木の机、立派なガラス戸がついた本ほん棚だながあった。


「あの……何かの間ま違ちがいなんじゃ……」


　オレはアルフレッドの顔を恐おそる恐る見た。


「……どうして間違いだと思うんだ？　私が用意した部屋を間違えるはずがないだろう？」


　アルフレッドはムッとしたような表情になって、そう言い返す。


「あ、そうじゃなくて……。あんまり広いから。オレ、居候だし、こんな立派な部屋を用意してもらわなくてもいいし。物置とか、納な屋やとか、そんなところでいいから」


　アルフレッドは目を見開いて、オレの顔を見つめた。それから、ふっと笑う。一いつ瞬しゆん、目が優しくなって、オレはハッとした。


　アルフレッドがそんなに優しい顔をするなんて、思わなかったからだ。


　オレは自分を見つめる薄茶の瞳に、何故だかドキドキしてしまった。変なの。


　アルフレッドはオレを見つめたまま、諭すような口調で言った。


「いくら居候だからといって、物置なんかに押し込めたりしない。私が君にそんな仕打ちをしてると知ったら、祖父に叱しかられてしまう」


「だって……」


「だいたい、君は居候じゃない。まあ、私も君に対していろいろ言ったが、祖父が君を引き取ると言った以上、家族のようなものだ。だから、君はこの部屋を使う権利が……そして、この屋や敷しきの中で家族同様に振る舞まう権利がある」


　アルフレッドはオレの肩かたを抱だいた。


　オレはアルフレッドに触れられて、一瞬ドキッとする。それはアルフレッドの雰囲気が、まだ優しいままだからなのかな。


「さあ、君の部屋に入ろう」


　オレはアルフレッドに肩を抱かれたまま部屋に足を踏ふみ入れた。


「絨毯、ふかふかだあ……」


　部屋に入って、一番の感想はそれだ。こんな雲の上を歩くような絨毯なんて、オレは今まで見たことも踏んだこともなかったんだ。


　この絨毯なら、寝ね相ぞうが悪くてベッドから転げ落ちたとしても大だい丈じよう夫ぶかもしれない。


　昨日、ホテルに泊とまったとき、部屋が豪ごう華かでビックリしたけど、こっちのほうがより豪華に見えた。物の値段なんか判わからないが、ベッドにしろ、机にしろ、やけに重量感があって、高価そうに見えたからだ。


　本当にオレ、こんなところで生活していいのかな……？


　でも、それを口にするのはやめにした。アルフレッドがいいと言ったんだ。オレはここで精せい一いつ杯ぱいの勉強をすればいい。


「君はこの部屋にふさわしい人間ならなければいけない」


「うん……じゃなくて、はい」


　オレは素す直なおにそう答えた。


「あれがクローゼット。君の服はそこに入っている。机の引き出しの中には勉強に必要なものも用意している。後でゆっくり確かく認にんしてみて、他ほかに何かいるものがあれば、登紀子さんに言いなさい」


「他にいるものなんて……これだけで充じゆう分ぶんだよ」


「まあ、今の君はそう思うかもしれないが……。もう少し君の世界が広がれば、欲しいものも出てくるかもしれない」


　アルフレッドはオレの肩から手を離はなし、窓辺に近づいた。そして、なんだか気取った形の長細い窓を開く。


「おいで。ここから庭が見える」


　窓の外はバルコニーだった。オレはアルフレッドと共にバルコニーに立ち、目の前に広がる庭を眺ながめた。


「すごい……！」


　広いのは判っていたけど、それ以上に綺き麗れいだったんだ。庭の木が整然と並べられ、手入れされている。上から見ると、まるで迷路か何かの幾き何か学がく模様みたいに見えた。


　確か、外国のお城の庭がこういう感じじゃなかったかな。テレビで見たことあるよ。


「日本じゃないみたい……」


「おとぎの国みたいだろう？」


「えっ……？」


　オレの耳に届いた言葉が聞き間違いなのかと思って、聞き返してしまった。


　だって、アルフレッドが『おとぎの国』とかいう言葉を使うとは思わないじゃないか。


「いや……なんでもない」


　アルフレッドは咳せき払ばらいをして、ごまかしてしまった。ということは、オレの聞き間違いじゃなかったってことかな。


「あの……おとぎの国って？」


「なんでもないと言ってるだろう？」


「はあ……」


　あんまり突つっ込むと、またアルフレッドが怒おこり出しそうだから、オレは引き下がった。せっかくさっきまで優しかったのに、元のアルフレッドに戻っちゃったな。


「さあ、他の部屋を案内しよう」


　アルフレッドが部屋を出ていくから、オレもあわてて後を追う。


　屋敷の中は部屋もたくさんあったが、その部屋のひとつひとつが広くて、とにかくビックリした。アメリカ人って身体からだが大きいから、きっと広い部屋が必要なんだね。


　一階にはまるでパーティーでも開けそうな大広間があった。そして、そこの広い窓からは中庭が見えている。中庭には噴ふん水すいがあって、ここにもロマンティックな雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。


　それから、このお屋敷で働いている人達を紹しよう介かいしてもらった。


　まず、メイドさんがたくさんいる。そりゃあ、掃そう除じするだけでも大変なお屋敷だけど、なんでそんなにメイドさんがいっぱい必要なのか、オレにはあんまり判らなかった。登紀子さんはメイド頭がしらみたいな立場の人で、アルフレッドがいちいち関かん与よしない家の中の細かなことは登紀子さんが仕切ってるみたいだった。


　そして、料理を作るシェフ。それから、庭の管理をする人。そして、ガードマンまでいた。


　そのほとんどの人が住み込みで、この広い屋敷の中はアルフレッドの家族じゃない人でいっぱいだ。けど、そう思うと、オレ一人で居い候そうろうって感じじゃないから、すごく気が楽になる。それに、一いつ緒しよの家で暮らすんだから、みんな、家族同然ではあるよね。


　この屋敷の中でちゃんと暮らしていけるか不安だったけど、これなら、なんとかやっていけそうな気がする。


　それに、みんな日本人だし。アルフレッドも日本語を喋しやべるけど、根本的にはアメリカで暮らしてた人だから、習慣や考え方が違うと思うんだ。そもそも、アルフレッドに言わせると、オレは山ザルらしいから。でも、日本人がいっぱいいるって思ったら、なんだか気が楽になってくる。


　もちろん、立派な仕事ができるような男になるっていう目標のことは忘れてないけどさ。急激に違う環かん境きようで過ごすのは、やっぱりつらいよ。


「そういえば、アルフレッドは会社に行かなくていいの？」


　オレが尋たずねると、アルフレッドはちょっと眉まゆをひそめた。


「昨日、今日は休みを取っている。といっても、本社会長の命令だから、本来なら仕事の範はん疇ちゆうなわけだが……」


　いくら会長といっても、自分の祖父の頼たのみだから、休みを取って、オレを迎むかえにいったわけだ。


「それにしても、もしオレがついていかないって言ったら、アルフレッドはあのまま帰ってた？」


「そういうわけにもいかなかっただろう。祖父の頼みだからな」


　なのに、二時間で帰るなんてオレを脅おどしたのか。なんて性格悪いんだろう。って、今いま更さらかな。


「さて……。そろそろ時間かな」


「時間って？」


「君の家庭教師の一人が来る時間だ」


　アルフレッドはなんだか妙みように嬉うれしそうな顔をして言った。








　家庭教師は全部で五人いた。普ふ通つうに五科目教えてくれる先生が一人ずつだ。


　時間をずらして、この五人が次々にやってきて、紹介ついでに今の学力を測るテストをされた。アルフレッドがなんで嬉しそうな顔をしたかというと、そのテストでオレが頭を抱かかえることが予想できたからだろう。


　アルフレッドの予想どおり、オレの学力はなんだかとんでもなく低いレベルだったらしくて、テストの結果を見て、どの先生も渋しぶい顔をしていた。中学時代、何を勉強してきたのかと叱しかられたが、卒業してもう半年にもなるから、そんなこと覚えてなんかいない。


　だいたい、オレは勉強が嫌きらいだったし、そんなことするより、じいちゃんの手伝いをしていたほうが楽しかったからだ。


　アルフレッドは先生達に、なんとか来年高校に入学できるくらいにまでオレを鍛きたえてほしいと言った。


　そうだよな。高校に行くにはまず試験があるもんな。


　それを考えると、今からものすごく頑がん張ばらないといけないってことに気がついて、オレは暗くなった。いや、ホントにこんなレベルで高校に入れるのかって思って、自信がなくなってきたんだ。


　先生達がみんな帰った頃ころには、もう夕方になっていた。


　北沢さんはオレのために明日からの時間割をパソコンで作って、部屋まで持ってきてくれた。驚おどろいたことに、北沢さんもこの屋や敷しきに住んでいたんだよ。アルフレッドとそこまで顔を突き合わせてなきゃならないなんて、気の毒だよね。


「明日から大変ですね」


　北沢さんに言われて、改めてオレは時間割に目を通す。確かに、朝から夕方までみっちりと勉強の時間で詰つまっていた。いや、正確に言うと、五科目の勉強の他ほかに、マナーや英会話やダンスの勉強の時間まであった。


　ダンスっていっても、社交ダンスらしい。このオレが社交ダンスだよ？　なんの役に立つのか、よく判わからないけど、アルフレッドには運動を兼かねてしっかりやるようにと言われた。


「大だい丈じよう夫ぶかな、オレ……」


　思わず不安を洩もらすと、傍そばにいたアルフレッドににらまれてしまった。


「ここまで面めん倒どうを見てやるんだ。君には頑張ってもらわないといけない」


「判ってるよっ。ただちょっと不安になっただけじゃないか」


「その元気を勉強中にも発揮してもらいたいもんだな」


　アルフレッドは、オレが先生に質問されてもしどろもどろで答えられなかったことを皮肉っている。


　オレはこんな奴やつに馬ば鹿かにされないためにも、頑張るぜっ。というか、ともかく頑張るしかオレには道が残されてないんだから。


　島から出てきた以上、オレは挫ざ折せつなんかできないんだ。


「高校に入って、少し落ち着いてきたら、もっといろんなことを教えてやろう。君には一いつ般ぱん教養が足りないみたいだしね」


　アルフレッドは嫌いや味みたっぷりと言った。


「どうせ山ザルだもんな！」


「自分でも判ってきたか。いい傾けい向こうだ」


「あんたがそう思ってるってことが判っただけだ。別にオレは山ザルじゃないよ」


「自覚がまだ足りないな。まあ、君がこれからの勉強によって、どれほど人間に近づいてくるのか、私はとても楽しみだ」


　そんなやり取りをしていると、北沢さんがクスッと笑った。


　どうやら、またじゃれてると思われたらしい。アルフレッドは咳払いをして、時計を見た。


「そろそろ夕食の時間だな。食堂に行こう。君のまたあの素す晴ばらしいテーブルマナーが見られるかと思うと、私は嬉しいよ」


　オレはそれを聞いてガックリきた。


　何な故ぜかというと、朝食も昼食も、オレはナイフやフォークを上手うまく扱あつかえなくて、さんざんだったからだ。アルフレッドに口やかましく注意されたこともあったが、それ以上に、慣れないもので食事をしないといけないのがつらかったんだ。


　それに、食事自体も、オレが食べ慣れないものばかりでさ。ご飯に味み噌そ汁しるに魚が食べたい……なーんて言っても、アルフレッドは聞き入れてくれないだろうな。


　一階の食堂には大きなテーブルがある。そこにセッティングされた席にオレ達は腰こしかけた。目の前にフォークやナイフやスプーンが並べてあって、見ただけで眩暈めまいがしてきそうだ。


「北沢さん……。たまには和食が食べたくなるときってない？」


　アメリカで育ったアルフレッドに訊きいてもしょうがないから、北沢さんに訊いてみる。


「ああ、もちろんたまに和食は出てきますよ」


「本当っ？」


　だったら、息いき抜ぬきができるな。こうして洋食ばっかり食べさせられたら、いくらおいしいものでもちょっとね。


　だが、喜びも束つかの間ま、横からアルフレッドが口を出してくる。


「ただし、君がナイフやフォークの扱い方がもう少し上手くなるまでは、和食は出てこない」


「えーっ？　そんなのひどい」


　なんでそう、人の楽しみを奪うばうかな。そりゃあ、もう少し上手くならなきゃいけないとは思うけどさ。たまには食べる楽しみを与あたえてほしいのに。


「それに、一口に和食と言うが、君は和食のマナーは完かん璧ぺきなのか？」


「う……」


　オレは答えに詰まった。


　和食のマナーなんて考えたこともないよ。そんなの、あったのかな。ただ「いただきます」と言って、食べるだけじゃダメなんだろうか。


　アルフレッドは溜ため息いきをついて首を横に振ふった。


「まあ、君に期待はしていないけどね」


「そ……そう言うアルフレッドは箸はしを使えるのかよっ？」


　逆ぎやく襲しゆうしようとしたが、アルフレッドは自信満々な様子で答えた。


「もちろんだ。日本で暮らす以上、箸が使えないなんて、そんな無様な真ま似ねができるものか」


　そ、そうか。箸が使えないって、無様なのか……。


　少なくとも、アルフレッドの美学としてはそうらしい。


「そもそも、君はまともに箸が持てるのか？」


「箸くらい、日本人なら誰だれだって持てるさ」


「いや、正しい箸の持ち方ができるのかと訊いてるんだ？」


　再びオレは黙だまり込むことになる。


　そういえば、オレの箸の持ち方はおかしいって、友達に指し摘てきされたことがある。じいちゃんは、食えればいいって言ってたし、今までそれで不便を感じたことはないから、ずっとそのままなんだ。


　やっぱり、よくないのかなあ。


　ちらっとアルフレッドの顔を見ると、溜息をつかれてしまった。


「やれやれ。君を教育するのは大変そうだな」


「やりがいがあっていいじゃありませんか。陸様はいずれ社長のいいパートナーになってくれますよ」


　北沢さんは横からオレのフォローをしてくれる。


　オレがアルフレッドのいいパートナーになる？　それって、仕事上のってことだよな。そんな日が来るんだろうか。というか、そんな日が来たら来たで、ずっとアルフレッドに文句を言われ続けてなきゃならないような気がする。


　なんとなく、オレとアルフレッドの相あい性しようって悪そうだから。


　やがて食事が運ばれてきて、オレはアルフレッドに細かく注意されながら、食事をした。どうでもいいけど、小言を言われながらの食事って、なんか食べた気がしない。注意する側のアルフレッドは妙みようにイキイキとしてるのは何故なんだろうね。


　でも、昨日に比べると、ナイフとフォークの使い方は上手くなってきたような気がする。その点は、アルフレッドも『少し』褒ほめてくれた。


　食事が終わった後、コーヒーを飲みながら、アルフレッドは言った。


「この後は君の好きにしていい。テレビが見たいなら、ファミリールームにある。まあ、あまり夜よ更ふかしはしないように。起き床しよう時間は六時だ。起きたら身み支じ度たくをして、ここに降りてくること。判ったね？」


「はい」


　自じ慢まんじゃないが早起きは得意だ。なんたって、漁師見習いだったんだから、六時なら遅おそいくらいだ。


「ああ、もちろん風ふ呂ろは入ること。不潔なのは許さないから、そのつもりで」


　アルフレッドは意味ありげにオレの顔を見た。


　途と端たんに、昨夜のことを思い出す。無理やりシャワーブースに入れられて、身体からだを洗われ……挙あげ句くにエッチなことまでされたんだっけ。


「……はい。絶対風呂に入ります！」


　オレは思わず宣言してしまった。そうしないと、なんかまた同じ目に遭あいそうで怖こわかったんだ。


「あ、でも、風呂場はどこにあるの？　オレ、聞いてないんだけど」


　屋敷の中を案内されたけど、その中には「ここは風呂場だ」っていうのはなかったような気がする。


「君の部屋に、君専用のバスルームや洗面所がついている。ドアがあるから、ちゃんと判ると思うが」


「えっ、オレ専用？　まるでホテルみたい……」


　そんな家があるなんて、考えたこともなかった。


「言っておくが、日本式の風呂ではないからな。浴よく槽そうの外で身体を洗わないように」


「えっ、じゃあ、どこで洗えばいいの？」


　途端にアルフレッドは眉まゆをひそめた。


「昨日のホテルみたいになってる……とか？」


　オレは見てないから判わからないけど、当てずっぽうに言ってみた。


「いや……。君のところはバスタブの中でシャワーを浴びるようになっているから……」


「中でシャワー浴びる……の？」


　どういう造りになってるんだろう。オレはわけが判らなくて、途と方ほうに暮れてしまった。


「……判った。後で使い方を教えてやろう」


　アルフレッドはあきらめたように言ったけど、それはそれで困る。


「えっと、使い方を口で教えてもらうだけでいいです」


「もちろんだ。昨夜みたいなことはしない」


「昨夜みたいなことって、何かあったんですか？」


　北沢さんがニコニコしながら口を挟はさんでくる。アルフレッドは都合が悪いときにする咳せき払ばらいをして、北沢さんに答えた。


「いや、大したことじゃない。昨夜、シャワーの使い方を教えたときに、ちょっとトラブルが起こっただけだ」


　オレにとっては大したトラブルだったよ。男にあんなことされるなんて……。いや、相手が女の人だったら、もっと大問題なわけだけどさ。


　その後、オレはアルフレッドに『口でだけ』バスルームの使い方を教えてもらって、無事、風呂に入ることができた。


　といっても、日本の風呂とはサイズも入り方も違ちがうから、なんだか落ち着かない。やっぱり、ゆったりと風呂に入りたいよなあ。


　叔お父じさんちの風呂場を思い出してしまったが、叔父さんちでは、小さいいとこを風呂に入れるのに忙いそがしかったから、あんまりゆっくり湯船に浸つかってもいられなかったな。


　あの慌あわただしさややかましさを思えば、一人で入れるんだから、まだマシかもしれない。


　それに……。


　島での生活を思い出して懐なつかしがっても、もうどうしようもない。オレは決心してここに来たんだから、一刻も早くここでの生活に馴な染じまないといけないんだ。


　オレは決心を新たにして、スプリングの効いたベッドに横になった。








　翌日から、新しい生活が始まった。


　勉強はむずかしくて、オレは早くも音を上げそうになったが、アルフレッドの嫌いや味みを思い出しながら頑がん張ばることにした。


　それにしても、オレの頭、すごく錆さびついてるみたいで、曲がりなりにも半年前まで学校に通っていたとは思えないくらいだ。先生のほうがあきらめて、小学校の教科書を持ってくるなんて言ってるし。


　オレ、そんなに馬ば鹿かだったんだ……。


　これで高校なんかに入れるんだろうか。毎日、山のように宿題を出されるし、早くも息切れ状態になってくる。


　ダメだ。ダメだ。そんなに弱気になっちゃ。オレは頑張るんだから。


　アルフレッドは先生達から報告を受けていて、一いつ緒しよに食事するときは説教タイムだったりする。もちろんアルフレッドは朝から会社に行ってるし、帰りが遅いこともよくあったから、たまに説教を聞かない日もあるんだけどね。だけど次の日には前の日の分までしつこく説教されたりして。


　アルフレッドって、なんでこんなに口うるさいんだろうな。


　それにしても、勉強のことだけじゃなくて、環かん境きようの変化もあって、オレはなんだか調子が悪かった。それで、昼食を食べてから次の先生が来るまでの休み時間とか、全部の授業が終わった後に、オレは庭を散歩して庭師の山崎さんと話をしたり、メイドさんや登紀子さん達のお手伝いをコッソリしてみたりしていた。


　最初は「お手伝いなんて……」と言われていたけど、気晴らしだからって言って、いろんなことをしている。


　そうじゃないと、なんだか息が詰つまりそうだったんだ。


　友達だっていないし、外に遊びにいくことも許されてないし……だったら、屋や敷しきの中で気晴らしするしかないよね。もちろん、そういうことは全部アルフレッドに内緒にしてもらっている。そうしないと、勉強もせずに何をやっているんだって怒おこられてしまうから。


　オレは庭の隅すみに内緒で小さな畑を作らせてもらった。アルフレッドの部屋からは見えない位置で、あんまり日当たりはよくないけど、見つかったら、これを黙だまっててくれてる山崎さんまで怒られてしまうしね。


　土を耕して、肥料をやって、山崎さんにもらったほうれん草の種を撒まいて、水をやるんだ。やがて芽が出て、だんだん大きくなっていって……。その成長がオレを元気づけてくれるような気もして、一生懸けい命めいに世話をしていた。


　いや、もちろん勉強もオレなりに頑張っている。だから、その合間にちょっとほうれん草の世話をするくらいいいじゃないかって。土いじりしてると、やっぱり心が晴れるんだよね。死んだじいちゃんのこととか、島での暮らしを思い出したりして、懐かしい気持ちになってくる。


　そんなある日、オレは国語の先生にものすごく怒られた。日本語すら理解できないのかって言われて、悔くやしい反面、落ち込んでしまったんだ。


　確かに、オレは漢字に弱いし、文法なんてよく判らない。もちろん英語も全然って感じだし、社会は覚えられないし、数学だって……。理科はわりと好きだけどね。


　こんなことで、オレはホントに高校に行けるんだろうか。アルフレッドはオレをけっこうレベルの高い学校に入れようとしてるみたいだけど、このままだと、かなりレベルを落とさないとダメみたいなんだ。


　それでも、試験に受かればいいほうだし……。


　夕方、授業が全部終わってから、オレはほうれん草に水をやりながらも、ずっとそんなことばかり考えていた。


　自分では頑張ってるつもりでも、まだ頑張りが足りないのかな。でも、これ以上、どうやったらいいんだろう。


　オレは裏庭のほうに植えられている木に登った。


　島にいるときも、何か悩なやみがあるときは、こんなふうに高い木に登って、いろいろ考えた。木の上から下を見下ろすと、小さなことで悩んでいたのが馬鹿馬鹿しくなってくるんだ。


　だけど、登ってみても、心は晴れなかった。島だったら、背の高い木に登れば、海まで見み渡わたせた。いや、海の向こうにある他ほかの島まで見えた。けれども、ここではただ家並みが続くだけなんだ。


　海に行きたい。潮の香かおりが嗅かぎたい。


　オレはなんだか悲しくなってきて、涙なみだが出てきてしまった。


　決心して島を出てきたくせに、先生に怒られたくらいで泣くなんて、すごく馬鹿馬鹿しいことだって思う。でも、どうしても涙が止まらない。


　夕日が落ちていくのを眺ながめながら、オレはなかなか木から下りられなかった。こんなふうに落ち込んでる自分を、誰だれにも見られたくなかったからだ。登紀子さん達はすごく優やさしくしてくれるけど、オレだって男だから、弱気になってるところなんて見せたくない。明るく笑ってる顔だけしか見られたくないんだ。


　ふと気がつくと、オレは誰かに名前を呼ばれていた。


　登紀子さんの声……？　いや、登紀子さんだけじゃなくて、みんな、オレの名前を呼んでいて、どうやらオレを探してるみたいだ。


　何かあったのかな。


　オレは涙を服の袖そでで拭ふくと、あわてて木から下りた。近くにいた登紀子さんが急にオレが木の上から下りてきたから、驚おどろいたみたいだった。


「まあ、陸様！　こんなところにいらしたんですか！」


「ごめんなさい。あの……何かあったの？」


「旦だん那な様がお帰りになられたのに、陸様がどこにもいらっしゃらないから、お探ししてたんですよ」


　ゲッ。アルフレッドがもう屋敷に戻もどっていたのか。いつもだったら、もっと帰るのは遅おそいのに。


　オレは登紀子さんと一緒に屋敷のほうに急いでいると、向こうからアルフレッドの厳しい声が聞こえてきた。


「なんだ、これは！　誰がこんなものを庭に作れと言った？」


　マズイ。アルフレッドにオレの大事なほうれん草畑が見つかってしまった。オレはそっちに走っていくと、アルフレッドに怒られてる山崎さんの姿が目に入った。


「ごめんなさい！　それ、オレが勝手に作ったんだ。山崎さんは悪くない！」


　アルフレッドは厳しい目でオレをジロッとにらんだ。


　今までだって、アルフレッドの機き嫌げんが悪いときにらまれていたけど、それ以上に今のにらみ方には迫はく力りよくがあって怖こわかった。


「君は今までどこにいたんだ？」


「あ……あの……木の上に登っていたから」


　アルフレッドは唇くちびるを歪ゆがめて笑った。


「ほう。山ザルは木登りが得意なわけだ。ひとつ訊きくが、君はなんのためにここに来たんだ？　まさか、野菜を作ったり、木登りするためじゃないだろうね？」


「……はい。ごめんなさい」


　オレは言い返す言葉もなくて、頭を下げた。


「旦那様、陸様は環境の変化に戸と惑まどわれてて……。毎日勉強されているんだから、少しの息いき抜ぬきくらいさせてあげても、いいじゃありませんか」


　登紀子さんはオレをかばうような発言をした。だけど、アルフレッドがそれでオレを許してくれるはずがないと思った。


「いいんです、登紀子さん。オレが悪いんだから」


「そうだ。君が悪い」


　アルフレッドは冷たくそう言うと、溜ため息いきをついた。


「私は今日、国語の先生から君のことで文句を言われたよ。いくら給料を払はらってもらっても、あんなレベルの低い生徒の家庭教師をするのは嫌いやだとね」


「あ……」


　オレはアルフレッドの言葉を聞いて、うなだれた。そこまで先生が怒っていたなんて、知らなかったんだ。


「それで今日は早く帰ってきたんだ。君の決意のほどをもう一度確かめるためにね。それが……こんな畑を作ったり、木登りして遊んでるなんて……」


「ごめんなさい……」


「謝ってもらっても仕方がない。私は君をあれだけの用意をして受け入れ、君の教育のために、あれだけの家庭教師を揃えた。はっきり言って、みんな、一流の予備校の講師だ。それなのに、君はまだ自分の意識を変えられない。島の生活を懐なつかしんでるのか」


　オレはもう何も言えなかった。


「そんなに島に帰りたいのなら、明日、帰るといい。祖父には、君はここの生活が合わなかったと言っておく」


　オレはハッと顔を上げた。


　アルフレッドは本気だ。恐おそろしく冷たい目でオレを見ていた。


「オレ、ちゃんと頑がん張ばるから……」


「もういい。君には失望した」


　アルフレッドはオレに背を向けた。そうして、山崎さんに、明日ほうれん草畑を元どおりにしておくように言うと、屋敷の中に入っていく。


　オレはアルフレッドの後ろ姿を見ながら、どうしたらいいのか判わからなかった。ちょっとくらいの息抜きは必要なんて、オレは勝手に思い込んでいたけど、もっと真しん剣けんに勉強に取り組まないといけなかったんだ。


　今から勉強して、高校に受かるはずがないって、自分で勝手に決めてさ……。


　オレ、どうしたらいいんだろう。今いま更さら、島には帰れない。というか、なんのために決心して、オレはここに来たんだ。


　勉強して、一人前の仕事ができるような立派な男になるためじゃないか。


　アルフレッドはもうオレを帰らせるつもりでいるみたいだし、どうやったら、彼の気持ちを変えさせることができるのか……。


「陸様、お屋や敷しきに戻りましょう。夕食の時間ですよ」


　登紀子さんは、立ち尽つくすオレに優しい声をかけてくれた。


「旦那様はきっとお腹なかが空すいてらっしゃるから、ご機嫌が悪いんです。お食事後にまた改めてお話すると、きっと上手うまくいきますよ」


　そんな単純なものだろうか。アルフレッドは食事前だろうが後だろうが、いつだって機嫌がよくないよ。


　それでも、夕食を食べたら、アルフレッドも少しは落ち着くかもしれないし……。


　オレはそれに賭かけるしかなかった。








　アルフレッドと北沢さんとオレ……三人の夕食の時間は、とてつもなく暗かった。


　当然、アルフレッドはムスッとしてるし、オレはその様子を窺うかがっているし、北沢さんはなんとか場を盛り上げようと、一人でおかしなことを言っていたけど、全部不発に終わっていた。


　食事の後は、アルフレッドはさっさと自分の部屋に戻っていって、取りつく島もなかった。いつもだったら、食事の後にはコーヒーや紅茶を飲みながら、オレをゆっくり説教するのにさ。


「オレ、明日、帰らないといけないのかな……」


　ガックリ肩かたを落として、オレは空になったアルフレッドの席を見ながらつぶやいた。


「風ふ呂ろから上がった頃ころを見計らって、社長の部屋に行くといいですよ。社長は綺き麗れい好きだから、風呂上がりが一番機嫌がいいはず。もちろん陸様も風呂に入っていくこと。そうでないと、部屋には入れないかもしれないですからね」


　北沢さんは新たな作戦をオレに授けてくれた。


　なるほど。入浴後のアルフレッドは機嫌がいいかも。そこを狙ねらって頼たのみ込めば、なんとか最後のチャンスをくれるかもしれない。というか、チャンスをもらえないと、オレは帰らなきゃいけなくなるから。


「オレ、頑張ります！　絶対、ここに残って、勉強しますから！」


「その意気ですよ。私は陸様を応おう援えんしてますからね」


　北沢さんはニッコリ微ほほ笑えんで、そう言ってくれた。


　オレは部屋に戻ると、速そつ攻こうで風呂に入った。そして、思いっきり身体からだを綺麗にして、浴よく槽そうに入にゆう浴よく剤ざいを入れて長い時間浸つかった。自分でもすごくいい匂においがするし、これなら清潔好きのアルフレッドにアピールできる。


　オレは全身、清潔ですって。


　そして、意を決して、パジャマ姿のままアルフレッドの部屋に向かった。


　ドキドキする。ドアを開けてももらえなかったら、どうしよう。


　そう思いながら、オレはドアをノックした。


「……誰だれだ？」


　部屋の中から横おう柄へいな声が聞こえる。


「陸です。あの……お話があります」


　オレの声は緊きん張ちようして震ふるえていた。ここで帰れと言われたら困るんだ。


「入りなさい」


　とりあえず入室の許可をもらったので、ホッとしてドアを開ける。アルフレッドの部屋は書しよ斎さいとリビングとベッドルームの三室に分かれていたが、ここはその内のリビングルームだ。ソファには、パジャマにガウンを羽織ったアルフレッドがゆったりと座っている。


　やった。風呂上がりだ。なんか機嫌よさそうにも見える。テーブルの上にはよく判らないけど洋酒のビンが載のせてあって、アルフレッドはグラスを手にしていた。


　オレは近づいていって、アルフレッドに向かって頭をガバッと下げた。


「今までのことはすみませんでしたっ。心を入れ替かえて頑張りますから、島に帰るのだけはどうか許してくださいっ」


　これでオレの気持ちが通じるのかどうか判らなかったが、とにかく今のオレには頭を下げて、アルフレッドに許しを乞こうことしか方法がなかったんだ。


「……頭を上げなさい」


　静かな声に引かれるように、オレは頭を上げた。


　アルフレッドは決して怖こわい顔も厳しい顔もしてなかった。それどころか、優やさしい目をして、オレを見つめているような気がした。


　いや、それはホントにオレの気のせいかな。だって、あれだけアルフレッドは怒おこっていたんだ。いくら食事をして、大好きな風呂に入ったからって、こんなにすぐに怒いかりが解けるとは思えなかった。


「ここに座りなさい」


　アルフレッドは自分の隣となりに座るように、オレを促うながした。


　と、隣……？


　テーブルを挟はさんだ向かい側にもソファはあるのに、どうして隣なんだと思ったけど、アルフレッドの指示には逆らえない。オレは逆らわずに、彼の隣に遠えん慮りよがちに腰こしかけた。


「そんな格好で寒くはないか？」


「え？　別に……」


　なんでアルフレッドが急にそんなことを言い出したのか、オレにはよく判らなかった。けれども、アルフレッドはまるでオレを寒さからかばうみたいに、オレの肩に手を回した。


　別に寒いとは思っていなかったオレだけど、その優しい仕草に、オレは少しホッとする。


　アルフレッドに、「君には失望した」と冷たく言われたときには、見捨てられたという感じがして、オレはもうどうしていいか判らなくなった。それを思い返すと、アルフレッドがこんなふうに体温を感じられるほど近くにいて、穏おだやかに接してくれるのは嬉うれしい。


　でも、アルフレッドはどうして何も言わないんだろう。肩を抱だくだけ抱いて、許すとも、なんとも言ってくれない。


「あの……今オレが言ったこと……」


　オレは痺しびれを切らして、そっと切り出してみた。


「そうだね。いきなり島に帰れだなんて、私も少し言いすぎた」


　アルフレッドの声はいつもより落ち着いていた。これなら大だい丈じよう夫ぶだろうか。オレは恐る恐る尋たずねてみた。


「じゃあ……帰らなくてもいい？」


「もちろんだ」


　アルフレッドはオレの肩に回した手に力を込める。


　それが、なんだかオレを元気づけてるような仕草に思えて、オレは心の中があったかくなったような気がした。


「オレ、もう馬ば鹿かなことしない。絶対、頑がん張ばるから……」


「君はやればできる子なんだよ。私はそう信じている」


　めずらしく、アルフレッドは優しい言葉をかけてくれた。でも、「失望した」って言ったってことは、オレに少しは期待してくれてたってことだよな。いつも口うるさく嫌いや味みなことばかり言っていたけど、本当はこんなふうに優しい部分もあったんだな……。


　オレは自分からアルフレッドのほうに身体を寄せた。


　今なら、オレのこと、山ザルなんて言って、馬鹿にしたりしないだろうから。


「オレ、最初から高校なんて無理って思ってた。でも、やればできるんだ……よね？」


「ああ。もちろんだ」


　アルフレッドはオレの髪かみを優しく撫なでた。


　まるで、死んだじいちゃんみたいだ。父さんや母さんも生きていた頃は、こんなふうに撫でてくれたかもしれないけど、残念ながら、あんまり記き憶おくにない。家族といえば、オレにとってはじいちゃんで……だから、今のアルフレッドはオレの本当の家族みたいに思えた。


　でも、なんで急にこんなに優しくなったんだろう……。


　アルフレッドは手にしていたグラスの中身を飲んだ。


　あ、これだ。酒を飲んでるからだ。叔お父じさんも酒を飲むと、やたらと気が大きくなって、小こ遣づかいをやるとか言い出してたもんな。それで、酔よいが覚めたら、全部、忘れてるんだよ。


　じゃあ、もしかしたら、帰らなくてもいいって自分が言ったこと、アルフレッドも朝になったら忘れていたりして……。


　まさかと思いつつ、オレはそうじゃないとも言い切れなかった。


　だって、こんな優しいアルフレッドなんて、おかしいじゃないか。


「あの……あのっ、朝になって、急に島に帰れって言わないよね？　そんなこと言われても、オレは絶対帰らないからねっ」


　オレはアルフレッドにしがみつきながら言った。


「帰らなくていい。本当は、君が屋や敷しきにいてくれると嬉しいんだから」


　オレは胸がドキンとした。


　これはアルフレッドの本音……なのかな。酒に酔っての戯ざれ言ごとじゃなくて、本当に思っているから、ポロッと出てきた言葉なんだろうか。


　だったら、嬉しい。


「本当に……？　本当に、オレがここにいると嬉しい？」


　オレは顔を上げて、尋ねてみた。


　アルフレッドはオレの頰ほおに手を当てて、微ほほ笑えみかける。


「ああ。もちろんだよ」


　これが本音なのかどうかって、オレには見分けがつかなかったけど、もしアルフレッドの酔いが覚めて、今までどおりに冷たいことを言ったとしても、なんだか許せそうな気がした。


「陸……」


　アルフレッドはオレの頰をゆっくりと撫でた。


「君は可愛かわいい」


「え……？」


　いきなり可愛いと言われて、オレは戸と惑まどった。サルみたいに可愛いとかなのかな。たぶん。


「可愛いと言ったんだよ。初めて会ったときから、可愛いと思っていたんだ」


「あ……うん。ありがとう」


　お礼を言うのも変かなと思ったけど、一応、褒ほめられたみたいだから、そう言ってみる。


　それを聞いたアルフレッドは、オレの目を見つめながら、にっこり微笑んだ。いつもこんなふうに微笑んでくれたら、アルフレッドの言うことをなんでも聞くのにな。


　いっそのこと、毎日、アルフレッドに酒を飲ませようかな。そうしたら、いつもこんなふうに優しくしてくれるかもしれない。


「アルフレッド……」


「アルと呼んで」


「ア、 アル……？」


「そう。君のアルだ」


「オレの……？」


「そして、君は私の大事な陸だ」


　なんだか、わけの判わからないことを言い出してきたぞ。もしかして、これから、アルフレッドは暴れだしたりして。


　早く自分の部屋に戻もどったほうがいいかな。だけど、まだこの温ぬくもりを手放したくない。オレは優しいアルフレッドの傍そばにずっといたかった。


「アル……は酔ってるんだろう？」


「そうかもしれない。たぶん君に酔ってるんだよ」


　アルフレッドはオレにグラスを差し出した。


「飲むかい？」


「えっ、オレは未成年だし」


「じゃあ、私が飲ませてあげよう」


　謎なぞの言葉を言うと、アルフレッドは自分のグラスの中の液体を飲んだ。と思ったら、オレに顔を近づけてきたんだ。


「ん……」


　噓うそっ。


　アルフレッドがオレにキスしてる？


　呆ぼう然ぜんとしていたら、何かの液体がオレの口の中に流し込まれていく。ああ、これって、酒の口移しなんだ。


　オレの口からこぼれた酒が少し顎あごを伝う。だけど、それを気持ち悪いと思う余よ裕ゆうもなかった。


　だって、酒と同時に、アルフレッドの舌も一いつ緒しよにオレの口の中に入っていたからだ。


　まるで、もう一度、酒を味わうように、オレの舌に自分の舌を絡からめている。オレはどうしていいか判らず、ただされるままになっていた。


　つい飲み込んでしまった液体に、胸がカッと熱くなってくる。


　ほんのちょっとだったけど、オレも酒に酔ったみたいな気分になってくる。何しろ、アルコールなんて口にしたのは、初めてなんだ。


　変だ……。


　なんだか気が遠くなるような、変な感じがする。アルフレッドにキスされてるのに、そんなに嫌じゃないし。これも酒のせいなのか。でも、口に入ったのは、ほんのちょっとなのに、それでも酔うものなのかな。


　もちろんオレはキスなんて初めてだ。アルフレッドは慣れているのか、器用にオレの舌を軽く吸ってみたりして、もてあそんでいる。オレは自分でもよく判らない気持ちでドキドキしながら、アルフレッドにされるままになっていた。


　やがて唇くちびるが離はなれる。


　目を開けると、アルフレッドがじっとオレを見つめていた。


「あ、あの……今の……」


　アルフレッドはにっこりと微笑む。そして、オレをギュッと抱だきしめた。


　ドキン。


　こんなふうに誰だれかに抱きしめられたことなんかない。小さい頃ころはあったかもしれないけど、覚えてない。


　どうしよう。なんかオレ、変になりそう。誰かに抱きしめられることがこんなに気持ちいいなんて、知らなかった……。


　でも、なんでアルフレッドはオレを抱きしめてるんだろうか。酔っ払ぱらってるからかなあ。さっきのキスも、酔っ払ってて、オレのこと、もう誰なのか判らなくなっているのかもしれない。


「いい香かおりがする。シャンプーかな。それともボディーシャンプー？」


「入にゆう浴よく剤ざいかも……」


「ああ、きっとそうだ」


　アルフレッドはいきなりオレの耳にキスをしてきた。


「えっ、ちょっと……」


「なんて君は可愛いんだろう。食べてしまいたいくらいだ」


　キスは耳だけじゃなくて、首筋にまで及およんでいる。いくら抱きしめられて気持ちいいと言っても、さすがにこんなことを繰くり返されていたら、どうしようという気持ちになってきていた。


「オレ、自分の部屋に帰りますから」


「帰さないよ」


　アルフレッドのささやき声が耳元で聞こえる。


「アルフレッド！」


「アル、と呼ぶように言ったよね？」


「アル！　オレ、勉強しなくちゃいけないし。宿題とか……。また明日、先生に怒おこられてしまうから……」


「今日は宿題は休みだ。先生にも私から連れん絡らくしておく」


「そんな……」


　アルフレッドらしくもない。いつだって勉強優先だったし、そもそも今日、アルフレッドが怒ったのも、オレが真しん剣けんに勉強してないってことだったのに。


「オレ、ホントに困るから……」


「私の心に火をつけておいて、今いま更さら逃にげるなんて、許さないよ」


　アルフレッドはそう言いながら、オレのパジャマのボタンを二つほど外していた。


　一体、いつオレがアルフレッドの心に火をつけたって言うんだろう。だいたい、火をつけたって、どういう意味？


　アルフレッドの手がオレのパジャマの中に滑すべり込む。まるで女の人にするように、オレの胸を撫なでていた。


「オレ、男だし！　こんなことされても困る……っ」


　たぶんアルフレッドは酔よっ払って、わけが判らなくなっているんだ。そう思いながら、自分が男だということを強調してみた。


　強調しなくたって、胸を撫でていればすぐに判ることだけど。


　でも、アルフレッドはオレの胸を撫でるのをやめなかった。それどころか、乳首のあたりを意味ありげに指の腹で撫でるんだ。


「アル……！」


「静かに。しばらく黙だまっていなさい」


　そんなふうに言われて、オレは思わず口を閉じてしまった。アルフレッドの口調はそれほど酔ってるというほどではないから、本当は正気なのかも。


　でも、だったら、なんでこんなことしてるんだろう。


　ふと、広島のホテルで身体からだ中を洗われたことを思い出した。けど、アルフレッドはゲイじゃないし、ペドナントカでもないって言ったよな。じゃあ、オレにキスして、身体をこんなふうに撫でてるのは何な故ぜなんだろう。


「……ほら、タってきた」


　耳元でささやかれて、一いつ瞬しゆんオレはなんのことかと思った。


「感じてるんだろう？」


「あ……」


　タって……いや、勃たってるのは乳首なんだ。そこを撫でてるアルフレッドも変だけど、撫でられて乳首を勃てているオレだって、変じゃないか。


　オレはカーッと顔が赤くなるのが自分でも判った。


　そういえば、撫でられてると、なんだか快感らしきものを感じる。だけど、これは撫でてるアルフレッドが悪いんだ。オレが悪いんじゃない。……たぶん。


「離して……！」


　もがいて、アルフレッドの腕うでから逃のがれようとしたら、反対にギュッと抱きしめられた。


　アルフレッドの体温が伝わってくる。ああ、オレはこんなふうに抱きしめられるのは、けっこう好きみたいだ。たとえ相手がアルフレッドでも。


「離さないよ」


「だって……こんなエッチなこと……。オレ、男なのに」


「判ってる。だが、愛に男も女も関係ないんだ」


「愛？……ってナニ？」


　ここでそんな単語を聞くとは思わなかったので、ついオレは訊き返してしまった。


「愛は心の中で育はぐくむものだ。そして、相手を優やさしく包むものなんだ」


　よく判わからないけど、なんだかドキンとした。


　愛はともかく、オレはアルフレッドに優しくされるのは嬉うれしかったからだ。


「優しくしてくれる……？」


「ああ。もちろん。とびっきり優しくしてあげよう」


　そう言ったかと思うと、アルフレッドはオレの身体を抱き上げていた。


「えっ、ちょっと……！」


「これから私は君を夢の国に連れていく。目をつぶって……」


　至近距きよ離りで微ほほ笑えまれて、オレはなんとなくアルフレッドの言うとおりに目をつぶった。夢の国って一体……。そういえば、前に庭を見ながら「おとぎの国みたいだろう」とか言ったことあったっけ。


　ひょっとして、アルフレッドって、意外とロマンティストなのかな。


　アルフレッドはオレを抱き上げたまま、どこかに移動していく。酔っ払っているとは思えない、しっかりとした足取りだ。


　じゃあ、アルフレッドは素面しらふでオレにキスしてたのかな。


　でも、どうして……？


　オレが頭をひねっていると、目的の場所に着いたみたいで、身体がどこかに下ろされていく。思わず目を開けたら、そこはベッドルームだった。


　天てん蓋がいつきのベッド。だけど、オレの目の前には天蓋じゃなくて、アルフレッドの顔が見えた。


「ここが夢の国？」


　ここで一いつ緒しよに寝ねようって言う意味だったのかな。確かに眠ねむれば夢の国だよ。


「まだだ。これから君を連れていく」


　アルフレッドは微笑むと、ゆっくりと唇を重ねてきた。


　これが二度目のキス……。


　やっぱりアルフレッドはキスが上手うまいんじゃないかな。きっと何度も経験してるんだよ。アルフレッドの舌がオレの舌に触ふれただけで、ドキドキしてきてしまう。


　優しく絡からんできて、オレは気が遠くなってくる。……そうか。さっき気が遠くなったのも、酒のせいなんかじゃなくて、キスのせいだったんだ。


　アルフレッドのキスがすごく気持ちよくて……。


　キスをしながら、アルフレッドはオレのパジャマのボタンを全部外していく。そして、さっきより大だい胆たんにオレの素す肌はだを撫で回した。


「ん……」


　また変なことをされそうな気がして、オレはアルフレッドの身体を押しやろうとしたが、無む駄だだった。


　キスされてるせいか、手に力が入らないんだ。気持ちは焦あせっていても、身体が言うことを聞かない。


　アルフレッドはまたオレの乳首を捉とらえて、指で刺し激げきしはじめた。


　身体がビクンと動いた。


　な、何？　今の……。


　自分でもよく判らない反応だった。けれども、まるで電流が流れたみたいに、身体に何かを感じたんだ。


「敏びん感かんなんだね？」


　アルフレッドはまた耳元でささやいた。


「び、敏感って……？」


「私の指に反応しているんだろう？」


「あっ……」


　また身体が揺ゆれた。


「反応って……なんのことか判らない」


「判らなくはないだろう？　そういえば、ホテルで君の身体をこんなふうに洗ったことがあったな」


　アルフレッドは乳首の周囲を洗うような仕草で優しく撫でていく。


「あ……オレ……こんなこと……っ」


「心配ない。どんなに感じても、私が責任を取ってあげよう」


　そう言われて、オレの頭の中に、シャワーブースで大事なところを刺激されたことが浮うかんだ。


　責任を取るって、そういうことなのかな。でも……あのときとは状じよう況きようが違ちがいすぎる。ベッドでこんなことするなんて、やっぱりエッチっぽいし。


「遠えん慮りよすることはないんだ。好きなだけ感じて構わないんだよ」


　いつものアルフレッドとは違う。こんなふうにオレが何をしても受け止めてくれるなんて、普ふ段だんのアルフレッドなら絶対ない。


　やっぱり酔ってるから、こんな優しいことを言うのかな。


　だけど、オレは優しいアルフレッドに甘えてみたかった。ちょっとだけでもいいから、優しくされたい。甘やかされたい。抱だきしめられたい。


　それはアルフレッドが思う方向とは違うような気がしたけど、それでも、今はアルフレッドと一緒にいたかった。


「や……優しくしてくれる？」


　オレはまた同じことを尋たずねていた。


「ああ、もちろんだとも。君が望むようにしてあげる。私は君が大好きなんだから」


　オレのことを……好き？


　ビックリして、オレはアルフレッドの顔を見つめた。すると、アルフレッドは優しい微笑みを見せてくれる。


　胸の中に何かあったかいものが広がっていった。


　酔よっ払ぱらいの言うことなんて当てにはならない。それを知っていながらも、オレは好きだと言われたのが嬉しかった。


　本当は山ザルなんて言われたくない。甘えかもしれないけど、オレにとってはたった一人の家族みたいなもんなんだから、もっと優しくしてほしかった。


　オレは手を伸のばして、アルフレッドの腕に触れた。それから肩かたに触れ、背中に触れる。そして、オレはそのままアルフレッドにギュッとしがみついたんだ。


「陸……？」


「オレも……好き」


　そう言ったところで、オレの気持ちはアルフレッドに届かないかもしれない。朝になったら、きっと忘れてるだろう。


　だけど、それがオレの本当の気持ちだった。もちろん『好き』にもいろいろあるだろうし、キスしたいほどの『好き』かって言ったら、それはどうなのか自分でも判らない。


　ただ、優しくされたい。もっとオレのほうを見てって言いたい。小言なんか言わないで、優しく見守ってほしい。


　そうしてくれたら、オレはもっと頑がん張ばれるから。


　厳しくなんてしないで。


　オレは自分でも気がつかないうちに泣いていた。


　情けない。オレはこんなに弱い人間だったんだろうか。故郷から出てきて、まだ一ヵ月も経たってない。それなのに、こんな弱音を吐はく奴やつだったのか。


　アルフレッドはオレを抱きしめて、またキスしてくれた。今度はさっきのキスより、情熱的な激しいキスだった。まるで、オレを激情の渦うずに引き込むような、そんなキスだ。


　もうなんだっていい。キスでもなんでも、アルフレッドの好きにしていい。優しくしてくれるなら……。オレがひとときの優しさを味わえるなら。


　それでもいいんだ……。


　アルフレッドは唇くちびるだけじゃなくて、首筋にもキスをした。それから、その唇が胸にも下りてくる。


「ここに可愛かわいいつぼみがある」


　つぼみって、なんのことかと思ったら、アルフレッドはオレの乳首を撫なでていた。


「ここにもキスしようか」


「えっ、あの……」


　アルフレッドはオレの返事を待たずにそこにキスしていた。


「あ……んっ……」


　指で撫でられるより、気持ちいい。女の子じゃないのに、こんなところにキスされてるって思ったら、なんかすごく恥はずかしくなってくる。


　でも、アルフレッドはオレのそんな戸と惑まどいなんかおかまいなしに、何度も何度もそこに繰くり返しキスをしてきた。


　そのたびに、オレの身体からだは大げさなほどに揺れてしまうんだ。


「君は敏感なんだね」


「オレは……そんな……」


　そうじゃないと言おうとしたんだけど、またキスをされたから言えなくなる。本当にオレの身体は敏感なのかな。敏感だから、こんなふうに身体が揺れるほど感じてしまうのか。


　こんなこと、まるっきり初めてのことだから判わからない。


　オレ……どうなっちゃうんだろう。


「ココも敏感のようだ」


　ふと、アルフレッドはオレの股こ間かんを撫でた。


「あっ……」


　股間はもう硬かたくなっていた。これだけのことをされて、こんなに感じてるんだから、当たり前かもしれないが、それをわざわざアルフレッドに指し摘てきされたのは恥ずかしかった。


「やだ……」


「何が嫌いやなんだ？」


　手がするりとパジャマのズボンの中に滑すべり込む。いや、下着の中にまで入っていて、直じかにそこに触ふれた。


「あ……あん……」


　まるで喘あえぎ声みたいだ。だけど、なんだかエッチな気分になっていたんだ。身体を洗われながら触さわられたときとは違う。最初からエッチっぽい意図があって触られたから、オレはついそれに反応してしまったんだと思う。


　脱ぬがされないまま、下着の中でそこに触れられ、敏感な部分を指先でつつかれる。


「やっ……あ……」


　身体がビクビクッと揺れる。乳首どころの快感じゃない。ダイレクトに触られることが、こんなに気持ちよかったなんて思わなかった。いや、他ほかのところを刺し激げきされていたからこそ、今の刺激がより気持ちいいものとして感じられるんだろう、きっと。


「こんなに硬くして。顔は可愛いのに意外とエッチなんだね」


「だって……そんなふうに触られたら、誰だれだって……」


「ダメだよ。私以外の人間にはこんなふうに感じちゃダメだ」


　真しん剣けんな顔で言われて、ドキッとする。


　どっちみち、アルフレッド以外の人間から、こんなことされる日が来るとは思わない。というか、アルフレッドに今されてることだって、まだ信じられないのに。


　アルフレッドはそこを刺激しながら、オレの腹にキスをした。


　たかが腹だっていうのに、大事なところを触られてる関係で、そこまで感じるような気がする。身体が同じように揺れて、アルフレッドはその反応にクスッと笑った。


「君の身体はどこでも敏びん感かんなのか」


「そうじゃない……けど」


「けど？」


「なんかムズムズしてきて……」


　アルフレッドはまた腹にキスをして、わざと同じような反応を起こさせる。


「ムズムズする？」


　そう尋ねられて、仕方なくうなずく。


「どこが？」


「どこって……」


　そんなの、決まってる。アルフレッドの手に握にぎられているものだ。


「ココかな。……それともココ？」


「あっ……あっ……ちょっと……！」


　アルフレッドがあんまりあちこちいじるから、たまらなくなって、オレはズボンの上からアルフレッドの手をパッと押さえた。


「何？　こんな刺激じゃ物足りない？」


「そうじゃなくて……。刺激が強すぎるから……」


　なんでオレがこんなこと言わなきゃならないんだろう。なんか恥ずかしいよっ。


　アルフレッドはそれを聞いて、にっこりと微ほほ笑えんだ。


「ああ、感じすぎて、出てしまいそうなんだね？」


　オレはまたもや仕方なくうなずく。下着の中で出してしまいそうなんて認めるのは恥ずかしいけど、実際に出してしまったら、もっと恥ずかしいからだ。


「じゃあ……ズボンと下着を下ろしてしまおうか？」


　アルフレッドはまるでイタズラっ子みたいな目をして尋たずねた。


　ああ、なんでそんなことをわざわざ訊きくんだろう。強制的に下ろされたなら仕方ないって言えるけど、こんなふうに訊かれたら困る。


　でも、このままでアルフレッドが終わらせてくれるわけはないだろうし、そうしたら、下着の中に出してしまうことになる。


　それは嫌だ。


「どうする？　脱がせてほしい？」


「じ、自分で脱ぎます」


　手を伸のばしたら、思いっきり打ち払はらわれてしまった。


「脱がすのは私だ」


「そんな……っ」


　誰が決めたんだよ。って、アルフレッドに決まってるか。


「私も君のジュニアに会いたかったんだ」


　アルフレッドはさらりと恥ずかしいことを言うと、パジャマのズボンと下着を下ろしていった。そして、オレの足首から抜ぬいてしまう。


　オレの股間は完全に勃たっている。それをアルフレッドにじろじろと無ぶ遠えん慮りよに眺ながめられて、だんだん恥ずかしくなってくる。


「そんなに見なくてもいいじゃないかっ」


「こんなに可愛いものが目の前にあったら、見たくなるよ」


　そんなふうに言われたら余計に羞しゆう恥ち心しんが募つのる。オレはどうにもいたたまれなくて、自分の両手でそれを隠かくしてしまった。


「自分でする？」


「ち、違ちがうっ」


「それもいいけどね」


　アルフレッドはオレの両足を広げると、太ふと腿ももにキスをした。


「あ……」


　太腿にキスされて感じるのかって、自分でも思ったけど、どうしても身体に電流のようなものが走っていって、声を出さずにはいられないんだ。


　アルフレッドは太腿のあちこちにキスをしていく。オレが手で押さえてるところの近くまでも、唇を這はわせるんだ。


「そこ……太腿じゃない」


「誰が太腿にキスすると言った？　私はどこだってキスするよ。ほら……」


　アルフレッドはオレの手の甲こうにキスをした。


　もちろん、手の下にはオレの大事なところがある。そう思うと、手にキスされたことも、なんかいやらしい感じがした。


「ん……あ……」


　やがてアルフレッドはオレの片方の手を取って、指を口に含ふくんだ。


　柔やわらかい唇くちびると熱い舌に指が絡からめ取られて、陶とう然ぜんとしてくる。指なんか、別にエッチなところでも、感じるところでもないはずだ。


　それなのに……。


　そして、アルフレッドは残されたもう片方の手にキスをした。そうして、その指の隙すき間まに舌をねじ込んできた。


「はぁ……んっ……」


　腰こしが揺ゆれる。


　大事なところを舐なめられてる。いや、まだ舌先がやっと届いたくらいで、これでは舐めてるとはまだ言えないかもしれない。


　オレは知らず知らずのうちに、指を開いてた。アルフレッドの舌がそこを舐めやすいように。


　指の隙間と一いつ緒しよにオレの大事なところをアルフレッドはためらいもなく舐めていた。これ以上ないくらいのダイレクトな刺激で、オレはたまらなくなって手の位置を徐じよ々じよにずらしていき、とうとう手を外してしまった。


「もっと舐めてほしいんだね？」


「……うん。じゃなくて、はい」


　アルフレッドはオレの返事にちょっと笑った。


「ここでは『うん』でもいい。ベッドの中まで私は上下関係を持ち込んだりしない。それがマナーだからね」


　これもマナーのひとつなのか。よく覚えておこう。


　アルフレッドはオレのそこを手で支えると、まるでソフトクリームを舐めるように舌を動かした。


　今まで味わったことのない快感に、オレは腰を揺らした。


「……やだ……ぁ」


「……嫌いやじゃないだろう？」


　アルフレッドはそう言いながらも、舌でそこを舐め続ける。


「だって……溶とけちゃう」


「溶ける……？　そんなに気持ちいい？」


「溶けてなくなっちゃう……っ」


　オレは自分のそこがソフトクリームみたいにドロドロに溶けていくような気がした。そんなの、気のせいだって判わかってるけど、どうしてもそんな想像をしてしまう。


　そこが熱い。いや、身体中が熱くなってる。どうしよう。


「じゃあ、溶けてなくなってしまう前に、食べてしまわないとね」


　アルフレッドは口を開くと、オレの大事なものをパクッと食べてしまった。いや、食べたわけじゃなくて、口に含んだんだ。


「あっ……あっ……」


　噓うそだっ。


　オレは自分の目の前で行われてることが信じられなかった。そんなところを舐めるというのも信じられなかったけど、口の中に入れてしまうなんて。


　だけど、それが事実だということは、オレ自身が一番知っている。口の中に含まれて、オレの硬かたくなったものに舌が絡みついているんだ。


　手で刺し激げきされるより、ずっと気持ちいい。それこそ溶けてしまいそうだ。このままオレはアルフレッドに食べられてしまうかもしれない。


「もう……イキそう……っ」


　元々、下着の中でいじられてるだけでイキそうだったんだ。こんな刺激にいつまでも耐たえられるわけがない。オレは腰を引いて口から逃のがれようとしたが、アルフレッドはそれを許さなかった。


「えっ、でもっ……」


　オレは焦あせっているのに、アルフレッドは逆にもっと刺激をしてくる。


　どうしよう。どんどん高まっていく。もう止められないのに。


　キュッと吸われるような感じがして、あっと思ったときには、オレは一気に熱を吐はき出していた。


　噓……。


　いや、噓でもなんでもない。アルフレッドがわざとそうしたのは確かだ。オレはアルフレッドの口の中に全部放ってしまった。


　オレは呆ぼう然ぜんとしながらも、快感の余よ韻いんに浸ひたっていた。初めての経験に、身体からだが言うことを聞かなくなってしまっている。


　アルフレッドは顔を上げて、オレの惚けた表情を見て微ほほ笑えんだ。


「ずいぶん気持ちよかったみたいだね」


「だって……こんなの初めてだし……」


「初めてでよかった」


　何がよかったのか知らないけど、アルフレッドは満足げだった。


　アルフレッドは萎なえたオレのそこに手を這わせた。ビクンと身体が揺れる。


「まだ何かするの？」


「何を言ってるんだ。これからが本番じゃないか」


「本番……？」


　これで終わりじゃないのか。オレはホテルでのことが頭にあったから、ここで終わりなんだと勝手に思い込んでいたけど、そうじゃなかったみたいだ。


「だって……君もまだ満足しきってないようだ」


　アルフレッドはオレのそこを指でなぞる。


「そ、そんなことないっ……」


「正直じゃないね。君の身体はまだ余力が残っている。愛の儀ぎ式しきは全力を尽つくしてこそ、完かん璧ぺきなんだ」


　あ、愛の儀式って？　完璧って？　またアルフレッドがわけの判らないことを言い出したぞ。


　あんまり酔よってるように見えないんだけど、やっぱり酔ってるんだろうなあ。


　オレはアルフレッドの顔を眺ながめた。すると、アルフレッドはにっこりと微笑んだ。


　そんなふうに優やさしく微笑まれると、ドキッとしてしまう。オレはアルフレッドの笑え顔がおに弱いらしい。


「さあ、始めよう」


「えっ、何を？」


「心配ない。君は私の言うとおりにしていればいいんだから」


　アルフレッドはオレの足をギュッと胸のほうに押し上げた。


「わっ、ちょっと……！」


　すごく恥はずかしいことをされている。いや、ずーっと恥ずかしいことだらけだったけど、赤ちゃんがおしめを替かえられるようなこんな格好を人には見せたくない。


「嫌だ、こんなのっ」


「すぐに気持ちよくしてあげるからね」


　アルフレッドは内うち腿ももにキスをしてきた。


「あ……っ」


　身体中がすっかり敏びん感かんになっているみたいだ。こんな格好をさせられてるのに、腿にキスされただけで、こんなエッチな声を出してしまうなんて。


　アルフレッドの唇は内腿から徐々に移動していく。そのうちに、オシリにキスされてることに気づいて、ドキッとする。


　やがて、その中央にある秘密の部分にたどり着くと、そこにもキスをしてきた。


「そ……そんなとこ……っ」


「ココが大事なんだよ」


「あ……んっ……」


　アルフレッドは夢中になってそこにキスをして、舌で舐なめていく。


　信じられない。確かに舐められてると気持ちいいけど、こんなことされるなんて……。身体がジンと痺しびれてくる。


　口で含ふくまれたときより、今のほうが興奮してるみたいだ。


　こんなところまでキスしてくれるアルフレッドは、オレのこと、ホントに好きなのかなって思って。もし違ちがっていたとしても、アルフレッドがオレを気持ちよくさせるために、こんなことまでしてくれたんだって思うと、胸が熱くなってくる。


　もちろん身体も熱い。前の部分はもう硬くなっていた。


　唾だ液えきが滴したたり落ちるくらいにそこを舐められた。アルフレッドはどうしようもなく感じてるオレのそこに指を這はわせる。


「あ……」


「感じる？」


　オレはうなずいた。


「こんなに敏感なら、きっと中でも感じるね」


「中って……？」


「君の中だ。……ほら、入れるよ」


「えっ……あっ……」


　指がオレの中に入ってきてるみたいだ。


　なんだか信じられなかった。ずっと信じられないことばかりが起きるけど、これは本当に信じられない。


　アルフレッドの指がオレの中に入ってるんだよ。


「なんで、こんなこと……」


「大事なことなんだよ。判る？」


「わ、判らない……っ」


「じゃあ、じきに判るよ。ほら、どこが感じる？」


　アルフレッドはオレの中で指を動かした。


「あっ……ん」


「ココ？」


「やぁっ……」


「ココか」


　アルフレッドの指がそこを擦こすっていくたびに、オレの身体はビクンビクンと揺ゆれていく。まるで遊ばれてるみたいだ。


　なんで、こんなところが感じるんだろう。オレは信じられない思いでいっぱいだった。指を入れられて、喘あえいでるなんて……。


　だけど、恥ずかしいのと同時に、なんだかもっとしてほしいなんて思った。


　身体のブレーキが利きかなくなってる。もっといやらしいことをしてもらって、もっと気持ちよくなりたい。


　そして、もっとアルフレッドの関心を引きたかった。


　オレが気持ちよくなって、喘いだり、反応したりすると、アルフレッドは喜んでるようだから……。


「もう一本、君の中に入れようか」


「あ……あん……あん」


　そこがアルフレッドの二本目の指の分だけ広がった。そして、それが一いつ緒しよに動いていくと、もっとオレに大きな刺し激げきが伝わったんだ。


　オレはそのたびに喘いで、腰こしを揺らして……。


　だんだん、何がなんだか判わからなくなってくる。身体中が熱くなってきて、頭ではもう何も考えられない。


　指が引き抜ぬかれて、オレは朦もう朧ろうとしながら目を開けた。


「さあ、これから君を夢の国に連れていくからね」


　もっと気持ちよくなれるってことかな。夢の国だから、きっと最高に気持ちいいんじゃないかな。


　アルフレッドはガウンとパジャマを脱ぬぎ捨てた。


　だけど、ホテルで見た全ぜん裸らとは違っていた。どこがって……股こ間かんが。オレと同じで硬かたくなっている。


　オレはビックリしてそれを見つめた。けど、アルフレッドがもし普ふ通つうの状態で、オレだけ興奮して勃たっているというのも変だし、これでいいのかもしれない。


　ただ……。


　アルフレッドはそれをさっきまで指を入れていたところにあてがったんだ。


「え……？」


　その次に来た衝しよう撃げきに、オレはベッドカバーをギュッと握にぎり締しめた。


　まるでそこを引き裂さかれるような痛みに、オレはようやくアルフレッドがしようとしていることが判った。


「そんな……無理！」


「無理じゃない。力を抜きなさい」


　あまりの痛みに涙なみだが出てくる。オレは首を左右に振ふった。


　痛すぎて、力を抜こうにも抜けない。どうやって抜いていいのかも判らなかった。


　どうしよう……。


　アルフレッドは徐じよ々じよにオレの中に入ってくる。オレは泣きたい気持ちになりながら、それをじっと動かずに我が慢まんすることしかできなかった。


　やがて、オレの中にアルフレッドは全部納め切って、ふーっと息をつく。


「ひどいっ……こんなの」


　泣き声みたいな声が出てしまったが、アルフレッドは今までと同じように優しく微ほほ笑えんだ。


「痛い？」


「痛いに決まってる！」


「じゃあ、痛くないようにしてあげよう」


　アルフレッドはオレの前の部分を撫なでた。


「あ……」


　手で刺激されると、痛みで萎なえかかっていたのに、たちまち復活してくる。自分でも節操がないと思うけど、気持ちいいものは仕方ない。


　不意に、アルフレッドが腰を動かした。


「あ……えっ？」


　アルフレッドが動くと、身体からだの中に電流のような何かが走っていった。


　さっき指で刺激されたときの何十倍もの快感だった。


「そんな……あっ……あん」


　信じられないけど、アルフレッドが動くたびに、敏感なところが擦れていって、ものすごく気持ちいい。


　前の部分も刺激されているから、両方気持ちよくて、オレはたちまち身体の中の熱が高まっていくのを感じた。


「あん……あっ……」


　こんなにいっぱいいやらしい声を出して、誰だれかに聞こえていたらどうしよう。だけど、いくら我慢しようとしても、我慢できない。自然に声が出てきてしまう。


「これが……夢の国？」


「そうだよ。夢みたいにふわふわして……気持ちいいだろう？」


　オレはうなずいた。


「すごく……いい」


「私もだよ。……君の中はすごくいい。夢みたいだ」


「あっ……やぁ……」


　オレはアルフレッドの背中にしがみついた。


「好きだよ、陸……」


　それを聞いた途と端たん、胸がドキンとする。


　何がどうだっていい。アルフレッドが酔よっ払ぱらってても、そうじゃなくても。


　もうここは夢の国なんだ……。


　頭が真っ白になる。


　身体が熱くて……たまらない。


　オレはアルフレッドにしがみついたまま、一緒に昇のぼりつめていった。








　翌朝、目を開けると、アルフレッドの寝ね顔がおがそこにあった。


　そうか。昨夜、オレは……。


　アルフレッドはもう元のアルフレッドに戻もどってしまったかな。昨夜、たくさん優やさしくしてもらったが、今日もそれを覚えていてくれるだろうか。


　覚えていてほしい。そして、好きだって何回も言ってくれたことが、アルフレッドの本当の気持ちなんだってオレに判らせてほしい。


　オレはそっとアルフレッドの頰ほおに触ふれた。


　アルフレッドの目が開いた。


　普通の日本人よりやや茶色がかった瞳ひとみが、ボンヤリとオレを見つめる。そして、その目がハッと見開かれた。


「なんで君がここにいるんだ？」


　オレはそれを聞いて、やっぱり忘れちゃったんだと思った。想像はついていたものの、昨日さんざんキスしたアルフレッドの口から、そんなことを言われると、胸がズキンと痛んでしまった。


「……覚えてないなら、もういいよ」


　オレは涙が出そうになるのを堪こらえながら、起き上がろうとした。


「待て。君は……裸はだかなのか？」


　アルフレッドはオレにそう訊ききながら、自分でブランケットを持ち上げて、中を覗のぞいた。もちろんオレもアルフレッドも裸のままだ。エッチした後も、アルフレッドはオレを離はなしてくれなくて、そのうちに眠ねむくなってしまったからだ。


　アルフレッドはブランケットの中を覗いたまま、固まっていた。どうやら現状を認めたくないって感じだった。


「オレ……部屋に戻るから。シャワーも浴びたいし」


「ま、待ちなさい」


　ベッドから下りようとしたオレは、アルフレッドに引きとめられた。


「その……もしかすると、君と私はその……そういう関係に……」


「だから、覚えてないならいいって。酔っ払った人はみんなそうだよね。自分が言ったことも、したことも、都合よく忘れてしまえるんだ」


　なんだか恨うらみ言ごとっぽいことを言ってしまった。だけど、予想できたこととはいえ、やっぱりショックだったんだ。


　昨夜、あんなに優しかったアルフレッドは、もういない。あれは幻まぼろしだったんだって思い切るのは、あまりにつらかった。


「い、いや、覚えている。ちゃんと覚えてるさ、私は」


　そう言いながらも、アルフレッドは昨夜のことを必死で思い出そうとしてるみたいだった。


「昨夜、私は君のことでガッカリしながら、一人でブランデーを飲んでいた。そこへ君がやってきた……？」


　そのへんから、もう記き憶おくが曖あい昧まいなんだな。


「うん。オレが謝ったら、アルフレッドは許してくれた。島に帰らなくてもいいって言ってくれたんだ」


　そこのところは覚えておいてもらわないと困るから、ちゃんと言っておく。


「そ、そうだね。そう……私は島に帰らなくていいと言ったんだ……」


　アルフレッドは全然自信のなさそうな声で言った。


「それから私は……」


「急にオレのこと可愛かわいいって言い出して、口移しでお酒を飲ませた。オレが宿題があるから部屋に帰るって言ったのに、アルフレッドは宿題は休みだって言ったんだ。先生には連れん絡らくしておくからって」


「私がそんなことを言ったのか……？」


　呆ぼう然ぜんとしたような表情で、アルフレッドはオレを見つめてきた。


「やっぱり覚えてないんじゃないか」


「いや、覚えてる。そうだ。私は確かにそう言った」


　別に覚えてないって正直に言ったっていいんだけど、何な故ぜかアルフレッドはそう言い張った。酒を飲んで記憶をなくしたことが、そんなに恥はずかしいんだろうか。


　どっちみち、覚えてないのはバレバレなんだけどなあ。


「えー、君にキスした私は……」


「なんかエッチなことしてきて、夢の国に連れていってやるって言い出したかと思うと、オレをベッドに連れてきたんだよ」


「夢の国……」


「うん。夢の国だったんだよね……あれは」


　最初は痛かったが、すぐに気持ちよくなった。夢みたいな気分になったけど、結局、あれはそのものズバリ夢だったんだね。アルフレッドにとっては。


「すまない。私はとんでもないことを君にした。大人の男として、この責任は取る」


　アルフレッドがそんなふうにオレに謝ってくるとは思わなかったから、オレはビックリした。ずっと偉えらそうにしてたのに、自分が悪いと思ったらごまかさない人だったんだな。


「責任取るって言っても、今いま更さらどうしようもないし」


「それは……そうだが。さすがに君とは結けつ婚こんできないからね」


　結婚なんてしたいわけじゃないけど、あっさりそう言われると、なんだか悲しい。


　責任取って、オレに優しくしてって言えば、アルフレッドは優しくしてくれるんだろうか。だけど、そんなの、本当の優しさじゃない。表面だけ優しくしてくれたって、悲しいだけだ。


　昨夜、オレに好きだって言ってくれたのが、アルフレッドの本当の気持ちなのかどうか判わからない。あれがオレを自由にするための噓うそだったとしたら……もしくは、酔っ払って勝手に口から出てきた言葉だったら、優しくされても惨みじめなだけだ。


「……責任なんていいから、このことはもう忘れて」


　どうせ、アルフレッドは覚えてないんだから。


「しかし、それでは……」


「オレも忘れるから。昨夜のことはまるっきりなかったんだ」


　オレは思いっきり無理して笑え顔がおを作る。


　ホントは泣きたいくらいにつらかったけど、それでいい。心の中でだけ、アルフレッドがオレを好きなんだって思いたい。


　オレの心の中だけ、アルフレッドはいつも優しくしてくれる人なんだ。


　現実にそんなものを求めたら、裏切られてしまいそうだから。オレの頭の中の幻げん想そうなら、絶対に裏切られない。少なくとも、酒を飲んで、自分の言ったことを忘れたりしないよ。


「……判った。君がそれでいいなら」


　アルフレッドはようやくそれで納なつ得とくしたようだった。


「あ、島に帰らなくていいっていうのと、宿題を休みにしたのを先生に連絡してくれるっていうのは、忘れないで」


「もちろんだ」


　オレはベッドから下りて、絨じゆう毯たんに散らばっていた衣類を拾ってベッドの上に載のせると、自分の分の下着とパジャマを身に着けた。


「じゃあ、食堂で」


「ああ……」


　元気のないアルフレッドを残して、オレは急いで自分の部屋に戻った。そして、着たばかりのパジャマを脱ぬいで、シャワーを浴びる。


　昨日、アルフレッドにあんなに抱だきしめられた身体からだなのに、もうすっかり冷えている。ずっとあの家族みたいな温ぬくもりを感じていたかったのに……。


　オレはシャワーの雨の中で、そっと涙なみだをこぼした。








　身み支じ度たくをした後、一階のダイニングに下りていくと、アルフレッドと北沢さんが先に席に着いていた。二人は何か話していたが、オレの姿を見ると、話をやめた。


「おはようございます」


　オレはいつものように二人に挨あい拶さつした。


「おはよう」


　アルフレッドは強こわ張ばった顔でぎこちなく微ほほ笑えんだ。


　なかったことにしようと言っても、アルフレッドにしたって、あれはショックだったのかもしれない。よりにもよって、山ザルとずっと蔑さげすんでいたオレとエッチしたなんてさ。


　オレの胸がズキンと痛む。


　いや、オレのほうも、あれはなかったことにしたんだから。


「おはようございます、陸様。さっき社長から伺うかがいましたが、島には帰らなくて済んだんですね。おめでとうございます」


　オレはちょっと笑った。


「うん。北沢さんのおかげだから」


「……北沢のおかげとは、どういうことだ？」


　アルフレッドは眉まゆをひそめて、オレと北沢さんの顔を見比べた。


「北沢さんがアルフレッドが機き嫌げんのいい時間は、風ふ呂ろに入った後だって教えてくれたんだ」


「君か……。そんなことを教えたのは」


　アルフレッドは北沢さんをちょっとにらみつけた。


「えっ、何かいけませんでしたか？」


「いや……そうじゃないが」


　まさか北沢さんはアルフレッドが酒を飲んでいたとは知らなかったし、まして、酔よっ払ぱらって、あんなことをするなんて思わないよな。


　うん。北沢さんのせいじゃ全然ないよ。


「オレ、今日から心を入れ替かえて、勉強を頑がん張ばるから」


　そうしたら、もうちょっとアルフレッドがオレに優やさしくなるかもしれない。本音だったかどうか判らないけど、アルフレッドはオレに、やればできる子なんだって言ってくれた。


　オレはそれに応こたえたかったんだ。


「そう願いたいものだな。私も君にいちいち説教なんかしたくない」


　そんなふうに言うところは、いつものアルフレッドだ。嬉うれしくもあり、ちょっと悲しくもある。……変だよな。忘れてって言ったのは、オレのほうなのに。


　やがて、登紀子さん達が朝食を持ってきてくれて、食事が始まる。どうやら、みんな、オレが島に帰らなくて済んだことを知ってるみたいだ。


　食事の最中、不意にアルフレッドは変な咳せき払ばらいをした。


「陸……」


「はい？」


「庭にあった畑のことだが」


　そういえば、オレが丹たん精せいを込めて育てているほうれん草畑は、もう潰つぶされてしまうんだ。それを思うと、なんだか泣きたくなってくる。


　いや、オレは勉強に頑張るんだから。ほうれん草に気を配ってる場合じゃないんだ。


「先生達が君のことを評価してくれるようになるまで、あの畑の世話は山崎にさせることにしよう」


「えっ、潰さなくていいの？」


「ただし、君にはしっかり勉強をしてもらう。あの畑に生えているものの命は、君の頑張りにかかっているからな」


　それって、ほうれん草が人質（人じゃないけど）ってことかな。厳しいことを言ってるようでも、今までのアルフレッドに比べると、どこかオレに甘いみたいだ。


　それはもしかして、昨夜みたいな優しさが、アルフレッドに残っているからかな。それとも、昨夜の罪つみ滅ほろぼしをしてるんだろうか。


　だけど、どっちでもいいや。ほうれん草畑は無事なんだから。


「ありがとう。オレ、頑張る！　アルフレッドにも喜んでもらえるようにする！」


　そう言ったら、アルフレッドはぎこちないながらも微笑んでくれた。


　昨夜の優しさがその笑顔の中に、ふと見えたような気がして、胸の中があったかくなる。


「たまには社長もいいことを言うんですね」


　北沢さんはニコニコしながら言った。


「『たまには』……か」


「いえ、いつもですけどね」


　あわてたように北沢さんはフォローしていた。


　秘書っていうのも大変な職業なんだね。オレは北沢さんを見ていると、つくづくそんなふうに思うんだ。


　世の中の社長が、みんな、アルフレッドみたいに気むずかしくて神経質で口うるさいとは思わないんだけどさ。








　そうして、オレはその日を境に勉強に精を出した。


　いや、今までだって精を出していたんだけど、自分は頭が悪いからダメだっていうのが心の中にあって、精せい一いつ杯ぱいの努力はしてこなかったように思う。でも、アルフレッドがやればできると言ってくれたから、その言葉をオレは信じて、眠ねむっているときや食事のとき以外はずーっと勉強していたんだ。


　たとえば英単語は机についてなくても覚えられる。そして、単語帳を利用したら、どんなものでも覚えようとすれば、同じ方法で覚えられることに、オレは気がついた。つまり、歴史上の人物について基本的な情報について覚えようとしたら、それを単語帳に書き留めておくんだ。そして、短い時間でもそれを眺ながめて覚えることにした。


　だから、単語帳は登紀子さんに言って、いっぱい買ってきてもらった。欲しいものがあれば登紀子さんに言えって、アルフレッドがオレに言ったのはこういうことだったんだね。


　それから、教科書以外の本もなるべく読むようにした。これも登紀子さんがあんまりむずかしくない子供向けの本を買ってきてくれた。思えば、オレは島にいるときにほとんど本なんか読んだことなかったもんな。日本語が判わからないって、国語の先生に怒おこられるはずだ。


　そんなふうにして頑張っていると、だんだん先生達もオレのことを評価してくれるようになった。このままいけば、高校合格もそんなに夢でもないかもしれない。


　毎日聞かされていたアルフレッドの説教も、だんだんネタがなくなってきたみたいで、この頃ころでは褒ほめられるようになってきた。噓うそみたいだけど本当の話だ。


　オレはアルフレッドが優しくしてくれると嬉しくて……。


　やっぱりオレはアルフレッドのことが好きなのかもしれなかった。もちろん、あれからオレとアルフレッドの間には何もない。そもそも二人きりになることもなかったしね。


　ほうれん草はずいぶん育ってきたし、勉強も順調だし、オレはこのまま何もかも上手うまくいくと思っていた。


　でも、頑張りすぎたツケは急にやってきたんだ。


　情けないことに、オレは風か邪ぜをひいてしまった。島ではめったに風邪をひかない健康体だったのに。それで、頭が痛いとは思っていたんだけど、勉強のほうが大事だから、薬を飲みながら普ふ通つうの生活をしていた。


　ところが、ある朝目が覚めたら、ベッドから起き上がれなくなっていたんだ。


　早く起きて用意をしないと、朝食の時間に間に合わないし、間に合わなかったらアルフレッドが怒るだろう。時間を守らないのはマナーがなってない、とか言って。


　気持ちは焦あせっていても、頭が痛いし、息が苦しいし、身体からだはだるくて動けなかった。


　やがてドアがノックされて、アルフレッドが入ってきた。説教する気満々って顔をしている。


「起きているなら、どうして用意をしないんだ？　せっかく頑張っていたのに、もう怠なまけ病が出てきたのか？」


　ひょっとしたら、アルフレッドはオレをいじめるネタがなくなってきたから、つまらなくなっていたのかな。久しぶりにいじめられるぞーって感じで、口元には笑えみさえ浮うかべていた。


　だけど、ベッドに近づくと、その表情は一変した。


「どうしたんだ？　具合が悪いのか？」


「……よく判らない……。頭が痛くて起き上がれない……」


　急いでアルフレッドはオレの額に手を載せた。


「熱が出てるじゃないか！」


「えっ、熱……？　そういえば頭が痛かったから……」


「なんでそれをもっと早く言わないんだ。いくら私でも、こんなに熱が出るまで我が慢まんさせる気はないぞ」


「だって、オレ、熱なんかあんまり出ないほうだし。ただ、ちょっと頭が痛いなって思ってたけど、まさか熱が出るなんて思わなかった……」


　アルフレッドが心配そうな表情でオレを見ている。


　オレはこんなときなのに、アルフレッドがオレを心配してくれてるのが嬉しかった。頭が痛くて、身体もきつくて最悪なんだけど、アルフレッドの優しさを感じて、すごく幸せだって思った。


「とにかく、安静にしていろ。すぐ病院に行く手配をするから」


「病院なんてオーバーだよ。寝ねてれば治る」


「何を言ってるんだ！　こんなに熱が出ているのに！　呼吸をするのも苦しそうじゃないか」


　そんなに怒られるほど熱が高いのかな。オレにはよく判らない。けど、アルフレッドが真しん剣けんにオレのことを考えてくれてるようで嬉しい。


「でも……まだ病院は開いてないと思うよ。時間が早すぎるし」


「時間外がなんだ。君の身体のほうが大切だ！」


　そういうふうに言ってくれるアルフレッドは、なんだかあの夜のアルフレッドに似ていた。今は朝だから、さすがのアルフレッドも酔よってないだろうし、それは本音なのかもしれない。


　いや、本音だって思いたい。


「だけど……ただの風邪だよ？　ちょっと熱があるくらいで時間外診しん療りようなんてさせられるお医者さんが気の毒じゃないかな……。それに、アルフレッドはまだ朝食を食べてないんだろう？　早く食べないと。オレならほっといても平気だから……」


「君は……」


　アルフレッドはオレの顔をじっと見ていた。が、やがて何か決心をしたみたいに、オレの身体を抱だき起こした。


「えっ、あの……」


「君は何も心配しなくていい」


　そう言うと、アルフレッドはオレの身体をブランケットで包み、抱き上げた。そうして、そのまま一階へと下りていったんだ。


「北沢！　車の用意を頼たのむ！」


　驚おどろいた北沢さんが駆かけ寄ってきた。


「どうしたんですかっ？」


「陸が高熱を出している。すぐに病院に連れていく」


「だから……オーバーだってば……」


「オーバーじゃない。起き上がれないほどの熱なのに、診療時間が始まるまで待っていられるか！」


　いや、確かに起きられなかったけど、そこまで大変なことでもないと思うんだ。いくら身体の不調に鈍どん感かんなオレでも、これが生きるか死ぬかみたいな状態じゃないことくらいは判る。


　とはいえ、アルフレッドはどうしても医者に診みてもらうと言い張るから、北沢さんは病院に連れん絡らくしてくれた。そして、オレはそのまま北沢さんの車で連れていかれてしまったんだ。


　後部座席で、ずっとアルフレッドはオレの身体をブランケットごと抱きしめてくれていた。熱が高いせいか、だんだん朦もう朧ろうとしてくるけど、オレはそんなふうにアルフレッドにかばってもらっていることが嬉うれしくて……。


　だったら、風邪をひいたり、熱を出すのも悪くないなんて思った。もちろん心配をかけてるから、本当はこんな状態にならないほうがいいに決まっているけどね。


　病院に着いたら、オレはすぐに医者に診てもらった。肺はい炎えんの一歩手前という感じだったらしくて、もっと早く病院に来なくちゃダメだって怒られてしまった。


　そのまま入院ということになって、病室で点てん滴てきを受けている間中、アルフレッドはずっとベッドの傍そばにある椅い子すに座っていた。北沢さんは屋や敷しきまで、入院に必要なものを取りにいってくれてるから、個室である病室内にはアルフレッドと二人だけだ。


「あの……アルフレッド」


「なんだ？　何か欲しいものがあるなら、なんでも言いなさい」


　オレはちょっと笑った。アルフレッドがこんなに優やさしいことを言ってくれるなら、ずっと病人でもいいかなあなんて思ったんだ。


「心配かけてごめんなさい。……オレ、もう一人で平気だから、北沢さんが戻もどってきたら、仕事に行って」


「いいんだ。北沢にはスケジュールを変へん更こうさせる」


　社長だから、そういうことができるのかな。だけど、社長だからこそ、守らなきゃいけない約束とか、そういうのもあると思う。


　たかだか居い候そうろうのオレのために、そんな変更なんかしてもらいたくなかった。


「オレは本当に……」


「もういい。黙だまりなさい。喋しやべるのもきついんだろう？」


　アルフレッドの指がオレの唇くちびるにそっと触ふれた。


　こんなときなのに、オレはドキンとしてしまった。アルフレッドと過ごした夜のことを思い出したからだ。


　あれは夢の世界の出来事として封ふう印いんしていたのに。


　でも、忘れたふりをしたところで、オレの記き憶おくからは消えないんだ。アルフレッドに抱きしめられて、誰だれよりも幸せだったことを。


「私は責任を感じているんだ」


　責任……。


　オレはその言葉を聞いて、なんだかガッカリした。アルフレッドはただの保護者的な責任感で、オレのことを心配してるだけなんだ。


「君をこんなになるまで勉強に追いやったのは、私だから」


「別に……いいよ。責任なんて……」


　オレは泣きたくなってくる気持ちを我慢した。ここで泣いたら、アルフレッドはどう思うだろう。熱が高くてきついんだろうって思うかもしれない。


　オレの気持ちが伝わらなくても仕方ない。けれども、そんなふうに誤解されるのは嫌いやだった。


　アルフレッドに優しくされたい。ずっとオレだけを見ていてほしい。


　本当はいつも心の奥底でそう思っているのに。


「アルフレッド……」


「だから、もう喋るな」


「キスして……」


　そう言ってしまった瞬しゆん間かん、アルフレッドの表情は固まった。


　それを見ていたら、急に罪悪感がオレの胸に押し寄せてきた。いくら具合が悪いからって、こんなことを要求しちゃいけないに決まっている。


　オレは余計なことを口にしたんだと思った。


「ごめん……噓うそ」


　忘れてって言ったのはオレのほうじゃないか。今いま更さら、なんでアルフレッドがオレにキスしなきゃいけないんだ。


「陸……」


「噓だって……」


　涙なみだが目から勝手に零こぼれ落ちる。


　馬ば鹿かだな。オレ、何を泣いてるんだろう。泣くほど、頭が痛いなんて思われたら、馬鹿みたいじゃないか。


　アルフレッドは突とつ然ぜん、椅子から立ち上がったかと思うと、オレのほうに顔を寄せた。


　一瞬だけ唇が重なる。


　オレがビックリしていると、アルフレッドは目の前で優しく微ほほ笑えんだ。


　ドキン。


　胸が高鳴って、今ので熱が一度くらい上がったような気がする。


「今のは仮かり払ばらいだ」


「え……？」


「君が元気になったら、続きをしてやろう」


　アルフレッドはそう言いながら、オレの頰ほおに流れた涙をポケットから取り出した真っ白なハンカチで拭ふいてくれた。


　続きって……キスの続き？


　オレは熱のせいだけじゃなくて、自分の鼓こ動どうが速くなったのに気づいた。


　元気になったら、アルフレッドがキスをしてくれるって言ってる。


「……本当？」


「ああ、噓は言わない。それだけじゃない。君をフェアリーランドに連れていってあげよう」


「フェアリーランド……って？」


「まさか知らないのか？」


　アルフレッドはちょっと顔をしかめた。


「え、えーと……確か遊園地？」


「ただの遊園地じゃない。童話やおとぎの国を再現し、さまざまな妖よう精せい達が可愛かわいらしい姿で行き交かう世界的に有名なテーマパークだ」


　やたらと熱くアルフレッドは語っている。アルフレッドって、そういう夢だのおとぎの国だの、そういうのが好きなんだね。


　アルフレッドはちょっと咳せき払ばらいをした。


「ちなみに、その有名なフェアリーランドを経営しているのが、私の会社だ」


「え……そうなの？」


　そういえば、オレはアルフレッドの会社がどういうものなのか、一度も聞いたことがなかった。アメリカにある会社が本社で、アルフレッドの会社が日本にある支社だって聞いて、ずいぶん大きな会社なんだねとは思っていたけど。


「君が全快したら、フェアリーランドで一日中遊ばせてやろう」


「アルフレッドも一いつ緒しよに……？」


「ああ、もちろん。約束だ。だから、早く元気になるんだ」


「うん……」


　オレはアルフレッドがそこまで気き遣づかってくれるなんて、嬉しくて仕方がなかった。


　ひょっとしたら、オレがこうなったことで、アルフレッドは責任を感じてるのかもしれないが、今はもうそれに甘えていたいと思った。


　オレはどうしようもなく、アルフレッドに傾かたむいていく自分の気持ちが止められなかった。


　もっと優しくしてほしいと願うのは、悪いことなんだろうか……。


　アルフレッドはオレの額の上にそっと手を載せる。


「元気になるために……もう寝ねなさい。何も考えずに目を閉じて……」


「うん……」


　オレは言われたとおりに目を閉じた。


　なんだか眩暈めまいがする。


　だけど、オレはすぐによくならなきゃ。そうして、アルフレッドとフェアリーランドに行く。


　それから……。


　キスの続きをしてもらうんだ。








　肺はい炎えんにはなってなかったこともあって、オレは一週間で退院した。熱が下がってからは退たい屈くつだったんだけど、退院してからも、一週間は屋敷で養生する羽目になった。


　いや、それは、あんまり無理させないようにというお医者さんからのお達しがあったからだ。オレは熱も下がったし大だい丈じよう夫ぶだと言ったんだけど、アルフレッドが勉強しちゃいけないって。


　なんか変だよね。あれほど勉強勉強って言ってたアルフレッドが、勉強禁止なんてさ。


　だけど、オレはこっそりベッドに教科書を持ち込んで勉強していた。だって、高熱が出たし、オレの頭は覚えたことを全部忘れちゃったんじゃないかと思って、不安だったんだ。


　幸い、覚えたことは忘れてなかったみたいだったけど、オレの世話をしに部屋にやってくる登紀子さんや、朝と夜に必ず部屋に顔を出すアルフレッドに隠かくれて、こそこそと勉強を続けていた。


　そして、一週間目にオレはようやく病人食から解放され、ダイニングでいつものように食事を取ることを許された。お医者さんもようやく全快の太たい鼓こ判ばんを押してくれて、アルフレッドも安心したんだろう。


「顔色もよくなったが、やっぱり少し瘦やせたな」


　アルフレッドは食事をしながら、オレの顔をじろじろ眺ながめていたかと思うと、そんなことを言った。


「そうかな。でも、これからすぐに戻もどるよ。明日から勉強もするし」


　高熱が出ていたときは食欲もなくて、ひたすら点てん滴てきでしのいでいたから、確かに少し瘦せたかもしれない。だけど、食欲が戻って、普ふ通つうの食事ができれば、オレにはもう怖こわいものなんかない。


　勉強のしすぎって言われたけど、元々、オレは体力のあるほうなんだから。というか、体力だけが取とり柄えだったというか。


　でも、風か邪ぜをこじらせたってことは、慣れない勉強を一生懸けん命めいしていたからなんだろうね。


「君もようやく治ったことだし、私は君との約束を守らなくてはならないな」


　いきなりそう言われて、オレはドキッとする。


　そう。治ったら、キスの続きをするっていう約束があったんだ。もちろんオレは忘れたことはなくて、屋や敷しきに帰ってアルフレッドと顔を合わせるたびに、いつしてくれるんだろうと思っていた。


　だからって、いつしてくれるのとは訊きけないしさ。高熱で朦もう朧ろうとしていたからこそ、キスして……なんて恥はずかしいことが言えたんだ。今となっては、絶対言えない。


　だけど、何もこんなところで話を持ち出さなくてもいいのに。北沢さんだっているのにさ。


「フェアリーランドは土日が混むから平日にしよう。私はさ来週の半ばが空いている。しばらく時間があるから、今よりもっと体調もよくなっているだろう。それまでに前のように元気になっているといいな」


　なんだ。そっちの約束のほうか……。てっきりキスのほうだと思っていたのに。


「はい。たぶんもうすごく元気になってるよ」


　アルフレッドは穏おだやかに微笑んだ。


　最近ずっとアルフレッドは優やさしくしてくれる。これが病気のせいだとしたら、これからはあんまり優しくしてくれないのかな。


　アルフレッドがただの気むずかしい人ではないことは、もう知っているけど、それでも、どういう人かっていうのは、本当のところ、よく判わからない。オレがここに来て、もうずいぶん経たつし、アルフレッドの意に沿うように礼れい儀ぎ正しくしている。


　だから、もうオレのことを山ザルだなんて思っていないよね？　オレのこと、嫌きらいなんかじゃないよね？


　心の中だけで問いかけたけど、答えなんか返ってくるはずはないんだ。


「あと一ヵ月半ほどで祖父がこちらにやってくる。最初に君と会ったときはどうなるかと思ったが、今の君なら安心して祖父に会わせられるな」


　アルフレッドがそう言ってくれたってことは、オレはもう合格点に達してるってことかな。その、マナーだとか、なんとかのだよ。


「そういえば、最初はフォークもナイフも使えなかったっけ」


　礼儀作法の先生に徹てつ底てい的に叩たたき込まれて、今は別に不自由なく使える。和食での箸はしの持ち方なんかも矯きよう正せいされたし、話し方や歩き方まで注意された。


「でも、まだまだいっぱい勉強することはあるみたいだよね」


「そうだな。それに気づいたということは、ずいぶん成長したということだ」


　アルフレッドは微ほほ笑えみながら、オレを見つめる。


　そんなふうにずっと見つめられてると、なんだか恥ずかしくなってくる。でも、見つめられるのは嬉うれしくて……。


　胸がドキドキしてくる。こんなオレは変かもしれない。


「陸様、お顔が赤くなってますよ。また熱が出たんじゃないでしょうね」


　不意に北沢さんがそんなことを言うから、アルフレッドは食事中だというのに立ち上がって、オレの額に手を当ててきた。


「……熱はないようだが」


「大丈夫だよ。きっと久しぶりの普通の食事だから、血行がよくなったのかも」


「それならいいんだが、何かあったら、すぐに私に言うように」


　まるで過保護のお父さんみたいなことを言って、アルフレッドはまた席に着いた。


「社長はこの頃ごろ、陸様にずいぶん優しくなられたんですねえ」


　北沢さんは感心したように言った。


「どういう意味だ？　私はただ預かっている子にもしものことがあったらよくないから、そこのところを心配しているだけだ」


　心配している……だけ？


　アルフレッドの言葉は、オレを今度は不安に陥おとしいれる。微笑みかけてくれて優しい言葉をかけてもらっても、ちょっとしたことで、オレはまた自分に自信がなくなってしまう。


　少しでも、オレのことを好きだって言ってほしい。ほんの少しだけでもいいから。


　オレはアルフレッドの気持ちが自分に向いてくれることだけを望んでいた。


「私は別に社長をとがめているわけではありません。陸様に優しくされるのは、いいことですよ。それどころか、もっと優しくされたらいいと私は思っています」


　北沢さんはニコニコしながらそう言って、オレの顔をちらって見た。なんだか、北沢さんはオレの気持ちを知ってるみたいだ。


　……いや、そんなことはないよね。自分の気持ちなんか、オレは誰だれにも言ってない。当のアルフレッドにさえ言ってないんだから、北沢さんに判るわけはないんだ。


「陸様、フェアリーランドは本当に楽しいところですよ。社長と一いつ緒しよにたくさん遊んでくださいね」


「あ……ハイ」


　オレはたぶんアルフレッドと一緒なら、どこでも楽しいんだろうなあ。


　そう思いながら、オレは返事をしていた。








　フェアリーランドに行く日の朝になって、オレはそこで一いつ泊ぱくすることを聞いた。


　どうやらフェアリーランド内にホテルがあって、そこに泊とまるらしい。二日かがりでないと、全部を満まん喫きつできないっていうのはすごいよね。どんなに広いところなんだろう。


　いつもスーツ姿のアルフレッドばかり見ているオレだけど、さすがに今日は普ふ段だん着ぎを着ている。といっても、ジャケットは着てるから、イメージ的にはあまり変わらないかな。


　でも、アルフレッドがジーパン穿はいてたら、それはそれで変だよね。


　北沢さんが運転する車に乗って、オレとアルフレッドはようやくフェアリーランドの入場口の前に着いた。


「行ってらっしゃいませ。陸様、楽しんできてくださいね」


　車を降りるオレ達に、北沢さんは声をかけた。


「えっ、北沢さんは？　一緒に行かないの？」


「私はここまでお送りしただけです。荷物はホテルのほうにお届けしておきますからね。後はお二人で楽しんでください」


　ということは、オレとアルフレッドの二人きりで遊ぶんだ……。


　オレが思わずアルフレッドの顔を見ると、アルフレッドはムッとしたように顔をしかめた。


「私と二人じゃ不満なのか？」


「そ、そんなことないよっ」


　どっちかっていうと、オレは嬉しい。アルフレッドのほうは判らないけどね。約束だから、仕方なくオレに付き合ってるだけかもしれないし。


　だいたい、あの約束のキスの続きだって、全然する気配がない。オレが言い出さないから、きっとアルフレッドも都合よく忘れたふりをしてるんだよ。


「お二人とも、喧けん嘩かはなさらないでくださいね。せっかくの楽しい日が台無しになりますから」


　北沢さんが笑いながら注意をした。


「別に喧嘩なんか……。私は子供相手にムキになるようなことはしないからな」


　アルフレッドって、思いっきりムキになる性格みたいなんだけどなあ。北沢さんもそう思ったらしくて、ただ微笑みを浮うかべただけだった。


　アルフレッドは北沢さんの反応に居い心ごこ地ち悪いものを感じたのか、咳せき払ばらいをした。そして、精せい一いつ杯ぱい、威い厳げんを保って言った。


「では、行ってくる」


「はい、気をつけて行ってらっしゃいませ」


　オレが北沢さんに手を振ふると、北沢さんはにっこり微笑んでくれた。


「北沢さんって、いい人だなあ」


　ひとり言みたいにポツンと言ったんだけど、アルフレッドにはちゃんと聞こえていたみたいだ。


「確かに悪い人間ではない。ただ、言葉にたまにトゲがある」


　トゲというより、それって、ツッコミみたいなもんだと思うけどな。オレは北沢さんのツッコミが好きだから、北沢さんも好きだ。第一、北沢さんは最初からずっとオレに優しくしてくれたし。


「とにかく、中に入ろう。ここにいても仕方がない」


　アルフレッドはオレの手をつかむと、入場口のほうへと向かう。


　えっ、なんかこれって、手をつないでるみたいだよな。きっと、アルフレッドは子供の手を引いて連れていってるのと同じ感覚なんだろうけど、オレはドキッとした。


　アルフレッドは入場口に来ると、手を離はなして、チケットを出した。だけど、入場口を通ってから、またオレの手をつかんで歩き出したんだ。


「あ、あの……手をつないだら、変なんじゃないかな」


　アルフレッドはオレの言葉に首をかしげた。


「変かな。君が迷子になるといけないと思ったんだが」


　そんな、まるっきり子供扱あつかいしなくてもいいじゃないか。アルフレッドにとっては、オレなんか、迷子になりそうな子供みたいなもんなのかな。


「オレは小さな子供じゃないんだから。それに迷子になるほど混んでないし」


「……それもそうだね」


　アルフレッドは手を離した。


　手を離してから、オレはそんなこと言い出さなきゃよかったと思った。男同士で手をつなぐなんてみっともないと思ったけど、どうせ、オレの知り合いがここにいるわけじゃないんだ。アルフレッドがオレを子供みたいだって思ってるなら、それを利用して、手をつないでもらえばよかった。


　キスだってしてもらえないんだからさ。


　オレがそんな馬ば鹿かなことで後こう悔かいしている間、アルフレッドは小さなデジカメを手にしていた。


「陸、そこに立って」


「えっ」


　アルフレッドが指差した先にあったのは、妖よう精せいの絵がいっぱい描えがかれている大きな壁へき画がで、そこには英語で『フェアリーランドへようこそ』と記されていた。オレがその前に立つと、アルフレッドは写真を撮とった。


「アルフレッドはここの経営者だから、観光客みたいな写真は撮らないと思ってた」


「もちろん私自身は写真なんて必要ないが、君の記念になるだろう？」


　どうやら、アルフレッドはオレのために撮ってくれたらしい。そういえば、ここに来たのは病気が治ったお祝いみたいなものだからな。


「今日と明日は精一杯楽しもう」


　アルフレッドはそう言って微ほほ笑えんだ。


　こんなふうに優やさしくしてもらえるなら、キスしてもらえなくても、ひょっとしたらオレの気持ちは伝わっているのかもしれない。


　そうだ。オレはアルフレッドに優しくしてもらいたかったんだから。何も肉体的接せつ触しよくが目的ってわけじゃないんだ。


　オレはそう思い直して、せっかく今日と明日はアルフレッドと二人きりなんだから、いっぱい楽しまなきゃ損だと、自分に言い聞かせた。


　すーっと息を吸い込んで、深呼吸をしてみる。そして、あたりを見回してみた。


「ここって、風景からして、日本じゃないみたいだね」


　アルフレッドの目が優しく細められた。


「ああ。中世ヨーロッパの雰ふん囲い気きを出している。中心には城があって、街並みを再現しているんだ。ここを訪おとずれる客のほとんどは日本人だが、この中にいるときだけ、身も心もファンタジーの世界に浸ひたることができる」


「なんかゲームの世界みたいだ」


「そうだな。実際の中世ヨーロッパにはいなかった妖精達や魔ま法ほう使い、そして童話に出てくるキャラクター達がいる」


　もちろんその中にはさまざまなアトラクションや飲食店や土産物売り場なんかが紛まぎれ込んでるわけなんだけど、それらが街並みの雰囲気を壊こわさないように配置されているみたいだ。オレは入り口でもらったパンフレットを眺ながめながらそう思った。


　街の中には映画のエキストラみたいな感じで、まるで中世ヨーロッパに暮らしているような格好をして歩いてる人がいた。もちろんそれは日本人じゃないから、すごくそれが似合っている。


「あ、あの人、騎き士しだね」


　立派なヒゲをたくわえた男が腰こしに剣けんを提げている。かと思うと、ゲームかファンタジーの中から抜ぬけ出してきたような妖精が軽やかな足取りで、子供のお客さんに愛あい想そを振りまいていた。


「ねえ、あそこはなんだろう？　えーと……」


　オレは一番手前にあるアトラクションを指差して、パンフレットに目を落とした。


「あそこはここに入ってから、一番最初のアトラクションだから、現実とファンタジーの世界の境目を演出してるんだ。中は迷路になっているが、もちろんただの迷路じゃない。……入ってみるか？」


「うん！……じゃなくて、はい」


　アルフレッドはにっこりと微笑んだ。


「『うん』でもいい」


「え？　でも、アルフレッドは……」


「最近は君の行ぎよう儀ぎもよくなってきているからね。もともと、家族同様である私に敬語など使う必要はないんだ」


　つまり、最初はあまりにオレの礼儀のなってなさにキレて、『はい』と言えって強要したのか。というか、アルフレッドはオレに家族同様だと言いながらも、最初はオレのことを山ザルと呼んで邪じや険けんにしてたもんな。


　あのときから考えたら、オレとアルフレッドの距きよ離りはすごく近くなってるよね……。


　オレはアルフレッドの腕うでに触ふれた。


「じゃあ、行こうよ！」


「ああ」


　アルフレッドの腕の温ぬくもりを感じながら、オレは最初のアトラクションへと駆かけ出した。








　さまざまなアトラクションを回り、途と中ちゆうで食事を取ったり、休きゆう憩けいしながら、やっと街の半分まで来た。本当に一日じゃ回りきれないほど広いんだな。


「アルフレッド！　今度は城に入ろう！」


　フェアリーランドの中では一番目立つものだから、オレは最初からこの城の中に入りたくて仕方がなかった。


　城門には甲かつ冑ちゆうを着込んだ門兵がいたが、もちろん腕につけたフリーパスポートを見せれば、ちゃんと通してくれる。


「この城には一番時間と金をかけて作らせているんだ」


　アルフレッドが自じ慢まんしたとおり、外観だけではなく、中も本物の城のようだった。といっても、オレは本物の中世の城なんかに入ったことはないんだけどさ。


　でも、テレビなんかで見たおぼろげな記き憶おくと似ている。重厚な雰囲気のする廊ろう下かを歩くだけでも、本物の城の中を探検している気分になってくる。


　やがて、案内役の妖精が現れて、アトラクションへと続く扉とびらを開いてくれた。部屋ごとにストーリーがあり、目の前で迫はく力りよくのある劇が行われる。いくつもの扉を開き、ストーリーを追っていくと、物語のラストでは大広間で王子様と姫ひめ君との結けつ婚こん式が行われるんだ。


　自分が物語の中に入りこんでいるような気がして、オレは結婚式を祝うお城の住人達と一いつ緒しよになって拍はく手しゆをしていた。


　そして、そこで豪ごう華か絢けん爛らんなアトラクションは終わる。


「こっちの塔とうに上がると、街が見み渡わたせるんだ。行こう」


　アルフレッドに連れられて、高い塔に上がる。エレベーターなのはちょっと興きよう醒ざめな感じもしたが、さすがにそれは仕方ないよね。


　エレベーターを降りると、四方がガラス張りの部屋となっていて、望遠鏡が設置してあった。


「わあ、街並みが綺き麗れいだね」


　計算された街作りというのか、この城を中心にしてすべてが配置されているのが判わかる。街の中に流れる川も、それから人工の湖も山も、何もかもが計算し尽つくされているって感じだ。そして、その眺めが美しいんだ。


　ふと、オレはアルフレッドの屋や敷しきに連れてこられたとき、バルコニーから庭を見せられたことを思い出した。


　あのとき、アルフレッドは「おとぎの国みたいだろう」と言った。あの庭も計算された美しさがあったから、確かにあの屋敷の敷しき地ちはアトラクションこそないものの、アルフレッドのおとぎの国そのものだったかもしれない。


　日本にこのフェアリーランドができたのはオレが生まれる前のことだし、アルフレッドがこれを経営する会社の社長になったのは数ヵ月前だから、最初からここの企き画かくにたずさわっていたわけじゃないだろうけど、何か思い入れみたいなものがあるのかな。


「アメリカに、本家のフェアリーランドがあるよね？　やっぱりここより、あっちのフェアリーランドのほうが面おも白しろい？」


「いや……。どちらにもそれぞれの特色があって、どっちが面白いということはない。どちらも面白いというのが正解かな」


　アルフレッドは街を見下ろしながら静かな声で言った。


「私は物心つく前から、何度も向こうのフェアリーランドで遊んだ。何度行っても楽しくて、飽あきなかった。ここにはつまらない日常とは違ちがう、楽しくて美しい非日常の幻げん想そうの世界がある。だから、私はより美しく、より楽しい夢の世界をここを訪れる人達に提供したい。そして、幼かった私のように、何度もここに来たいと思ってほしい」


　オレは熱く語るアルフレッドの横顔をじっと見つめた。


「アルフレッドがそんな考えを持ってるなんて、今まで全然知らなかった……。アルフレッドはいつもオレに口やかましく現実を突つきつけていたから……」


　アルフレッドは苦笑した。


「そうだ。私はいつも現実的だよ。だが、私も子供の頃ころは夢多き少年だったんだ」


　アメリカでの少年時代……オレがそれを知らないのは当たり前の話だが、なんとなく嫉しつ妬とめいた感情が胸に芽生えた。


　アルフレッドとアメリカで過ごした誰だれかに対して。


　オレが知っているアルフレッドは、ほんの一部だけなんだ。


「オレ、アルフレッドのことをもっとよく知りたい」


　少し驚おどろいたような顔をして、アルフレッドはこちらに目を向けた。


「……私も君のことをもっと知りたい」


「え……？」


　まさかそんな返事をされるとは思わなかったから、オレもビックリする。アルフレッドと視線が合い、ちょっとの間、二人でお互たがいの目を見つめ合っていた。


　アルフレッドの手がオレの手に触れる。


「あ……」


　どうしてそんな些さ細さいなことでドキッとするのか、自分でもよく判らない。オレはそんなにアルフレッドのことが好きなのかな。


　家族以上に……？


　実際のところ、オレがアルフレッドに抱いだく気持ちはなんなんだろう。


　優やさしくしてもらいたいと思っているけど、ホントに優しくしてもらっても、もっともっとって、上を望んでしまう。オレはどこまでアルフレッドに優しくしてもらったら満足なのかな。


「もうすぐ日が沈しずむ。そろそろホテルにチェックインしようか」


「う、うん……」


　もう少しここにいたかったが、アルフレッドがそう言うのなら、オレは従うしかない。たとえ遊んでいても、すべての決定権はアルフレッドにあるんだ。


　ホテルに行き、部屋に案内される。広島で泊とまった部屋より、ずっと豪ごう華かだった。あのときと同じ二つに分かれた部屋なんだけど、内装や家具なんかが上品で綺麗だし、ものすごく広い。ホテルのなんだか偉えらい人がアルフレッドに挨あい拶さつに来たし、もしかして特別扱あつかいなのかと思ったりして。


　食事するのにレストランに行けば、シェフまでもが席に挨拶に来る。アルフレッドって、ここではまるで王様みたいに偉い人ってことになるのかな。もちろんアルフレッドが社長でお金持ちなのは知っていたけど、いつも一緒にいると、そういう意識が薄うすれてくるから、改めてオレは驚いた。


　食事が終わってから、散歩に出かける。花火が上がり、レーザーショーがあるんだ。それから、パレードも。


　夜になると、建物はイルミネーションに照らされていて、街全体がますます幻想的な雰ふん囲い気きに包まれていた。オレとアルフレッドはそんな中をゆっくりと歩いていき、花火とレーザーショーが行われる場所へと向かった。


　平日だというのに、それなりに人がいる。フェアリーランドなんて、島にいたら、あんまり馴な染じみのないところだし、こんなに人気のテーマパークだなんて知らなかった。


　湖のほとりのベンチにオレとアルフレッドは腰こしかけた。


「……寒くないか？」


「うん。平気」


　そう答えたのに、アルフレッドはオレの肩かたに手を回した。


　温ぬくもりと共に、ふわりとした優しさがオレを包み込む。いや、これが優しさなのかどうか、オレにはよく判らない。


　今だけ……風か邪ぜが治ったご褒ほう美びに一時的に優しくしてくれてるだけなのかもしれない。


　いや、そんなこと考えても仕方ないんだ。オレは温もりをむさぼるようにアルフレッドに身を寄せた。


　胸がドキドキする。オレはなんでこんなふうにドキドキしてしまうんだろう。家族のように優しくしてほしいだけなら、こんなに胸が高鳴ることはないはずだ。


　だから、オレがアルフレッドに寄せる気持ちは、家族に対するのとはちょっと違うんだって思う。


　それが何かって……言葉にするのはむずかしいけど。


　アルフレッドが酔よっていたあの夜、オレの中で何かが変わったんだ。優しさを求める気持ちと一緒に、何かが植えつけられてしまった。


　もし、あのとき、アルフレッドが酔っていなかったら……。もしくは、朝になって、アルフレッドがすべてを覚えていたら……。


　そのとき、ヒュルヒュルと花火が夜空に打ち上げられた。


　花が咲さくようにパッと色とりどりの火が散らばる。あんまりこういう花火は間近で見たことなかったから、オレはビックリして空を見上げた。


「すごい……」


「まだ始まったばかりだが」


「でも、オレ、打ち上げ花火はテレビでしか見たことないから」


　花火というと、自分で持ってするやつだったし、テレビで見る打ち上げ花火はこんなに大きく見えたりしない。


　次々と花火が打ち上げられて、夜空に大きく模様を描えがく。


　オレはアルフレッドの身体からだにもたれながら、もう口を開くことなく眺ながめていた。


　そして、始まるレーザーショー。音楽に合わせて色とりどりのレーザーが縦横無む尽じんに夜空を駆かけ巡めぐり、幾き何か学がく的な模様を映し出す。それは、ときにはフェアリーランドのマスコットキャラや、可愛かわいい妖よう精せい達の形を取り、オレ達の目を楽しませてくれた。


　そのフィナーレには、また花火が連続して打ち上げられ、視界いっぱいに美しい光景が広がった。


　音楽が終わった後、オレはほっと息をついた。息をするのも忘れるくらい、目の前の花火やレーザーに魅みせられていたんだ。


　そのへんのベンチに座っていた観客達はみんな移動していく。夜のパレードが始まるから、メインストリートに向かっているんだろう。


「私達もパレードを見にいこう」


「うん……」


　そう言いながらも、オレはアルフレッドに身を寄せたままだった。


「どうかしたのか？　まさかまた熱が出たとか？」


「違う。ただ、オレは嬉うれしかったんだ……」


「嬉しかった？」


　アルフレッドは不思議そうな声を出して訊き返した。


「島にずっといたら……あの暮らしを続けていたら、オレはこんな花火なんかを見ることはなかったかもしれない。少なくともここに来ることはなかったような気がする。毎日毎日、叔お父じさんの手伝いをして……そういう生活も悪くないけど、アルフレッドのおかげで、オレはたくさんのことを教えてもらって、こんなところにまで連れてきてもらった……」


　なんだか目に涙なみだが滲にじむ。


　オレ、何を泣いてるんだろう。花火があんまり綺き麗れいで感動したんだろうか。


「陸……。それは私じゃなくて、私の祖父のおかげだ。そして、私の祖父を助けてくれたのは、君のお父さんなんだ。だから、君をここに導いたのは、お父さんなんだよ」


　思いがけないアルフレッドの言葉に、オレは涙がどっと出てきた。


　写真の中の顔しか知らない父さんのことを思い浮うかべたら、淋さびしい気持ちと懐なつかしい気持ちが一挙に湧わき出てきて困ってしまった。


「ご、ごめん……。泣いたりして」


「いや、謝らなくていい。嬉しくても悲しくても、涙が出てくることはある」


　そう言いながら、アルフレッドはオレの頰ほおに触ふれた。


　アルフレッドの指が頰に触れると、何な故ぜだか身体がビクッと震ふるえる。それに動どう揺ようしたように、アルフレッドは指を離はなした。


　一いつ瞬しゆん、二人の間に何か奇き妙みような雰囲気が漂ただよった。


「……パレード見にいこうかっ？」


　オレは明るい口調でそう言い、ベンチから立ち上がろうとした。


　だが、アルフレッドはそれを押し留とどめる。


「えっ、だからパレード……」


　アルフレッドはオレを抱き寄せた。


　な、何っ……？


　心臓がドキドキする。こんなふうに抱きしめられることなんて、あの夜以来じゃないかな。


　いや、アルフレッドにあのときと同じような意図があるわけじゃない。これはきっと、アメリカ人的な親愛の情を表すものなんだよ。


「陸……」


「……何？」


　オレは小さな声で答えた。


「元気になったらって、約束したね？」


「うん。だから、ここに連れてきてもらった」


「もうひとつの約束……」


　オレの胸は高鳴った。


　アルフレッドはちゃんと覚えていたんだ。オレとの約束。キスの続きをしてくれるって。


　ゆっくりとアルフレッドはオレの顔を上げさせた。そうして、アルフレッドの唇くちびるがオレの唇に重なっていく。


　胸が震える。


　オレはどうしようもなくアルフレッドが好きなんだって、今、思った。


　家族としてじゃなく。


　自分の気持ちが止められない。


　オレはただアルフレッドの腕うでの中で身動きもせずに口づけをされていた。








　ホテルの部屋に戻もどると、オレはリビングのソファに崩くずれるように腰を下ろした。


　キスされた余よ韻いんがまだ残っていて、火ほ照てった頰はまだ元に戻らない。ギリギリのところで我が慢まんしてるけど、身体の奥に変なうずきを感じている。


　キスひとつでこんなに感じてるのは、たぶんオレ一人だ。


「疲つかれたのか？」


　アルフレッドはジャケットを脱ぬいで、きちんとクローゼットにかけると、オレの隣となりに座りながら尋たずねた。


「そうじゃないけど……」


　こんなに近くにアルフレッドがいると、また寄り添そいたくなる。またキスをしてって言いたくなる。


　だけど、もうしてくれないよな。あれは単なる約束を果たしただけなんだから。


　もう、これ以上のことは望んじゃいけない。アルフレッドにはそういう気はないんだ。


　それは判わかってるけど……。


　どうしてもアルフレッドが傍そばにいると、気になって、つい寄りかかってしまう。アルフレッドは気にする様子もなく、オレの肩を当たり前みたいに抱だいた。


「何か温かいものでも飲むか？」


「え？　オレはいい」


「本当は寒かったんじゃないのか？　もう寝ねたほうがいいかもしれないね」


　それって……。


　オレが寒くて、こんなふうに寄りかかっているとアルフレッドは思っているのか。だから、あっためるために、オレの肩かたを抱いてるのか。


　どうせアルフレッドにはそういう気がないんだと判っていても、ガッカリする。


　いや、これは仕方のないことなんだ。オレなんか普ふ通つうだったら相手にしないよ。ちょっと口うるさくて神経質なところもあるけど、お金持ちで格好よくて、社長なんだ。いくらだって、女の人は寄ってくるだろう。


　そうだ。酔よっ払ぱらってでもいなければ、オレなんかに……。


「風ふ呂ろに入ってあったまるか？　それとも、もうベッドに入ったほうがいいかもしれないな」


「えっ、でも、アルフレッドは寝る前には絶対に風呂に入らないとダメだって……」


「熱でも出たら困る。それくらいなら、暖かくして寝たほうがいい」


　そっかー。熱を出すと、アルフレッドも困るもんね。せっかく治ったのに、また迷めい惑わくかけてしまうからね。


　アルフレッドが優やさしいと嬉しいのに、その優しさに裏があるんじゃないかとつい疑ってしまう。オレはもう優しくされるだけじゃ、我慢できないのかもしれない。


　そう。キスだけじゃ我慢ができないように。


「寒くなんかないから、もうしばらくこんなふうにしてたい」


　オレはアルフレッドに体重をかけながら言った。


　こんなのワガママだろうし、アルフレッドもオレのワガママに付き合うのは嫌いやなのかもしれない。あきらめたようにオレの肩を引き寄せた。


　しばらくそうしていたかと思うと、アルフレッドは肩に置いていた手でオレの髪かみをいじり始めた。そうして、耳に触れたり、頰を撫なでたりしていく。ときどき我に返ったようにまた肩に戻るけど、やっぱり髪をいじり出すんだ。


　ああ、もうずっとこうしていたい。


　オレはうっとりしながらアルフレッドに寄りかかっていたが、急にアルフレッドはオレを突つき放して立ち上がった。


「……私はシャワーを浴びてくる！」


　なんで、いきなり？


　オレは驚おどろいて、思わずアルフレッドの背中に抱きついた。


「離しなさい」


　厳しい声で言われて、オレは手を離そうとした。だけど、一度味わってしまった温ぬくもりを手放すのは嫌だったんだ。


「オレも……一いつ緒しよにシャワー浴びていい？」


　広島のホテルでは、一緒にシャワーブースに入った。そして、恥はずかしいことをされたから、普通に考えたら、オレが一緒にシャワーを浴びたいなんて言い出すのは変なことだ。


　だけど、変でもなんでも、今、オレはアルフレッドから離れたくなかった。できるだけ、傍にいたかったんだ。


「……君は何を考えてるんだ？」


「だって……オレは……アルフレッドの傍にいたい」


　こんなふうに同じ部屋で夜を過ごすことなんかもうないんだ。そう思うと、今という時間を大事にしたかった。


　何もキスしてと言ってるわけじゃない。髪を撫でて、肩を抱いてくれるだけでいいんだ。オレはそれで我慢するから……。


　もっと傍にいてほしい。


　だんだん自分の要求が大きくなっていることに戸と惑まどいながらも、オレはどうしてももう少しだけアルフレッドとの時間が欲しかった。


「君は……私がどんなに我慢していると思ってるんだ？」


「え……？　やっぱり迷惑……？」


　こんなの、オレのワガママで、勝手な要求なんだもんね。アルフレッドがオレのお守もりに疲れてキレても仕方ないよ。


　オレはそっと手を離した。


「そうじゃない！」


　アルフレッドは振ふり返ると、なんだか怖こわい形相でオレの両りよう肩かたをつかんだ。


　そんなに怒おこらせてしまったんだろうか。一緒にシャワー浴びるのが、そんなに迷惑なことだったのかな。


「君はまだ子供だ。だから、大人の私は抑よく制せいすべきなんだ。なのに、君ときたら、なんでそう、私を挑ちよう発はつしようとするんだ！」


「そんな挑発だなんて……」


　全然そういうつもりじゃなかった。というか、アルフレッドが怒っているのは、オレが想像していたのとはちょっと違ちがうみたいだ。


「挑発だ。出会って間もない頃ころならともかく、今、私は君とシャワーを浴びることはできない。君が危険なんだ。判るかい？」


　アルフレッドは顔を近づけて、オレを説き伏ふせようとする。


　胸がドキドキしてくる。


　ひょっとして、オレの片かた想おもいじゃないのかな。オレの気持ちとアルフレッドの気持ちは同じなのかもしれない。


「危険でもいい……」


　アルフレッドは首を横に振った。


「いや、よくない。私は君の家族同然で、大人として君を教育し、いい方向へと導き、慈いつくしみ、育て上げなくてはならない。その君の芽を私が勝手に摘つむなんてことは、許されるはずがない」


「オレがいいって言っても？」


「それはよくないことだ……よくないことなんだよ、陸」


　顔がこんなに近くにある。ほんの少し背せ伸のびをしたら、キスができる距きよ離りに。


「もう一回キスして……」


　オレは目を閉じた。


「ダメだ、陸。目を開けなさい」


　アルフレッドはそう言ったが、息が顔にかかっている。


　両頰に手が当てられる。そして、額に唇くちびるが押し当てられる感かん触しよくが……。続いて、まぶたや目の周り、頰ほおにも同じ感触がした。


　それでも、オレは目を閉じたままだった。だって、肝かん心じんなところにはキスをしてくれてない。アルフレッドの気持ちがオレと同じだってことを知った今、このまま引けなかった。


　やがて、唇に柔やわらかいものが触ふれた。


　舌が入ってきて、オレをとろけさせていく。


　なんでキスだけで、こんなに気持ちよくなれるんだろう。それだけ、オレがアルフレッドを好きだってことかな。


　唇が離はなれた。と思ったら、今度はギュッと抱だきしめられて、キスをされる。


　今までのキスとは違う。何か一線を越こえたような激情さえ感じられるようなキスで、オレは眩暈めまいがするほどだった。


　アルフレッドの温もりに包まれながらキスされて……。


　もう思い残すこともない。オレにとって、この一いつ泊ぱく二日のフェアリーランドの中で、最大で最高の時間だった。


　唇が離れたが、オレは足元がよろけてしまって、アルフレッドの身体からだにつかまった。


　自分の身体が発情したみたいに熱くなっているのが判わかる。こんなになるまでキスしたいとは思っていなかったから、自分の身体の反応に戸惑った。


　できるなら、もうずっとアルフレッドにこうしてしがみついていたい。このまま身体を離したら、すごく切なくなってしまう。


「……寒くはないんだね？」


「うん……でも……」


　寒くなくても、もっとあっためてほしい。離れていかないでほしいんだ。


　アルフレッドの手はゆっくりとオレの着ていたジャケットを脱ぬがした。パサッと音がして、それが下のカーペットに落ちたのが判る。几き帳ちよう面めんなアルフレッドがそんな真ま似ねをするとは思わなくて、オレはビックリした。


「あ、あの……下に落ちたよ？」


「ああ。判っている」


　アルフレッドはオレのシャツのボタンを外していく。


「……あ、シャワー、一緒に浴びてくれるの？」


　さっきは拒きよ絶ぜつされたけど、オレとキスして、そういう気になったんだろうか。


「シャワーなんか浴びる気分じゃない。君もだろう？」


「えっ、でもっ……」


　アルフレッドはシャワーとか風ふ呂ろが大好きなんだよね。だいたい、なんでアルフレッドはオレの服を脱がせているんだろう。バスルームに行くんでなければ、どうして……？


　オレはふと、もうひとつの可能性に気がついた。


　キスより、先のこと。


「君は私を挑発したんだ。責任を取る義務がある」


　アルフレッドはオレの裸はだかの胸をさっと撫で下ろした。


「あ……」


「今いま更さら、嫌だなんて言わせない。私はもう止まらないんだから」


　アルフレッドはオレを抱き上げると、ベッドルームへ向かう。そして、オレの身体をベッドに横たえた。


　見上げると、アルフレッドの真しん剣けんな目がそこにあった。


「今日は酔よってないよね？」


「当たり前だ」


　それは判っていたけど、思わず確かく認にんしたくなったんだ。この間みたいに、朝になったら全部忘れてましたっていうのは、悲しいから。


「陸……」


　アルフレッドはいきなりオレの首筋にキスをしてきた。


　身体がビクンと震ふるえる。


「残念だ。君が初めてじゃないなんて」


「だって、アルフレッドが……」


「そうだ。私が酒に酔った勢いで君を抱いてしまった。だが正直に言うと、あまり覚えていないんだ」


　あまりどころか、全然覚えてなかったんじゃないかと思うんだけど。


「君の初めてはどうだったんだろう。君はどんな反応をして、どんな声を出したんだろう。そう思うたびに、高ぶってきて……」


　アルフレッドがそんなことを考えていたなんて。


　オレは全然気づかなかった。


「私は……君が可愛かわいくてならない。私のものにしたい」


　今、心臓が跳はね上がったような気がした。


「ホント……？　ホントにそう思ってる？」


「もちろんだ」


　アルフレッドは乳首を指先で撫なでた。


　それに反応して、オレの身体が揺ゆれる。


「感じるのか？」


「ん……」


「これはどうだ？」


　指で撫でられていた部分にキスをされて、オレの身体は大げさに震えた。


「あ……あん……」


　抑おさえられない熱い何かが身体の中に渦うず巻まく。初めてされたときは、こんなふうにはならなかった。あのときは戸と惑まどいのほうが大きくて、自分が何をされているのかも、よく判らなかったからだ。


　アルフレッドは身体のあちこちにたくさんのキスをしていく。その様子が本当にオレのことを可愛く思ってくれているようなので、余計にキスに反応してしまうみたいだ。


　魚のようにいちいち飛び跳ねるオレの身体に、アルフレッドはキスしながらも、優やさしく撫でてくれる。


　やがて、アルフレッドの手がオレの股こ間かんに触れた。


「あ……そこは……」


「ここは君の大事なところだね」


　そう言いながら、アルフレッドはズボンの上から撫でていく。


「そんなに撫でられたら……」


「このままイッてしまう？　私はそれでも構わないが」


「オレが嫌いやだよっ」


　アルフレッドはふっと笑った。


「中で出すのが嫌なら、脱ぐしかないな」


　そう言って、何な故ぜだか嬉うれしそうにベルトに手をかける。


「えっ、でも、まだ心の準備ができてないし」


「準備なんて脱いでからすればいい」


　アルフレッドは強ごう引いんにオレのズボンを下着ごと取り去ってしまった。


　もちろんそこは硬かたくなっている。今いま更さら隠かくすほどのことはないかもしれないが、やっぱりそうやってじっと見つめられると恥はずかしかった。


「何もそんなに見なくても……」


「私は見たいんだ。酔っていた私もこんなふうに君のここを見つめていたのか？」


　アルフレッドはそこにそっと触ふれて尋たずねた。


　まるで、あの夜の自分に嫉しつ妬とするみたいに。


「じっと見てた。それから、いやらしいことをいっぱいした」


「いやらしいこと？　どんな？」


「どんなって言われても……」


　手で押さえたら、手の上から舐なめてきた……なんてことは言いにくい。それだけじゃなくて、その部分にもキスされて、アルフレッドの口の中でイッちゃったなんてさ。


「こういうことをされたんじゃないか？」


　アルフレッドはニヤリと笑うと、そこの先せん端たんにキスをしてきた。


　電流みたいな快感が走り抜ぬけて、身体がビクンと揺れる。アルフレッドはその反応に満足したみたいに、舌でそれを舐め上げた。


　それは前にされたときとそっくり同じ状じよう況きようだった。


　ソフトクリームみたいに舐められて、オレの身体はたちまち溶とけてしまいそうになる。


「やだ。もう……溶けちゃうから……」


「溶ける？　ココが？」


　アルフレッドは手で軽くしごいた。それなのに、オレはその刺し激げきだけで簡単にイッてしまっていた。


「……我が慢まんが足りないね」


　アルフレッドは自分の手についた汚よごれを眺ながめた。


「ご、ごめんなさいっ……」


　口の中で出すのと、どっちが悪いかなあと思ったんだけど、アルフレッドは大して気にした様子も見せずに、汚れた手を舐めた。


「あ……何もそんなの舐めなくても……」


「君のミルクだ。もったいないだろう？」


　そう訊きかれて、オレは答えられなかった。


　なんか、だんだん酒さけ酔よいモードのアルフレッドに言動が近づいてきたような……。それって、オレの気のせいかな。


「さあ、ここで元気がなくなってもらっては困るから、もう一回チャレンジしてもらおうか」


「チャレンジって？」


「私にすべて任せなさい」


　アルフレッドは熱を吐はき出したばかりのそこに唇くちびるを寄せた。


「あ……ぁ……っ」


　アルフレッドの唇にすっぽり包まれて、オレは眩暈めまいがしそうだった。


　気持ちいい……。


　節操ないような気もしたけど、口で刺激されたら、萎なえていたそこがすぐに回復してくる。


「……そんなに気持ちがいい？」


「うん……すごく」


　オレはうわ言のようにつぶやいた。


　もちろん誰だれにされてもこんなに気持ちいいってわけじゃないと思う。アルフレッドにされてるから、身も心もとろけるように感じてしまうんだ。


　アルフレッドの唇が立てる音がいやらしく聞こえる。あまりの快感に朦もう朧ろうとしているうちに、アルフレッドの手がオレのオシリを撫でているのに気がついた。


　そして、指がその奥にある部分に触れる。


「あっ……や……」


　前を舐められながら、後ろを指先で撫でられてる。その指がどういう意図を持って、そこを撫でているかなんて、オレにはもう判わかりすぎるくらい判っていた。


　だけど、アルフレッドは周囲を撫でるばかりで、なかなか指を入れてこない。オレは思わず自分で誘さそうように腰こしを揺らしてしまった。


「催さい促そくかな？」


　アルフレッドは顔を上げると、オレに微ほほ笑えみかけた。


　サッとオレの頰ほおは熱くなる。


「そ、そんな……」


　確かに催促なんだろうけど、面と向かって訊かれて、はいそうですとは答えにくい。


「いいんだよ。催促でも。君の望みどおりにしてあげよう」


　指が徐じよ々じよに入ってくる。


「あ……ん」


　吐と息いきのような声が出てしまう。


　アルフレッドがオレの表情をじっと見ていて、恥ずかしいんだけど、なんだかそれすら快感にも思えてくる。


　オレの身体からだ……頭のてっぺんから足のつま先まで全部、アルフレッドのものだって思う。だから、好きなようにしてほしい。


　アルフレッドは指でそこを刺激しながら、再び勃たっている部分に唇を寄せる。同時に二箇か所しよをいじられて、オレは今にもイキそうになり、アルフレッドの指を締しめつけた。


「そんなに私の指が気持ちいいのか？」


「あ……あん……っ」


　二本も指を入れられて、オレは返事することもできずに喘あえいでいた。


　今、一番イイところを指が擦こすっていってるんだ。自分の身体がここまで快感に弱いとは思わなかったけど、どうにもコントロールができない。


「もう……オレ……」


　身体が熱くて仕方がない。助けを求めるように、オレはアルフレッドの目を見た。


　アルフレッドは優しく微笑んだ。


「そろそろ君を夢の国に連れていってあげよう」


「夢の国って……アルフレッド、前にも言ってたね」


「ああ。なんとなく思い出した。私はこうやって君を追いつめて……抱だいたんだ」


「あっ……」


　指が出ていき、代わりに押し当てられたのは、アルフレッドの硬くなっているものだった。


「少し我慢して」


　力が込められて、ゆっくりとそれがオレの内部に侵しん入にゆうしてくる。


「すご……い」


　二度目だからなのか、前よりすんなり入ったような気がした。それに、前のときより、オレの気持ちが高まってるせいなのか、身体が痺しびれるような快感があった。


　だって、オレはアルフレッドが好きだから……。


　こんなふうに身体の奥までアルフレッドとつながっているのが嬉しくてならないんだ。


「アルフレッド……」


「前に私のことをなんと呼べと言ったか、君は覚えているかい？」


　そういえば、そんなことも言ってたな。


「アルって……呼べって」


「そう。私のことはそう呼びなさい」


「アル……」


　オレの目の前でアルフレッドは優やさしく微笑んだ。


　ドキン。


　そんな優しい顔をされたら、オレは何をされても許してしまいそうだ。


「今、君の中がキュッと締まった」


「だって、アルフレッド……アルが……」


　オレは手を伸のばして、アルフレッドにしがみついた。


「好きだから……」


　なんだか恥はずかしくて、アルフレッドの顔が見られない。


　自分からキスしてとか、いろいろ言ってたくせに、好きだって言うと、顔も合わせられないくらいにものすごく恥ずかしいのは何な故ぜなんだろう。


　でも、今夜のアルフレッドは酔よっ払ぱらいじゃない。オレの言ったことを忘れたりしないだろうから、自分の気持ちを伝えておきたかった。


「私も君が好きだよ」


　その言葉が胸に染しみ渡わたる。


「……本当に？」


　エッチのついでに適当なことを言ってるんじゃないのかな。この間もエッチの最中にそう言ってくれたけど、翌日にはケロリと忘れていたし。


「陸、顔を上げてごらん」


　オレは恐おそる恐るアルフレッドの顔を見上げた。


　今までにないくらい、アルフレッドは真しん剣けんな目をしていて、ドキッとする。


「私は噓うそなんかつかない。君のことがずっと好きだった」


「ずっと……好き？」


「そうだ。好きだよ、陸」


　アルフレッドはそうささやくと、身体を動かした。


「あ……あん……あっ」


　痺れるような快感は増していく。それは、そこへの刺激だけじゃなくて、アルフレッドがオレのことを好きだって言ってくれたからだ。


　手足の先まで痺れる。快感の真ん中で、オレは自分がどんどん高まっていくのが判った。


　アルフレッドがオレを抱きしめる。


　どうしよう。オレ……。


　気持ちよすぎて、もう頭が朦朧としてくる。身体の奥から何かがせり上がってくるような感じがするんだ。


　オレはアルフレッドにしっかりとしがみついた。


　唇くちびるが重なる。


　ああ、もう……我が慢まんできない。


　オレはアルフレッドの背中に手を回したまま、至上の快感を味わった。








　さっきから、オレはアルフレッドとキスばかり交かわしている。


　エッチが終わった後も、なかなか離はなれられずに、ベッドで抱き合っていた。アルフレッドに好きだって言ってもらって、オレのひそかな望みを全部かなえてもらったんだ。


　もうこれ以上の幸せはなかった。


　アルフレッドはオレの髪かみを撫なでながらささやいた。


「私はただの遊びやいい加減な気持ちでこういうことはできない。……判わかるね？」


「うん……」


　アルフレッドは真ま面じ目めな人だから、確かにそうだろう。


「私は君が好きだ」


　改めて言われたが、やっぱり好きな相手から好きだと言われるのは、すごく嬉うれしい。


「初めて会ったときから、なんだか君が気になって仕方がなかった」


「でも、オレのこと、山ザルとか呼んで、いじめていたのに……」


「気になっていたからだ。どうしても君に目がいってしまう。君のすること全部が視界に入ってきて口出しをしたくなる。自分でもそれがなんなのか判らなかったが、酒に酔って無意識のうちに手を出してしまって、私は初めて自分の気持ちに気づいたんだ」


　じゃあ、あの言動すべては、アルフレッドの隠かくされていた本音だったわけだ。


「オレはあのときからずっとアルのことを意識していたのに、アルはちっとも振ふり向いてくれなかった」


「それは……やっぱり私は君の保護者みたいなものだから、我慢すべきだと思っていたんだ」


「じゃあ、広島のホテルでは？」


「あれは……」


　アルフレッドは苦笑して、チュッとキスをした。


「キスでごまかしてる！」


「いや、そうじゃないが。……あのときは、まだそういう気はなかったから、ほんのイタズラ心だったんだ。君が私の腕うでの中で身体からだをくねらせていたときには、クラッときそうになったが、なんとか我慢した。いくらなんでも、君みたいな男の子に欲情するなんて、自分でも認めたくはなかったから」


　そうだよね。アルフレッドはあの朝、ことさら自分はゲイでもペドナントカでもないって主張してたしね。


「君はどうなんだ？　最初、私のことをどう思っていた？」


「え、オレ？　口うるさくて厳しい人だなって思ってた」


　途と端たんに、アルフレッドはムッとした表情になる。そういうところは、本当に正直だね。


「でも、たまに優しくしてくれて、それが嬉しかった。もっと優しくしてほしいと思ってるときに、あの夜のことがあって……あれからずっと意識しっぱなしだったよ。忘れちゃったのは仕方ないと判ってても、つらかった……」


「あのときのことは、本当にすまなかった」


　アルフレッドはお詫わび代わりにまたキスをする。


「うん……。オレ、こんなふうにアルとキスしたかったんだ」


「私もだ」


　アルフレッドはにっこりと微ほほ笑えむと、またキスをする。


「だが、そろそろ寝ねないといけないね。明日はまた残りのアトラクションを回るから、あんまり朝寝ね坊ぼうはしてられない」


「そっか……」


　本当はまだまだこうしてイチャイチャしていたかったが、確かにいつまでもこうしてるわけにもいかないか。


「ということで、陸。シャワーを浴びよう」


　今いま更さら、危険も何もないので、シャワーを一いつ緒しよに浴びられるんだ。なんだか変な期待をしてしまうのは、オレだけなのかな。


　アルフレッドは早さつ速そくオレのシャツを脱ぬがせて全ぜん裸らにすると、抱だき上げた。


「わっ、なんか、この格好、恥ずかしいんだけど」


「私と君の二人しかいないのに、なんで恥ずかしいんだ？」


「それはそうかもしれないけど……」


　誰だれが見てなくても、裸はだかで抱き上げられるのは、なんとなく恥ずかしい。アルフレッドは自分が服を着てるから、その恥ずかしさが判らないんだよ。


「気にするな。君は可愛かわいい」


　変な慰なぐさめ方をすると、アルフレッドは機き嫌げんよさげに、オレをそのままバスルームに連れていった。








　翌日、残りのアトラクションを回り、迎むかえの北沢さんの車で屋や敷しきに帰った。


「お二人、すっかり仲良しになられたんですね」


　北沢さんのコメントがちょっと痛いところを突ついていたけど、やっぱりアルフレッドのことをアルと呼ぶようになってるし、なんとなく仲良さげな雰ふん囲い気きが出てるのかもしれない。


　それから、オレとアルフレッドの仲はどんどん深まっていった。


　みんなの前ではさすがにイチャイチャできないが、夜、二人きりになったら、思いっきりオレはアルフレッドに甘えていた。


　オレは精神的にも安定してきたせいか、家庭教師の先生達がビックリするくらいに成績を上げていき、アルフレッドが推すい薦せんする高校にもギリギリに合格できるくらいの学力を手にした。


　そうして、あと三週間ほどでアルフレッドのおじいさんが日本にやってくるという頃ころ、オレはアルフレッドの会社関係のパーティーに連れていかれた。


　オレはわざわざこのために作ってもらったスーツを着て、ネクタイまで締しめた。こんな格好はしたことないから、ちょっと窮きゆう屈くつなんだけど、アルフレッドに恥はじをかかせないようにしないといけない。


　でも、山ザルなんて呼ばれていたオレも、パーティーに顔を出しても恥はずかしくないとアルフレッドが思えるくらいにはきっと成長したんだよな。


　パーティーはホテルで行われていた。大きなホールに人がいっぱいいる。ドレスを着ている女の人も大勢いて、すごく華はなやかだ。十二月に入っていたからクリスマスが近いこともあって、ホールにはそれっぽい飾かざりつけなんかしてあったりして、華やかさがプラスされているような気がした。


　それにしても、夫人同どう伴はんなんて話はよく聞くけど、居い候そうろう同伴なんかしてもいいのかな。だけど、北沢さんも一緒だから、あんまり気にしなくていいのかもしれない。


　アルフレッドはたくさんの人と挨あい拶さつをしている。オレは北沢さんと共にアルフレッドについて回って、紹しよう介かいされたら、精せい一いつ杯ぱい、礼れい儀ぎ正しく挨拶をした。


　童顔のせいか、実際の年ねん齢れいより低く見られて、子供なのに偉えらい……みたいに言われたりして、妙みように気き恥はずかしい場面もあった。それでも、オレはアルフレッドに恥をかかせたくない一心で、マナーの先生に学んだことを実じつ践せんした。


　アルフレッドはオレを『我が家で預かっている親しん戚せきの子』だと紹介してくれた。中にはアルフレッドと同じ国の人もいて、オレはみっちり仕込まれた英会話で挨拶する。大だい丈じよう夫ぶと思っていても、緊きん張ちようすると失敗することもあるから、内心、冷ひや汗あせをかいた。


「……今の、大丈夫だった？」


　後でこっそり尋たずねると、アルフレッドはにっこり微笑んだ。


「ちゃんと挨拶できていたよ。よくそんなに喋しやべれるようになったね」


「だって、アルの国の言葉だから。オレも喋れるようになりたいと思ったんだ」


「いい子だ、陸」


　アルフレッドはオレの頭を撫なでた。


　二人きりならキスくらいしてくれたと思うけど、こんな場所では仕方ない。


「いつかは君もこんなふうにパーティーに出て、挨拶をするような人間になるんだよ。今からこうして慣れておけば、失敗することもないだろうしね」


　ああ、それで、わざわざオレを連れてきてくれたのか。アルフレッドの頭の中には、将来のオレのビジョンがあるんだろうな。


　オレはまだ高校に入るための勉強で必死だけどさ。


　アルフレッドは手にしていたグラスに口をつけた。


「社長、あまりアルコールは飲まれないほうが……」


　北沢さんは遠えん慮りよがちにアルフレッドに声をかけた。ということは、アルフレッドの酒さけ癖ぐせの悪さを北沢さんは知ってるってことだよね。


　一見、酔よってないように見えるのに、変なこと言い出して、朝には全部忘れているんだから、確かに秘書としては注意したくなるかもしれない。大事な相手に失礼があったら大変だもんね。


「判わかっている。だが、ビールくらいならかまわないだろう」


「はあ……。飲みすぎにだけは注意してくださいね。特に今日は陸様がおいでになっているのですから」


　アルフレッドはちらっとオレの顔を見た。


「……そうだな。控ひかえよう」


　今のはどういう意味なのかな。北沢さんはオレがアルフレッドの酒癖のことを知らないと思って、オレがいるから注意しろって言ったんだろうか。


　パーティーは立食形式で、主しゆ催さいの偉い人が壇だん上じようで挨拶した後、みんなが料理を皿に取って食べ始めたから、オレも好きな料理を食べた。


　アルフレッドはずっと傍そばにいて、食事しながら仲良く喋っていたんだけど、誰か知り合いの人を見かけたらしくて、ハッとした顔になった。


　アルフレッドの視線をたどると、そこには黒いシックなドレスを着たブロンド美人がいたんだ。


　ブロンド美人はアルフレッドにニッコリ笑いかけて、こちらに寄ってきた。


『久しぶりね、アルフレッド』


　オレのヒアリングが確かなら、彼女は英語でそう言った。


『キャサリン……どうして君がここに？　いつ日本に来たんだ？』


『あなたがいるところなら、どこにでも現れるわよ。だって、私はあなたの婚こん約やく者しやだもの』


　婚約者……って？


　オレは自分の聞いた単語が間ま違ちがいじゃないかと考えたけど、アルフレッドが動どう揺ようしたようにオレを見たから、彼女は確かに婚約者と言ったんだ。


　アルフレッドに婚約者がいたんだ……。


　いや、いてもおかしくはない。アルフレッドは二十七歳。地位も名めい誉よもお金もある。ないのは奥さんと子供だけじゃないか。


　でも、それじゃ、オレはなんなんだろう。ただの遊び相手？　アルフレッドは遊びじゃないと言ったけど。


『私は君と婚約なんかした覚えはない！』


　アルフレッドはきっぱりと否定した。


『正式にはしてないわ。でも、あなたは確かに私にプロポーズをしたのよ。そして、私はそれを受けた。だったら、婚約者じゃないの』


『私はそんなものは認めない。君と結けつ婚こんする気なんかないんだからな』


　キャサリンと呼ばれた彼女は、眉まゆをひそめた。


『酔っていたからって、約束は約束よ！　私には今更なかったことにはできないわ』


　オレはそれを聞いて愕がく然ぜんとした。


　アルフレッドは酔うと、人が変わったようになる。そして、翌朝には自分が言ったことやしたことを忘れている。……オレは単にそれだけだと思っていたけど、もしかしてアルフレッドはオレにしたようなことを、たくさんの女の人としていたんじゃ……。


　もちろんアルフレッドみたいな魅み力りよく的な男が、オレとのエッチが初めてのはずはない。それは判っていたけど、もし酔うたびに、何人もの女の人を口説いていたとしたら……。


　いや、まさか、そんなことないよね。キャサリンって人はデタラメを言ってるだけなんだよね。


　だけど、アルフレッドは蒼そう白はくな顔でオレのほうを見た。


　噓うそだって言ってほしい。どうして、否定してくれないんだろう。


「北沢、陸を頼たのむ」


　それだけを言い捨てて、アルフレッドは彼女を連れて、どこかへ消えてしまった。オレは料理の皿を手にしたまま、呆ぼう然ぜんとそれを見送っていた。


「陸様、あっちにおいしそうなケーキがありますよ。取りにいきましょうか」


「え……？」


　オレは北沢さんの言ってることの意味がよく判らなかった。


　北沢さんは困ったような顔をして、オレが持っていた料理の皿を近くのテーブルの上に置いた。


「大丈夫ですか、陸様？　顔色が悪いですよ」


「うん……」


　なんだか身体中の力が抜ぬけていくような気がする。今日はアルフレッドに恥はじをかかせないようにと、すごく気を張って来たのに、肝かん心じんのアルフレッドがいなくなったからだろうか。


「ホールの外にソファがありました。そちらで少し休みましょう」


　オレはまるで自分の意思がないマリオネットのように北沢さんの言葉に従った。


　ソファに座ると、北沢さんはオレの横に腰こしを下ろした。


「陸様、そんなに心配なさらなくても大丈夫ですよ。あの女の人のことは上手うまく社長が処理をされるはずですから」


　北沢さんはオレがアルフレッドの婚約者出現でショックを受けているというのを判ってて、そう言ってるんだろうか。それじゃ、オレとアルフレッドの関係を知ってるみたいじゃないか。


　まさか、そんなことはないよね……。


「オレは別に……その、アルが結婚したからって……」


　そう言いながら、アルフレッドの結婚式を頭で思い浮うかべてしまって、胸がズキンと痛む。


　あのブロンド美女がウェディングドレスを着て、白のモーニングを着たアルフレッドと並んでいたら、すごく似合ってると思う。


　そもそも、オレとアルフレッドはどういう関係なんだろう。恋こい人びとっぽいことをしてるけど、なんかそういうのとは違うような気もするし。とにかく、すごく危うい関係で、いつ壊こわれてもおかしくない。


　少なくとも、あの女の人が言ってたような『婚約』だの『プロポーズ』だのという言葉は、オレとアルフレッドの間には存在しないんだ。


　北沢さんはそっとオレの背中に手を回した。


「無理されなくてもいいんですよ。私は陸様と社長の関係については、お話をうかがっておりますから」


「えっ……ホントに？」


　オレはさすがにそれにはビックリする。まさか本当に北沢さんが知っていたとは思わなかったからだ。まして、アルフレッドから聞いていたなんて。


「本当です。まあ、薄うす々うすは気づいていましたけどね。陸様が熱を出してからの、社長のあの過保護ぶりはとんでもないものがありましたから」


　そう言われてみれば、あの頃ころ、確かにアルフレッドは過保護だったよね。北沢さんの目にもそんなふうに見えていたのか……。


「社長がわざわざ私にそれを知らせたということは、陸様のことを真しん剣けんに考えていらっしゃるからだと思います。だから、彼女のことなんか気にしなくてもいいんですよ」


「でも……。世間的にはオレと仲良くしてるより、彼女と婚約してるほうがアルにとって有利なんじゃないかな」


「そういう考え方でいけば、そうですね」


　北沢さんはあっさりとオレの意見に同意した。


「ですが、心に噓はつけないでしょう？　世間に有利なだけで結婚をすれば、どこかに破は綻たんが生じる。だったら、最初から結婚なんかしないほうがいいのではないでしょうか。……それに、社長は恐おそらく彼女と付き合ってはいなかったと思いますよ。第一、プロポーズを本当にしたかどうかなんて、彼女以外には誰だれにも判らないんですから」


　それはやっぱり、アルフレッドが酒を飲んでいたときのことだからなんだろうか。


「ねえ、北沢さん。もしかして……アルは酔ようと、女の人を口説くクセがある？」


　一いつ瞬しゆんだけ、北沢さんは黙だまっていた。


「……いえ、そういうことは……」


「正直に言って。本当のことを知りたい」


　北沢さんは軽く溜ため息いきをついた。


「では、正直に言いますが、確かにそのクセはあるようです。ただ、私が秘書になってからは、社長が飲み過ぎないように常に気を配っていたので、そんなことはなかったはずです。……ご自分の部屋の中で飲む分には、さすがに制限できませんでしたが」


　それは例の夜のことを言ってるんだろうか。アルフレッドはそこまで北沢さんに話していたんだな。


「でも、アメリカではどうだったのかは判わからないよね……」


「そうですね。しかし、それは過去のことですから」


　北沢さんはさらっと言ってのけた。


　それは北沢さんが当事者ではないからというより、物事にこだわらない性格だからかもしれない。優やさしいけれども、感情には流されない冷静さがいつも北沢さんにはあった。


「オレは北沢さんみたいに強くなりたい」


「私は強くなんかないですよ。ただ神経が図太いだけです」


　それは言えるかもしれないが、自分で言ってしまうところが北沢さんらしいよね。


「顔色が少しよくなってきましたね。会場に戻もどりますか？」


「うん」


　うなずいて立ち上がったところで、オレはホールから出てくるアルフレッドと例の彼女を見つけた。


　アルフレッドは不ふ機き嫌げんそうな顔をしていたが、彼女は一人でニコニコしている。そして、アルフレッドの腕うでに手をかけようとして、さりげなく振ふり払はらわれていた。


「社長！　話はつきましたか？」


　北沢さんが声をかけると、アルフレッドはハッとした顔でこちらを見た。アルフレッドはオレの目を見て、すぐに逸そらす。


　一体、どういうこと？　なんでオレの目を見ないの？


　オレの胸に不安が渦うず巻まいた。


「……彼女は一週間、うちの屋や敷しきに滞たい在ざいすることに決まった」


「えっ……それはどういうことですか？」


　北沢さんの口調がめずらしくきつくなった。たぶん、それは傍そばにいるオレの気持ちを思いやってくれているからだよね。もちろんオレだって、北沢さんと同じことを聞きたい。


「彼女は迫さこ田たさんと知り合いなんだ。面めん倒どうを見てくれと頼まれてしまって、断れなかった」


　迫田さんって、確か壇だん上じようで挨あい拶さつしていた人だ。ということは、アルフレッドの仕事と関わりのある人なんだろう。


「しかし……いいんですか？」


　北沢さんの目はちらっとオレを見た。そこでやっとアルフレッドはオレの目を見つめた。


「陸……屋敷に帰ってから、ちゃんと説明する。私を誤解しないでくれ」


　誤解しないでくれって言われても、疑ぎ惑わくで胸がいっぱいだよ。アルフレッドを疑いたくはないけど、それはどうしようもない。


　でも、オレがここで文句を言う資格なんかない。あそこはアルフレッドの屋敷で、オレは居い候そうろうだからだ。


　オレは黙ったままうなずいた。


『ねえ、この子、あなたのなんなの？　まさか隠かくし子ごなんて言わないでしょうね』


　彼女の質問に、アルフレッドは深い溜息をついた。








　彼女はパーティーのあったホテルに泊とまっていたが、早さつ速そく引き払って、そのまま屋敷に乗り込んできた。


　オレはすごーく嫌いやだったけど、オレが嫌がっても、主あるじのアルフレッドが受け入れたんだから仕方がない。ただ、オレが許せなかったのは、彼女がアルフレッドにやたらとまとわりついていたことだ。


　帰りの車の中でも、オレは助手席に押しやられて、後ろに二人で乗っていたんだ。アルフレッドは嫌そうにしていたが、彼女は一人ではしゃいでいて、車内には重たい空気が漂ただよっていた。


　アルフレッドは屋敷に戻ってから、オレへのフォローをすぐにでもしたかったみたいだけど、彼女に邪じや魔まされてダメだった。ただ、婚こん約やくのことは、一週間面倒を見て、観光に連れていってもらえば、もう口には出さないと約束したらしい。


　その約束自体は、迫田さんの前でなされたようなので、破られることはないはずだと、アルフレッドは言っていた。


　だけど、この一週間の間に、彼女がアルフレッドを再攻こう略りやくしようとしてるのは明らかだった。とにかく、酒は絶対口にしないようにと、アルフレッドは北沢さんにしつこく言われていた。


　そう。酒さえ飲まされなければ、アルフレッドの意志は固いはずなんだ。たぶん。


　だけど、酒を飲んだとしても、普ふ通つうはそんな心配なんかいらないんじゃないかな。アルフレッドの心がオレを一番だと思っているのなら、酒を飲んだくらいで違う相手を口説いたりしないよね。


　そう思うけど、オレの心は不安でいっぱいだった。せめて、ゆっくりアルフレッドと二人きりで話す時間があればいいのに。それさえも、彼女に邪魔されっぱなしだった。


　キャサリンさんは昼間、アルフレッドの会社の人に観光に連れていってもらっていた。アルフレッドに案内されたかったらしいけど、昼間は仕事があるからということでなんとか逃のがれているみたいだった。


　でも、夜、アルフレッドが帰ってくると、ベッタリくっつくんだ。もちろんアルフレッドは強こわ張ばった顔でしか対応してないんだけどさ。


　彼女は屋敷では客間を与あたえられていたが、何かというと、アルフレッドの部屋へ押しかけてきた。オレが部屋の中にいても強ごう引いんに入ってくるから、代わりにオレも彼女がいても邪魔をした。


　だって、二人きりになんかしておけないじゃないか。彼女は気の利きかない子ねえみたいなことを言っていたけど、知るもんか。邪魔しているのは、オレからすれば彼女のほうだからだ。


　とはいえ、そんなことは言えない。その迫田さんという人が関係しているから、オレとアルフレッドがどうこうってことを彼女に知られたら困るからだ。一応、恋こい人びとはいる……とアルフレッドは言ってるみたいだけど、話だけじゃ彼女も納なつ得とくできないんだろうな。


　なんだか、彼女の恐ろしいまでの勢いが、オレは怖こわかった。綺き麗れいな人なのに、ギラギラした欲望が透すけて見えるっていうのかな。それは単にアルフレッドが好きというよりは、アルフレッドの背景にあるものを……たとえばお金とかを狙ねらっているような気がしてならない。アルフレッドもオレと同じような気持ちらしくて、最近、自室に鍵かぎをかけてるし。きっと寝ね込こみを襲おそわれそうで怖いんだろう。


　こんな女を酔っていたとはいえ、口説いたことがあるなんて、何かの間ま違ちがいじゃないかなって思うくらいだ。いや、その頃ころは猫ねこをかぶっていたのかもしれないけど。


　だから、今、アルフレッドとキャサリンさんを二人きりにしたところで、そんな間違いが起こるとは思えなかった。


　なのに、まだ邪魔をしているということは、オレも相当不安なんだろう。勉強に身が入ってないと、先生達に注意されてしまって、よくないとは思うけど、頭の中は彼女とアルフレッドのことでいっぱいだった。


　せいぜい一週間の我が慢まんなんだから……。


　明日には彼女がアメリカに帰るという日に、アルフレッドは仕方なく、観光に付き合った。


　二人きりで。北沢さんも抜ぬきで。


　そこにも例の迫田さんがでしゃばってきて、お膳ぜん立だてをしてしまったんだ。もしかして、迫田さんと彼女は組んでるのかって言いたいほどだった。


　オレは丸一日、勉強にならずに、先生達に怒おこられっぱなしだった。


　でも、心配なんだから仕方ない。自分の好きな人があんな露ろ骨こつなモーションをかけてくる相手と二人きりなんだ。


　アルフレッドを信じきれないオレが落ち着かなくなっても仕方ないって思う。


　その夜、二人はなかなか帰ってこなかった。北沢さんはアルフレッドの携けい帯たいに何度か電話をしたけど、電源が切られていて上手うまくつながらなかったんだ。


　夜遅おそくになって、二人はやっと帰ってきた。でも、アルフレッドの様子がおかしいのは、すぐに判った。


　一体どこでどうしていたのか知らないけど、アルフレッドは酒を飲んでいた。いや、飲んでいただけじゃなくて、酔よっ払ぱらっていた。


　一見、そんなふうには見えないんだけど、いつものアルフレッドとは言動が違う。彼女の肩かたに親しげに手を回していて、耳に口をくっつけるようにして話しかけていた。


　まるで、視界に彼女しか入ってないみたいに。


　オレはそれを見た途と端たん、頭の中が真っ白になって、何も考えられなくなっていた。


　だって、あれだけ北沢さんが注意して、アルフレッド自身も充じゆう分ぶんに気をつけていたはずなのに、なんで酒なんか飲んじゃったんだろう。


　そして、酔っ払ったら、もうオレのことなんか見向きもせずに、簡単にブロンド美女に傾かたむいてしまうなんて……。


　アルフレッドにとって、オレはなんなんだよ。


　遊びじゃないんだって、アルフレッドは言ったのに。そうじゃないなら、なんでオレの目の前で、彼女とそんなに親しげにしてるんだよ。


　オレは立っていられないくらいに足がガクガクとしてきた。そんなオレの肩に、北沢さんは励はげますように手を置いた。


「陸様、社長に声をかけてください。正気に戻もどしてあげられるのは、陸様だけですよ」


　そ、そうだ。声をかけて、アルフレッドを元に戻さなくちゃ。


　オレは今にもキスしそうなほど親密そうな二人を前にして、くじけそうになったが、このまま放っておいたら、きっと二人はアルフレッドの部屋に消えてしまうだろう。


　そうして、アルフレッドはオレを抱だいたみたいに、彼女を……。


　嫌だ。それだけは絶対に嫌だ！


「アル！」


　オレは声をかけた。けど、アルフレッドはそんな声なんか聞こえないような素そ振ぶりで、彼女に何かささやいている。彼女はちらりとオレに向かって、勝ち誇ほこったような目を向けた。


　いくら酔ってるからって、あんまりだ……。


　近寄って、アルフレッドにしがみついたら、元に戻ってくれるだろうか。だけど、それでも、オレのことなんか知らないみたいなふりをされたら、どうしよう。


　オレはもうどうすることもできなかった。


　北沢さんはつかつかと二人の傍そばへと寄ると、アルフレッドの目の前に立った。


「社長。失礼します」


　静かにそう言ったかと思うと、北沢さんはアルフレッドの頰ほおを思いっきり叩たたいていた。


「何をするんだ！」


　アルフレッドはまさか忠実な秘書の北沢さんに叩かれるとは思わなかっただろうから、かなり驚おどろいていた。


「社長、お忘れですか？　社長は陸様を慈いつくしみ、立派な成人に育て上げることが、ご自分の務めであり、義務であり、そして望みなのだと私におっしゃいましたよね？　社長はたかだかアルコールの力に屈くつ服ぷくして、そのすべてを捨て去るおつもりなんですか？」


　アルフレッドはハッと我に返ったようだった。


「……陸は？」


　振ふり向いたアルフレッドと目が合う。


　オレはその目の中に、後こう悔かいしているような何かを感じ取って、たまらなくなってしまった。


　一体、アルフレッドは何を後悔しているんだろう。彼女の策略か何かにはまって酒を飲んでしまったことなのか、酔っ払って彼女を口説いていたことなのか、それとも……。


　オレなんかとああいう関係になってしまったことだろうか。


　オレにはそうじゃないと言い切れるだけの自信はなかった。


　アルフレッドはもう彼女の肩を抱いてはいなかった。けれども、もう何もかも我慢ができずに、オレは階段を駆かけ上って、自分の部屋に逃にげ込んでしまった。


　すぐにドアをノックする音が響ひびいて、オレを呼ぶアルフレッドの声が聞こえた。


「陸！……開けるよ」


　アルフレッドは勝手にドアを開けて、中に入ってきた。ここはアルフレッドの屋や敷しきだから、文句も言えないけどね。


　でも、こんなふうに強引に入ってくる気があるなら、もっと早くにオレの部屋を訪ねてくれればよかったのに。オレはずっと待っていたけど、彼女がこの屋敷にいた間、アルフレッドは二人きりになる時間も作れなかった。


　アルフレッドが好きだと言ってくれたことを、オレはもう無条件に信じることはできなくなっていた。


　だって、それが本当なら、なんでオレがこんな気持ちでいるのを放っておいたんだろう。


　一週間の我慢だから？


　だけど、その我慢も全部無む駄だになってしまった。アルフレッドの視界にオレがいなかったこと、声をかけても気づかれなかったこと……全部、酒のせいにしてしまえば簡単なんだろうけど、オレの心はそれでは納得しなかった。


　オレはソファの上で体操座りのような格好で自分の膝ひざを抱いていた。


「陸……」


　アルフレッドはオレの隣となりに腰こし掛かけ、肩を抱いた。


「……香こう水すいの匂においがする」


　彼女の匂いが移っているんだ。あんなにくっついているから……と思ったが、本当にそれだけなのかな。エッチなんて、家じゃなくてもできる。たとえば、ホテルとか、そういうところに寄っていたっておかしくない。


「すまない。私は……そんなつもりじゃなかったんだ」


「じゃあ、どんなつもりだった？」


　意地悪く質問したら、アルフレッドは答えられなかった。


「なんで酒を飲んだの？　あんなに飲んだらダメだって北沢さんに言われていたのに」


「ホテルのレストランで夕食を取っていたときに、酒を飲むのが怖こわいのかと挑ちよう発はつされて……。充分に食べた後なら大だい丈じよう夫ぶだと思ってバーに付き合った。自分ではそんなに飲んだつもりはなかったが、気がついたら彼女の言いなりになっていた」


「……それだけ？」


「それだけって？　そこからすぐにタクシーで帰ってきた。後は君の知っているとおりだ」


　オレはそれ以上のことを訊きくべきかどうか迷った。いや、訊くべきじゃないのは判わかっていたけど、どうしても訊かずにはいられなかったんだ。


「ホテルで……部屋を取ったりしなかった？」


「……何を言うんだ、君は！　私を信じてないのか？」


「何を信じろって言うんだよ。アルはあんなに嫌いやがっていた相手の肩を抱いて、耳元で何かささやいていた。オレが声をかけても知らんふりで……。北沢さんが止めなかったら、あのまま二人で部屋に行ったんじゃないの？」


　そんなふうにアルフレッドを追いつめちゃいけないんだと思う。自分が悪いのは、アルフレッドだって判っているはずだから。


　だけど、どうしてもオレの口は止まらなかった。


「オレにはアルフレッドの気持ちが判らない。酔ったら、好きな相手も変わってしまうの？　あんなに何度もキスやエッチをしたオレのことも、すぐに忘れてしまえるくらいに？」


　アルフレッドは黙だまってしまった。


　何も反論ができないんだろう。アルフレッドは自分の非を判っているんだ。だから、もうこれ以上の責める言葉を口にしちゃいけない。


「アルフレッドも……本当はああいう綺き麗れいな女の人がいいんじゃない？　オレみたいな山ザルより、ブロンド美女のほうがいいよね」


「そうじゃない！」


　アルフレッドはオレの言葉をさえぎった。


「君にそう思われても仕方のない状じよう況きようだったのは認める。しかし、そうじゃないんだ。私は君が……君だけが好きなんだから……！」


　アルフレッドに肩かたを乱暴に引き寄せられる。


「あっ……ちょっと……嫌だっ」


　そのままの勢いで唇くちびるを奪うばわれていた。


　キスをしたら、すごく酒くさいのが判る。あの夜のときよりも、ずっとアルフレッドは酔よってるみたいだった。


　え……ちょっと待って。今もアルフレッドは酔ってるのかな。


　オレは嫌だ。酔っているアルフレッドに抱かれるのは。翌朝には全部忘れられてるなんて、そんなのは絶対に嫌なんだ。


　だけど、キスをされると身体からだに変化が現れる。そういえば、一週間もアルフレッドとは触ふれ合っていない。だから、余計に身体のほうが先に陥かん落らくしていくのか。


　こんなに悲しいのに、オレはまだアルフレッドが好きなんだ……。


　そして、こんなに傷ついているオレを、強ごう引いんに抱だこうとしているアルフレッドが悲しかった。


　オレは一体アルフレッドのなんなんだろう。


　無理やりキスして、抱いて……それだけの関係なのかな。オレの気持ちなんか、どうだっていいのかもしれない。


　そうじゃないんだって、思いたいのに。


「もっと……もっと君を感じたい。君だって……そうなんだろう？」


　アルフレッドはオレの着ていたセーターを脱ぬがせて、その下のシャツを胸までまくり上げる。そうして、オレの敏びん感かんな胸にキスをした。


「あっ……」


　なんでオレは感じてるんだろう。


「可愛いよ、陸……」


　嫌なら、感じなきゃいいんだ。だけど、やっぱり感じてしまう。アルフレッドのことを好きなのに、もう心の底から信じることができない。アルフレッドの言葉も信じられない。


　オレはどうしたらいいのか。


　アルフレッドはオレの下半身を裸はだかにしてしまい、大事なところを口で刺し激げきする。一番感じるところを封ふうじられて、もう逃げ場がない。


「やだ……やだって！」


　嫌だって、何度言っても、意味がないんだ。身体はこうして反応しているんだし、口で言ってることは噓うそにしか思えないだろう。


　きっとアルフレッドはオレが嫌がってるなんて思ってない。だいたい酔ってるんだから、正常な判断なんてできてないんだろう。


　それでも、オレはアルフレッドが好きだから、こんなふうに感じてしまうんだよ。


「もっと……もっと君を気持ちよくさせてあげる……」


　アルフレッドはオレの足を大きく広げた。そして、その奥にある部分に舌で触れる。


「あ……ん……っ」


　舌がそこを舐なめるたびに、身体がビクビクと揺ゆれる。


　どうしたらいいか判らないほど、奥の奥まで熱くなってきて、オレは意味もなく頭を横に振った。


「も…もう……ぁ……っ」


　オレの身体を知り尽つくしている指が中に入る。そうして、一番感じるところを刺激していくんだ。


　酔っていても、それは判ってるんだね……。


　不思議なくらいに正確なポイントを突つかれて、オレは自分が高まっていくのを止められなかった。


　指を引き抜ぬかれ、代わりにアルフレッドが押し入ってくる。


「やぁ……あ……ぁ」


　こんなに惨みじめなのに、すごく感じてしまっている。嵐あらしのように翻ほん弄ろうされて、オレはしっかりとアルフレッドにしがみつく。


　そうしたら、香水の匂いがしてきて、涙なみだがこぼれた。


　泣いたら余計に惨めになる。それが判っているのに。


　オレはもうここにはいられない。アルフレッドへの信しん頼らいが薄うすれた今、おじいさんの恩人の息子むすこということだけで、この屋や敷しきに居座るのはつらすぎる。


　いっそ、こんな関係になんかならなければよかった。


　そうしたら、アルフレッドとオレはずっと一いつ緒しよにいられたかもしれないのに。


「陸……陸……っ」


　アルフレッドがオレを抱きしめる。


　胸が何かの感情にふさがったようになって痛い。


　こんなに好きなのに、こんなに感じているのに、心の奥底は冷えたままだった。








　キャサリンさんがアルフレッドを手に入れるのに失敗して、約束どおり一週間でアメリカに帰った後、屋敷ではクリスマスの飾かざりつけをする予定だった。


　叔お父じさんの家では、クリスマスといえばケーキを食べるくらいのもので、本格的なツリーなんて見たことなかったから、オレはすごく楽しみにしていたんだ。


　だけど、オレはそれを待たずに屋敷を出ていくことになった。


　オレとアルフレッドの間の話し合いで、そういう結論に達したんだ。冬休みみたいな感じで、一時的に島に帰るというふうに、登紀子さん達には言ってるけど、たぶんオレはもう戻もどらない。


　あの日、酔ったままオレを抱いたアルフレッドは、案の定、朝になったら何も覚えていなかった。


　オレがどれほど苦しんだか、アルフレッドには判らない。オレはこの屋敷の居い候そうろうで、島から何も持たずに出てきた。何も頼たよりにするものはなく、自分の中の拠よりどころは唯ゆい一いつ、アルフレッドだった。


　そう。オレは何もかもアルフレッドに頼りすぎていた。だから、アルフレッドへの信頼が崩くずれてしまった今、自分の支えが一気に崩ほう壊かいした感じなんだ。


　もし、アルフレッドとああいう関係になっていなかったら、オレはここまで心の中にポッカリ穴が空いたようにはならなかっただろうか。


　それは判らない。


　オレはずっとアルフレッドに優やさしくしてもらいたかった。家族への愛情も全部一緒になって、オレはアルフレッドを好きになりすぎていた。


　結局、オレとアルフレッドをつないでいたものは、なんだったんだろう。


　オレにはもう判わからない。


「みんな、今までありがとう。オレみたいな田舎いなかから出てきた子供に優しくしてくれて、嬉うれしかった」


　オレは屋敷を出ていくときに、登紀子さんやみんなに挨あい拶さつをした。


「改まって、何をおっしゃってるんですか。年が明けたら、またすぐに戻ってらっしゃるのに、そんな挨拶、変ですよ」


　登紀子さんは戸と惑まどったように言ったけど、たぶんみんな、オレとアルフレッドの仲が何かぎくしゃくとしたものに変わっていったことに気づいているみたいだった。


「そうかな……。でも、一度、お礼を言いたかったんだ」


　オレはにっこりと笑って言った。


　あんまり喋しやべっていると、ここでの生活が思い出されて、泣いてしまいそうだから、このへんでやめておく。それこそ、泣いたりしたら、変だからだ。


　オレはアルフレッドと北沢さんと共に屋敷を出た。


　北沢さんが車を運転して、オレとアルフレッドが後ろに乗り、空港へ向かう。


「来たときと同じだね」


　オレがポツンと言ったら、アルフレッドがかすかにうなずいた。


「陸様、本当にいいんですか？」


　北沢さんはまだオレを引き留めたがっていた。


「もう……いいんだよ」


　島に帰ることは、オレが必死で勉強して、ようやく思い描えがくことのできた将来をなくしてしまうのと一緒だった。


　アルフレッドはいつでも戻ってきていいと言ったし、戻らなくても、高校や大学に行くための資金援えん助じよをすると言ってくれている。


　でも、今のオレにはもうなんのビジョンもなかった。高校に行って、それから大学に行って……そして、どうなるんだろう。


　オレはずっとアルフレッドと一緒にいられることを願っていた。アルフレッドが気に入るような人間になり、アルフレッドの役に立ちたい、と。


　だけど、そんなアルフレッド中心の生活はもう続けていられない。いや、最初からそんな生活しちゃいけなかったんだ。


　オレはオレ。アルフレッドはアルフレッド。所しよ詮せん、他人なんだよ。本物の家族にはなれないし、裏切られたら最後じゃないか。


　キャサリンさんは去っていったけど、いつかアルフレッドはウェディングドレスを着た綺き麗れいな人と一緒になるかもしれない。


　オレはそんなことに耐たえられない。


　どんなに考えても、オレはやっぱり屋敷を出ていくべきだと思う。今はそうすることでしか、オレは楽にはなれなかった。


　今だって……アルフレッドの隣となりにいるのは、苦しすぎて、息がつまりそうだ。


「私はこのままＵターンして、陸様をお屋敷に連れて帰ってしまいたい。みんな、あなたのことが好きなのに……」


　北沢さんの言葉に、オレは堪こらえていた涙がこぼれてしまった。


「……ありがとう……。でも……」


　アルフレッドはオレに真っ白なハンカチを手て渡わたしてくれた。


　真っ白でアイロンがきちんとかけられている。もちろん洗せん濯たくやアイロンがけをしてくれたのは、メイドさん達の誰だれかなんだろうけど、それがとてもアルフレッドらしくて、余計に泣けてきてしまう。


「北沢。陸が帰りたいと言ってるんだ。引き留めたくても、そうしてあげるべきじゃないか」


　アルフレッドは淡たん々たんとした調子でそう言った。


　あの日以来、アルフレッドは酒を一いつ滴てきも飲んでないらしい。だけど、今いま更さら、もう時間は戻せないんだし、どうしようもないことだ。


　オレの心は傷ついたままで、まだ癒いえてはいなかった。


　アルフレッドと離はなれたくない気持ちはある。ずっと傍そばにいたいって、本当は今でも思う。好きで好きでたまらなくて、一生オレのものにしたいって思う。


　だけど、そんなこと、無理なんだ。


　だったら、今、離れたい。これ以上の傷がつかないうちに。そうして、誰かを頼らなくても生きていけるようになりたいんだ。


　オレ達は無言のまま空港へと走り、そこから飛行機で広島空港へ。そして、タクシーでフェリーが発着する港に着いた。


「もうここから先は一人で行けるから。送ってくれて、ありがとう」


　オレはいよいよアルフレッドと北沢さんに別れを告げるときが来た。


「私だけでも君の島まで送る」


　アルフレッドの言葉に、オレは首を横に振ふった。


　もう、ここで別れたい。一緒にフェリーになんて乗ったら、もっとつらくなる。しがみついて、泣きじゃくって、離れたくないって言ってしまうかもしれない。


「アル……アルフレッドにはフェリーなんて似合わないよ。格好いいクルーザーとかじゃないと。自分でそう思わない？」


「いや……私は意外と地味なのが好きなんだよ」


　あんなお城みたいなお屋や敷しきを持っていて、フェアリーランドみたいなテーマパークを経営しているのに、地味なのが好きだなんてことはないと思うんだけどな。


　だけど、なんだかおかしくなって、笑ってしまった。


　これでいいんだ。涙なみだなんかもう見せたくないよ。


「いつかまたフェアリーランドに行くよ」


「いつでも君の好きなときにおいで」


「大人になったら……きっと」


　そのときになったら、もっと余よ裕ゆうのある気持ちで、アルフレッドと会えるかもしれない。もっとも、そのときには、あのお屋敷に可愛かわいい奥さんなんかがいるのかもしれないけどね。


「おじいさんによろしく。会えなくて残念だったって伝えておいて」


「ああ……」


「じゃ、オレ、フェリーに乗るよ。中に引っ込んじゃうし、見送らなくていいから」


「気をつけて。もう風か邪ぜをこじらせないように。もし用があったら……私じゃなくても、北沢にでも連れん絡らくしなさい」


「うん。アルフレッドも元気で」


　アルフレッドの目を見つめていると、どうしても涙が出てきそうになる。オレは少し離れたところにいる北沢さんに声をかけた。


「北沢さんも元気でね。アルフレッドのことをよろしく」


「ええ。陸様もお元気で。私はいつでもあなたが戻もどってくるのを待っていますよ」


　北沢さんが微ほほ笑えんでくれて、オレもようやく笑え顔がおを見せられるようになった。


　最後にもう一度、アルフレッドを見上げる。


　さよなら。オレの一番好きだった人。


「じゃあね」


　オレは笑顔で手を振った。








　その夜、叔お父じさんの家ではご馳ち走そうだった。


　オレが戻ってきたから、そのお祝いなんだって。久しぶりに叔父さんの家の料理を食べて、オレは懐なつかしくてたまらなかった。


　みんなにお土産みやげを渡わたして、喜んでもらえて、これでいいじゃないかって思う。オレはここで生きていくのが性しように合ってるよ。明日から何も考えずに叔父さんの手伝いをしよう。そうするうちに、また自分の将来が見えてくるかもしれない。


　島から高校に通えないわけじゃない。ここにいたって、いくらだって道はあるよ。あんな大きなパーティーに出て挨あい拶さつするようなことはしないかもしれないけど、何もああいう仕事でなくたっていい。他ほかに立派な仕事はたくさんあるんだ。


　夜、みんなが寝ね静しずまった後、オレはどうしても眠ねむれなくて、外に出た。


　外は少し寒いけど、アルフレッドがくれたコートはあったかい。それを着て、オレは散歩がてら自分が育った家へと向かった。


　家といっても、もう一年以上はほったらかしになっている。元々、古い家だったから、かなり傷んでいた。


　それでも、オレにはいろんな思い出がつまった家なんだ。


　玄げん関かんを開けると、カビくさい匂においがした。


　窓ガラスは台風のときに割れてしまって、そのままだ。その割れた窓から月明かりが入っていて、家の中がよく見えた。


　玄関から靴くつのまま上がると、見慣れた台所が見える。オレが小さい頃ころ、じいちゃんはここで料理を作ってくれたな。オレが大きくなったら、反対にじいちゃんに作ってあげていた。


　古いタンスや戸と棚だながそのまま残されている。オレが叔父さんの家に持っていったのは、仏ぶつ壇だんと位い牌はい、それから写真と、オレの持ち物だけだった。じいちゃんの衣類や持ち物は、形見分けをされてしまって、もう今は何も残っていない。


　ここにいると、子供の頃のことがたくさん思い出されてくる。だけど、何ひとつ、元には戻せないものばかりだ。


　じいちゃんは死んでしまった。家は荒あれて、いつかは壊こわされてしまうだろう。


　オレだって、いつか判わからないけど、じいちゃんのところに行く日が来るんだろうな。


　そう思うと、孤こ独どく感が胸に押し寄せてくる。


　オレは故郷の島に帰ってきたのに。叔父さん達は何も変わらずにいてくれて、オレを昔どおりに受け入れてくれたのに、なんでこんなに淋さびしくなるんだろう。


　オレは家を出て、海辺へと向かう。


　潮が引いていて、砂すな浜はまには波の音だけが響ひびいていた。ここには誰もいない。早起きの漁師の町でも、まだみんな眠っているんだ。


　オレは乾かわいた砂の上に腰こしを下ろした。


　ずっと暗いところを歩いていたから、満月の光がまぶしく思える。そういえば、東京ではこんなにたくさんの星は見られなかったな。


　オレはボンヤリと空を見上げた。


　フェアリーランドに行ったとき、アルフレッドとこんなふうに夜空を見上げていたっけ。花火が打ち上げられて、色とりどりの模様がパッと広がって……。


　アルフレッドはあの後キスをしてくれた。


　オレはあのときのときめきを思い出していた。唇くちびるが触ふれるだけでも……いや、手が触れるだけでも嬉うれしかった。あの頃、オレは決して多くを望んでいたわけじゃなかった。


　ただ、キスだけしてほしかった。


　なのに、いつの間に、オレはこんなに欲張りになっていたんだろう。


　アルフレッドのすべてを手に入れたいなんて。自分のものにしておきたいなんて。


　たくさんのアルフレッドの思い出が甦よみがえってくる。最初に会ったときのことや、ホテルでのこと。屋敷に行ってから、いっぱい叱しかられた。


　酔よったアルフレッドにエッチされたり、肺はい炎えんになりかけて入院したり。


　そして、フェアリーランドでオレの想おもいは実を結んだんだ。それから、オレは幸せになっていくはずだったのに……。


　なんで、オレはここにいるんだろう。


「アル……」


　オレはそっと名前を呼んだ。


　呼んだからって、東京まで聞こえるわけがないから、ただのひとり言だ。


「オレは……やっぱり淋しい」


　でも、淋しくても我が慢まんしなくちゃいけない。だって、オレが望んでここに帰ってきたんじゃないか。


　アルフレッドはオレが帰ると言ったとき、止めてくれもしなかった。オレが帰りたいなら、そうしていいと、それだけだった。


　きっとあれがアルフレッドの罪つみ滅ほろぼしみたいなものだったのかも。あるいは、優やさしさだったのかもしれない。


　今はまだこうして気持ちの整理がつかずに、アルフレッドにも会いたいなんて思っているけど、すぐにまたこの生活に慣れる。そうしたら、アルフレッドのことも時間が経たつにつれて、忘れていくんだよ。


　ふと、それでいいのかって気がした。


　じゃあ、オレはなんのためにアルフレッドについて島を出たんだろう。こうして逃にげ帰ってくるためじゃなかったはずだ。


　でも……。


　じいちゃんは繰くり返しオレにいつも言い聞かせていた。「おまえは幸せになるために生まれてきたんだ」って。


　幸せって、決して一通りしかないわけじゃない。この島で死ぬまで暮らすのも、それはそれでひとつの幸せだ。だけど、オレは一度それを外の世界に求めて旅立ったはずだ。


　何が幸せかなんて、誰だれにも決められない。他人から不幸に見えたとしても、本人は幸せかもしれないし、幸せになれたとしても、死ぬまでそうなのかは判らない。


　それなら、不幸になることを恐おそれていちゃいけないんじゃないかな。そんな臆おく病びような生き方をしていても、幸せにはなれないような気がする。


　オレは……。


　もう一度、自分の幸せを求めてもいいかな？


　先のことなんて誰にも判らないことや、まだかけてもいない迷めい惑わくを恐れたりしなくてもいいよね？


　そして、オレは人からもらう愛情を欲しがりすぎていたのかもしれない。あの屋や敷しきのみんなはオレを好きだって、北沢さんは言っていた。Ｕターンしてオレを連れて帰りたいとまで言ってくれた。


　オレを支えてくれていたのは、アルフレッドだけじゃなかったんだ。


　今なら、オレはやり直せる。時間は戻せないけど、狂くるってしまった歯車を直す努力はできるはずだ。


　そして、オレはアルフレッドに愛されることばかりを望んでいて、何も返せていない。オレだって、アルフレッドのことが好きなんだから。


　過去に何があっても、お酒にちょっと弱くてすぐに記き憶おくがなくなっても、そんなこと、オレがアルフレッドを好きだという気持ちに比べれば、大したことじゃないんだ。


　オレは立ち上がって、砂を払はらった。


　夜が明けたら、アルフレッドに連れん絡らくを入れよう。あんなに大げさに別れておいて、一日しか経たずに連絡するなんて、笑われるかもしれないけど、それでもいい。


　オレはどうしても戻もどりたかった。そうして、アルフレッドとの関係を修復したいと思った。


　叔お父じさんの家に向かって歩こうとして、オレは逆の方向から足音が聞こえてくるのに気づいた。


　こんな夜中に散歩でもしている人がいるんだろうか。


　歩きながら何気なく振ふり向いて、オレは足を止めた。


　月明かりの中でオレは幻まぼろしを見たのかと思った。昨日、広島の港で別れた人がどうしてここにいるんだろう。


　長身のスーツ姿。薄うす茶ちや色の髪かみ。やや彫ほりの深い整った顔立ち。そうして、オレを見つめる薄茶の熱い瞳ひとみがあった。


「アル……！」


　他にこんな人間がこの島にいるわけがない。オレは駆かけ出して、そのままの勢いでアルフレッドの胸に飛び込んだ。


「陸……どうしてここにいるんだ？」


「それはこっちのセリフだよ！　なんで、アルがここにいるんだよ。しかも、こんな夜中に砂浜を歩いているなんて」


「それは……」


　アルフレッドはフェリーが発着する向こうの港を指差した。


「見えないかな。君の希望どおりクルーザーをチャーターしたんだよ」


「は……？」


　ここからじゃ遠すぎて、クルーザーなんか見えないけど、なんでいきなりクルーザーをチャーターしなきゃならないんだろう。しかも、オレの希望どおりって。


「あの、東京に帰ったんじゃなかったの？」


「一度、戻ったんだ。だが、屋敷に戻るまでの間に、どうしても我慢ができなくなって、ここに来ることにした」


「な、なんでっ……？」


　アルフレッドはオレに向かって微ほほ笑えんだ。それは月明かりに照らされて、夢のように綺き麗れいに見えた。


「君を迎むかえに来た。私は君なしではいられない。一いつ緒しよに帰ろう」


「あ……」


　涙なみだがどっと出てきた。そうしたら、アルフレッドはまた真っ白なハンカチをオレに差し出してくる。


「オレが……言おうと思ってたのに」


「え、何を？」


「オレはアルなしには生きられないから、迎えに来てって」


　アルフレッドはそれを聞いて、オレをギュッと抱だきしめた。


「好きだよ、陸」


「オレも……好き。大好き。誰より一番好き」


　そうして、オレ達は何度もキスを交かわした。








　アルフレッドはもっと早い時間に着いていたらしいが、さすがに夜遅おそくに叔父さんちを訪問するのはマズイと思ったらしくて、島をウロウロと散歩していたらしい。


　朝になって、オレはアルフレッドと共に叔父さんの家に行って、事情を話した。二人の関係は伏ふせているから、叔父さん達には釈しやく然ぜんとしない説明になってしまったみたいだけど、なんとかそれなりに納なつ得とくしてもらった。とにかく、叔父さん達はオレが向こうでいじめられてないかというのが、とても心配だったらしいから、何か行き違ちがいがあったにせよ、わざわざクルーザーをチャーターしてまで迎えに来るくらいだから、それだけは大だい丈じよう夫ぶと思ってもらえたみたいだ。


　そういうわけで、オレはたった半日で東京に戻ることになってしまった。


　ホントにあんなに大げさに別れたのに……と思うと、ちょっと恥はずかしいが、屋敷に帰ったら、みんなに喜んでもらえた。


　そして、その夜。


　オレは風ふ呂ろで綺麗に身体からだを洗った後、入にゆう浴よく剤ざいの香かおりをぷんぷんさせて、パジャマ姿でアルフレッドの部屋のドアをノックした。


「私が君の部屋に行こうと思っていたのに」


　アルフレッドは自分の計画があったらしく、ちょっと残念そうに言った。


「これからは、オレだってもっと積極的になろうと決めたんだよ」


「今までも充じゆう分ぶん、君は積極的だったような気がするけどね」


　それはきっと自分からキスをねだったり、挑ちよう発はつしたり（オレはそういうつもりじゃなかったけど）……という意味かな。だけど、あれはあれで受身だったなあって、今では思うんだ。


　オレはアルフレッドにキスをしてもらいたい、優しくしてほしい、振り向いてほしい一心だったんだから。


　今日からのオレはそれとはちょっと違ちがう。


「オレはこれからアルが来てくれるのを待ったりしないってことだよ。自分から行って、キスしたければ、自分からするんだ」


「それは……たまにはいいけどね」


　アルフレッドにはオレの考えはお気に召めさなかったみたいだ。たぶんリードするのは好きだけど、オレなんかにリードされるのはごめんだってことかな。


「オレはエッチのことだけを言ってるんじゃないんだってば。アルが何かしてくれるのだけを期待するんじゃなくて……オレだって、アルのために何かしてあげたい」


　アルフレッドの目が見開かれて、オレをじっと見つめる。


「私のために……何かしてくれるのかい？」


「うん！」


　アルフレッドが一いつ瞬しゆんニヤけたような表情になったのを、オレはしっかり見み逃のがさなかった。


　けっこう単純なんだと思いつつ、オレはアルフレッドの首にしがみつく。そうして、背せ伸のびをして、チュッと唇くちびるにキスをした。


「君は……なんて可愛かわいいんだ！」


　急に感激したように、アルフレッドはオレの身体を抱きしめてきた。


「……アル、まさかまた酔よってる？」


「いや。私はきっぱり断酒しているからね」


　ということは、素面しらふなのに酔ってるみたいに舞まい上がってるってことだね。それなら、オレも嬉うれしいかな。


「じゃあ、陸、他ほかには何をしてくれるのかな？」


「えっ、他にも何かしてほしいことあるの？」


「違う。陸が私にしてあげたいことだ」


　なんかとっても期待に満ちた目で見られているんだけど。オレ、そういう気じゃなかったのになあ。


「では、早さつ速そく、お姫ひめ様をベッドにお連れしようか」


　アルフレッドはオレを抱き上げて、にっこり微笑んだ。そして、ベッドの上へオレを宝物みたいに丁てい寧ねいに置くと、にこにこしながら、オレの次の行動を見守っている。


「あ……えーと、じゃあ、ここに寝ねて」


「いいよ。もちろんだ」


　アルフレッドはまるで少年にでもなったかのように、ワクワクしているようだった。オレはベッドに横たわったアルフレッドの上に乗って、改めてキスをした。


　こういうシチュエーションって、初めてだよね。オレもドキドキしながら、アルフレッドの口の中に舌を差し入れてみた。


「ん……」


　アルフレッドはオレが舌を絡からめるのが待てなかったらしく、自分から積極的に絡めてくる。オレだって負けない……と思いつつ、絡め返してみるけど、そうしているうちに、オレのほうが身体に火がついてきたみたいになってきた。


　唇を離はなすと、アルフレッドは嬉しそうに微笑んでいる。


　う……もしかして、まだ続きを待ってる？


　他に何をすればいいんだろう。アルフレッドがオレにしているようなこと……かなあ？


　判わからないけど、とにかくエッチなことを期待されてるような気がするので、アルフレッドのシャツのボタンを外していく。


　ああ、人の服を脱ぬがせるのって、なんか興奮してくる。いつものアルフレッドの気持ちが判ってきたみたいだ。


　オレはたまらなくて、アルフレッドの首筋にキスをした。


「いい匂においだね、陸……」


「アルのために、身体をピッカピカにしてきたんだよ」


「うん。いい子だ」


　アルフレッドはオレの背中に手を回して、ギュッと抱きしめる。そうして、背中を大だい胆たんに撫なで回した。


「あっ……オレがいろいろしてあげてるのに」


「だから、お返しだよ」


「あん……っ」


　アルフレッドの手がオレのパジャマの裾すそから入ってきて、素す肌はだの背中を撫でていく。


「陸は気にしなくていいんだよ。ほら、したいことを続けて」


　オレは仕方なく気を取り直して、アルフレッドの胸のあちこちにキスをした。アルフレッドも乳首なんて感じるんだろうか。感じるアルフレッドというのもちょっと見てみたくて、そこをペロッと舐なめてみる。


　でも、今ひとつ反応がない。


「アルはあんまり感じないのかな」


「そうでもないよ。ほら」


　アルフレッドは腰こしをオレに擦こすりつけてきた。下半身はもうすでにスタンバイ状態みたいで、確かに感じてはいるんだろう。


　でも、なんか想像してるのとは違うよね。


　オレはアルフレッドのズボンのそこを広げて、硬かたくなっているものを取り出した。


　こんな目の前で見たのは初めてだけど、なんかすごい迫はく力りよくだよね。これがいつも自分の中に入ってるのかと思うと、なんだか照れてきてしまう。


　オレはアルフレッドがオレにしてくれてるように、そこをソフトクリームみたいにペロペロと舐めてみた。


「陸がそういうことをしてると、すごくいやらしく見える」


　アルフレッドはオレが舐めてる姿をじっと見てるんだ。なんで舐めてるオレが恥ずかしくなるんだろうね。いつもは舐められてるオレのほうが恥ずかしいのに。


　結局、恥ずかしがってるのは、いつもオレのほうみたいだ。


　舐めてるうちに、それだけじゃ物足りなくなってきて、オレは口でそれを含ふくんでみた。


　大きい……。顎あごが疲つかれちゃいそうだ。


　だけど、アルフレッドに喜んでもらいたいから、一生懸けん命めい、気持ちよくなれるように刺し激げきしてみた。


　変な話だけど、だんだん刺激してるオレのほうが興奮してくる。いやらしいことしてるって思うからなのかな。アルフレッドをどんどん気持ちよくしてあげて、どんどん高めてあげたい。


　それから……。


「ストップ！」


「え？……まだこれからなのに？」


　アルフレッドは身体を起こして、オレの顔を上げさせた。


「充分、気持ちよかったよ。これからは君の番。お返しをいっぱいしてあげるからね」


　オレはベッドの上で四つん這ばい状態にさせられた。


　アルフレッドはオレのパジャマのボタンを全部外してしまう。そして、後ろからいやらしく胸を撫で回すんだ。


　もちろん乳首を中心にして。


「やだ……あっ……」


「君はここが感じるんだよね」


　乳首を指でつままれて、オレは身体からだを揺ゆらした。


「あぁ…ん……っ」


　なんで、オレだけこんな恥はずかしい目に遭あってるのかな。なんか不思議なんだけど。オレが感じやすいだけなのかもしれないけど、ちょっと不公平だ。


　さんざん乳首攻こう撃げきを受けた後、アルフレッドはパジャマのズボンを下着ごとくるんと剝むいた。


「可愛いゆでたまごみたいなオシリが出てきたね」


　アルフレッドはオシリを撫でていく。


「あっ……ちょっと……！」


　アルフレッドはオレのオシリに頰ほお擦ずりをしてるんだ。いくら可愛いのかどうか知らないけど、何も頰擦りなんかしなくても。


　でも、恥ずかしいのは、そんな刺激だけで感じてしまって、喘あえいでいるオレのほうかな。


　アルフレッドはオレの足からズボンと下着を完全に脱がせてしまう。


「足を広げて」


「だって……」


「恥ずかしくなんかないよ。私は何度だって見てきたんだから」


　それは言われなくても、よーく判ってる。どれだけ見られてきたか知ってるけど、やっぱりなんだか恥ずかしいじゃないか。特に、こんなふうに後ろから見られるのは初めてなんだ。


　だけど、オレは仕方なく足を広げた。


「もっとだ」


　アルフレッドの手がオレの足をガバッと開くから、オレは支えていた腕うでのバランスを崩くずして、ベッドに頭から突つっ込むような形になる。


　つまり、そうすると、腰だけ高く上がるんだ。


「よし。これでいい」


「よくないよっ」


　アルフレッドはオレの抗こう議ぎなんか耳に入らない様子で、オシリの奥の部分に唇くちびるを寄せていった。


「ああ……っ」


　舌先でちょっと舐められただけで、腰が揺れてしまう。


　気持ちいいとはいえ、こんなにオレだけ快感を貪むさぼってもいいのかと思う。アルフレッドにいろいろキスしてあげても、ここまで大げさに感じてはくれなかったし。


　アルフレッドの舌はオレの中まで入ってきそうな勢いで、そこを舐めている。それが微び妙みような刺激になって、オレは喘ぎながら腰を揺らした。


「さあ、予防注射をしようか」


「え……？」


「まず一本目」


　アルフレッドはそこに自分の指をゆっくりと入れていく。


「あ……なんの予防注射……？」


「そうだね。風か邪ぜをひかないように、かな」


　アルフレッドは大真ま面じ目めに答えながら、中で指を動かした。


「あっ……あん……」


「ほらほら。そんなに腰を揺らすと、中で針が折れて突き刺ささるかもしれない。痛くても我が慢まんしないと」


「やだ……」


　我慢なんかできるわけない。オレはもう興奮しきっていて、自分でも抑おさえられないのに。


「言うこと聞かないと、二本目の注射をするよ」


　そう言いながら、アルフレッドは二本目の指を挿そう入にゆうしていく。


「ああ……ん……」


「そんなに注射が気持ちいいんだ？」


　オレは身体をくねらせるようにして、快感を堪こらえている。もう今にもイッてしまいそうなんだけど、やっぱりもうちょっと我慢しなきゃいけないのかな。


　全身が甘い痺しびれに満たされている。でも、もっと気持ちよくなりたい。


「もっと大きい注射をして」


「陸は欲張りだね。そんなに欲しい？」


「欲しい……。いっぱいして」


　自分でも恥ずかしいことを喋しやべっているという自覚はあるんだけど、もうすべてを曝さらけ出だしたい気分なんだ。


　オレの恥ずかしいところを、アルフレッドに全部見せたいから。


　もっと、オレのことを知ってほしい。


　アルフレッドが後ろから重なるようにオレの中に入ってきた。


「あ……あ……っ」


　こんなに大きな声を出して、誰だれかに聞こえてしまわないか不安だ。だけど、どうしても止められない。


　アルフレッドの手がオレの前の部分に触ふれた。


　前と後ろを同時に刺激されて、オレは頭が真っ白になったように、何も考えられなくなる。ただ快感のみを貪って、身体の熱が高まるままに任せていく。


　やがて、オレとアルフレッドは快楽の頂点に向かった。








「陸があんな大だい胆たんなことをしてくれるとは思わなかった」


　二人でベッドに寝ね転ころんだまま余よ韻いんを楽しみながら抱だき合っているときに、アルフレッドはしみじみとそう言った。


「えっ、そんなに大胆だった？」


「私がしてもらいたくても、君にそんなことをさせてもいいのかって、ずっと考えていたんだ。なのに、君から自主的にしてもらえるなんて、感激だ」


　いや、アルフレッドの期待に満ちた眼まな差ざしを見ているうちに、してあげなくちゃいけないのかなって思っただけで、自主的にしてあげたのとは実は違ちがうんだけど……。


　でも、アルフレッドが感激しているならいいか。


「それにしても、君がここに来て、もう二ヵ月半経たつが、本当に君は成長したね。まさか、ここまでになるとは思わなかった」


「成長って……まさか、エッチのほうの成長じゃないよね？」


　アルフレッドはふっと笑って、オレの髪かみを撫なでた。


「それもあるが、一応、学力や生活のマナーのことだ。英会話はまさかの上達で、私としては誤算だったわけだが」


　オレの英会話が上達していなければ、キャサリンさんの言ってることも全然判わからずに、あんなことも起こらなかったわけだしね。


「来年になったら、アルのおじいさんがやってくるんだね。……ねえ、おじいさんって、どんな人？　アルみたいに気むずかしい人？」


　アルフレッドはそれを聞いて、苦笑した。


「そんなに私は気むずかしいかな？」


「最初はそう思ってた。けど……」


「私は意外と優やさしいだろう？」


「うん……」


　オレはアルフレッドの頰ほおにキスをする。すると、アルフレッドもお返しに頰にキスをしてくれた。


「祖父も一見、厳しい人に見えるかもしれない。だが、とても懐ふところの深い優しい人だ。すぐに判る」


「うん……。オレ、おじいさんに会うのが楽しみだな」


「そんなに楽しみなのか？」


「オレ、じいちゃん子だから。年寄りが大好きなんだ」


　オレがそう言うと、アルフレッドは急に眉まゆを寄せた。


「……それはいいことだが、でも……」


「えっ、何か問題あるかな？」


「私の祖父を好きになるのはいいが、私より好きになってはいけないよ」


　オレは一いつ瞬しゆん、ポカンと口を開けてしまった。


　それって、真面目に言ってるのかな。いや、大真面目だよ。アルフレッドにとっては、きっと大問題なんだ。


「オレはね……」


　アルフレッドの首にしがみついて、耳に唇を寄せる。


「今、生きてる人の中で、アルが一番大好きなんだ」


「本当に？　祖父に会って、気が変わったりしないかな」


　アルフレッドもそういうことが気になったり、不安になったりするんだな。だったら、オレとそんなに変わらないかもしれない。


「オレはアルの傍そばにいたい。ずっと……一いつ緒しよにいたい」


　だから、オレは一緒にいられるように頑がん張ばるんだ。


　これからもずっとね。


　アルフレッドはコツンと自分の額とオレの額を触れ合わせた。


「じゃあ、約束だ」


「うん！」


　オレの元気のいい返事に、アルフレッドはいとおしげに目を細める。


　やがて、静かに唇くちびるが重なって。


　そうして、おとぎ話の最後みたいに、二人は幸せになるんだ。










ＥＮＤ　　





支し配はい者しやの野や蛮ばんなユウワク








水みず島しま　忍しのぶ
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